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機 械 工 学 の 基 礎

:ヽ

本稿は,昭和38年 8月 産業教育研究連盟主催

夏期大学講座で講演したことを修正 し,な お若

干の追加解説を加えたものである。

1.機械工学の基礎

機械には,種類が非常に多く, どういうもの

が機械で,どんなことが機械工学の範囲かとい

うことがなかなかつかみにくいので,機械工学

を初めて学ぶ者にとって, どんなものから初め

に手をつけていったらよいかということは見当

がつきかねるかも知れない。工学の基礎には科

学 (数学,物理,化学)は もちろん必要である

が工学には工学自体の基礎があり,機械工学に

は機械工学の基礎がある。

数学や物理にもまた,おのおのその基礎的な

ものがある。たとえば数学を学ぶには, 1に 1

を加える加え算をまずしっか り身につけること

である。

機械工学を学ぶ者も,ま ずその基礎をしっか

り身につけて,おいおい高度の事がらを学ぶよ

うにしなければならない。それでは基礎となる

ことはどんなことかということが問題である。

ここでは一般羅列的知識は避けて,理論面を取

り入れた基礎的なことを,な るべく平易に解説

してみたい。

2.機械工業と機械工学

機械工業は,工業の中でも最も広い範囲にわ

たっているもので,他の工業 と明確に 1線を引

いて区分できない場合もあるが,概念的にいえ

2

五
日

ば機械および類似物の製造ということが主体で

ある。

機械工学は,すべての機械に対する理論の追

究であり, したがって機械の製造も含まれれば

修理,整備などのサービスエ業部門に関するも

のも合み,ま た操作という面を考えれば,広 く

他の工業部門に関するものも合まれてくる。た

とえば, 自動車の操作 ということを考えれば運

輸業に関連し,製紙機械の操作は製紙業に関連

する。機械加工なども,工作機械の操作という

ことが最も重要な面である。

機械工学の中には,機構学,機械力学,材料

力学,熱力学,水力学,機械設計,機械理論 ,

材料学,沢1定学,製作法,販扱整備法など多く

の部門が考えられるが,機械のはたらきがどん

なものかということがすべての基礎となってい

る。

中学校の技術科では,金属加工や設計,製図

などが機械とは別個に感じられるように位置づ

けられているが,前述のように, ともに機械工

学の立場から見れば, この中の部門と考えられ

るもので,前者は製造関係を主 とし,後者は機

械理論や操作整備関係を主 とる差違があるだけ

である。

3.機械の基本的なはたらき

機械というものには,非常に多くの種類があ

るが, これを機械 とい う分類に入れ得るための

本質は何であるかということが最も重要な点で

ある。
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たとえば人間を人間として格付けする本質は

何か。人間には色の白いのも黒いのもあり,鼻
の高いものも低いものもあるが,猿 とは違 う,

人間として共通した本質があるはずである。

機械にもこうした本質があるはずで,その本

質を備えることによって機械という仲間に位置

づけられているのである。

わか りよいように,多 くの人が機械について

気づ くような点をあげてみよう。   ・

まず,機械はどれをみても,主要音「が運動 t/

ている。そのためには,幾つかの部分によって

組み立てられて, 1つ の部分の運動が,他の部

分に運動を伝えている。すなわち,組立てられ

た各部分が相対運動をしている。

運動を伝えるには各部分に力が加えられなけ

ればならいので,各部に力が伝えられ, したが

ってエネルギーが伝達される。

力を伝えることから,各部分がそれに耐える

抵抗力 (強 さ)を持っていなければならない。

伝達される運動について重要なことは,不規

則なでたらめな運動では使いようがないので,

必ず一定の規則的な運動,す なわち,限定運動

(後に詳述)を していなければならない。

以上のような条件をそろえれば,一応機械と

い うことができるが,でなければ機械の仲間入

りができない。

そこで,機械とい うものには,よ くつぎのよ

うな定義が与えられている。

機械とは抵抗力を有する物体を組合わせたも

ので各部の運動は限定され,これにエネルギ

ーを供給し,仕事をさせるものである。

これらのことから,機械運動に関する機構学 ,

機械力学,材料力学,熱力学,流体力学などは

機械工学の中でも基礎的な重要な部門というこ

とができる。

4.一般機械要素と機構学からみた機械要素

このようにみてくると,運動している各部が

機械のもとになると考えられる。これが機構学

からみた機械要素である。

ふつ う,一般機械に共通した部品を機械要素

と称している。たとえば,結合用のボル ト・ ナ

ットなどはこれであって部品を所要の形にする

ため重要なものであるが,機構学的にいえば,

これは機械の性質を具現するために必要不可欠

の要素とはいえない。

相対運動するための要素ということは, 2部

分が互に接触して相対運動している部分という

ことである。これが機械要素または機素であっ

て,た とえば回転軸の軸受部の表面や,軸受の

軸支持部表面などこれである。

相対運動をしている機素の 1組を対偶 (たい

く
゛
う)と いい, 1組の対偶音

`と

他の対偶部を連

結している部品(機素と機素とを連結する部品)

をリンク (節)と いう。たとえば,軸にはめこ

まれた歯車が,一方では軸受部(機素)で軸受と

対偶になり,他方で歯車の歯の面 (機素)で他

の歯車と対偶になり,こ の 2つ を,連結してい

る,歯車および軸の結合体は 1つの リングであ

る。 ミシンのふみ板, ピットマン棒,ベル ト車

(軸 とも)な ど,おのおの 1つの リンクである。

機械運動では, 1つ の リンクがある一定の運

動をしたとき, これにより伝えられる他の リン

クは,必ずこれに対応する一定の運動をしなけ

れば利用できない。たとえば,1つの歯車が 90°

回転したとき,こ れとかみあう歯数 2倍の歯車

は,必ず 45° 回転するというように一定の運動

が伝えられる。このような運動を限定運動とい

い,限定運動を伝える対偶を限定対偶 という。

目的通 りの運動を伝えるには, このような対

偶,あ るいは リンクを,さ らに幾つか連結しな

ければならない。このように リンクのつながっ

たものをリンクの連鎖といい,限定運動を伝え

るものを限定連鎖という。

機構―-1つ の リンクを固定し限定運動をす

る連鎖を機構 という。あるいは 2つ以上の物体

の組合せである機械の一部または類似物で,そ

の一部の運動が他の部分に一定の運動を起こさ

せるものを機構 という。したがって機構 とは各

部に伝わる力を度外視し,その運動が機械の運

動と同様なものである。本や紙で作った模型で

機械運動を伝えるようなものも機構である。

5.運動伝達の機械要素

(1)軸
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運動の伝達の要素として最も多く利用されて

いるのは回転軸であって,軸受で支えられ,こ

れと対偶になっている。

軸は回転しながら回転力を伝えている。 1図

|

|

(1:業機へ 電動機か
'ラ

1  図

のように軸の 1端 A部を電動機で右回 りに力を

加え,右回転させれば,作業機を伝動するB端

では,回 されまいとして,左回りの抵抗力を生

ずる。したがって, この力で軸はねじられなが

ら回転している。一定回転で回ってい る場合

は,回す力のモーメントと抵抗する力のモーメ

ントは等しく,つ りあっている。

抗するもので,せん断応力と呼ばれる種類のも

のである。このせん断応力 T力g/θ 7η
2と すれば,

材料力学から

T=r/等
多  τ

=::メ
誓ィ蚤 (θ ttη )

(2)軸 受

軸を支える軸受には支持部が面であって,両

者がすべ り運動をしている場合と,線や点で受

けていて両者がころが り運動をしている場合と

がある。前者を平軸受,後者をころが り軸受と

いう。

平軸受は面で受けているため大きな力に耐え

られが,大 きな摩擦力 が 起 こ り, これによっ

て,かなりのエネルギーの損失が起こる。

ころがり軸受は線や点で受けているので力に

耐えることは平軸受より劣るが,抵抗がころが

り抵抗であるからエ

ネルギ損失は少ない。

2つ の物体A,3
の接触面 (3図)の

摩擦力Fは,接触面

を直角に押す圧力を

Pと すれば,μPで

表わされ,μ を摩擦

係数という。材料

が鉄類のとき, μ

は 0.3く らいまで

になり,相当大き

な摩擦力が起こる。

ころが りの場合 ,

4図のように,丸
い物体が平面の上

をころがるときは,

理論上点で接するはずであるが,実際は図のよ

うに面 (■ ,3)で 接する。

いま,Pと いう荷重が0点にかかっていると

き,Fと ぃう力を0点に加えて,4点を支点と

してころがすときの回転モーメントは Frで あ

り,Pと いう荷重によって,こ れをもとにもど

そうとする回転モーメントは PFで ある。Fγ=
PFでつ り合 って,こ ろがってゆくのである。

多=チこの値をころがり抵抗係数という。
ころがり抵抗係数は,硬い材料の場合,面A

(勁 F

2     駆璽

いま,棒をね じる力を,棒の周縁でFたg,半

径 r,π とすれば (2図 ), 中′き0の周 りにね じ

る力のモーメントrは,Fく ,π・力g)で ある。軸

が 1回転すれば,Fの 力で 2π 7^(,μ )の距離を動

かすことになるので,毎分 22回 転 (η η′,3)で

回転しているとすれば,毎分なされる仕事は

2πη7‐Fんい%=2π′zTん 9・″し

1秒間には2器事を2の仕事をする。
1馬力∈3)は 75た go,,多 /s の動力であるか

ら,こ のとき軸の伝える動力 N(PS)は

N=ξ譜売(PS)である。
″を θ,π としrを θ′,多・たgと すれば

Ⅳ=100×
60× 75(PS)

軸はねじりの作用に対 して,ね じり切られま

いとする抵抗力を生ずる。この抵抗力は, 2図

のAと いう断面がせん断されようとする力に抵

4

図
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3が極めて小さいので,値は非常に小さい。鋳

鉄 と軟鋼の場合0.03程度である。したがってこ

ろが り接触が完全に近ければころが り抵抗はあ

ま り問題ではない。

(3)潤 滑

軸と軸受,その他 2つ の運動部品

の接触面は,金属と金属のように硬

いものが直接接触すると前述のよう

に大きな摩擦抵抗を受け,エ ネルギ

を損するとともに運動部分が摩滅し,

また摩擦の熱を発生して,ついに焼

付 くこともある。このような状態を

緩和するために,接触面の間に油の

ようなものを入れて団体間の接触を

避ける。これを潤滑 といい,油のよ

うな材料を潤滑材という。

潤滑材が両国体を完全に隔て,両者の運動が

互に影響せず,ただ潤滑材自体が運動により内

部で引きさかれようとするだけになれば,抵抗

力はただ潤滑材の粘性だけによるようになり,

非常に小さくなる。この状態を完 全 潤 滑とい

う。したがって,こ の場合は油の粘度が小さいほ

ど抵抗が小さい。しかし油の粘度があまり小さ

い ときは,あるいは荷重が大きいとか回転が小

さいときなどにも,油が軸を十分浮かせること

ができず,油の膜がうすくなって,団体間の運

動が相互に影響されるようになる。この状態を

不完全潤滑という。この状態が相当進んでもな

お油が摩擦を減らす性質を持っている。これを

油性とい う。したがって不完全潤滑では,油性

のよい油が適する。不完全潤滑がさ ら に進 む

と,ついに団体接触をはじめ焼き付いたりする。

したがって潤滑油を選ぶ場合に, ミシンのよ

うに高速回転,軽荷重のものには,粘度の小さ

い油が適 し,内燃機関のような高荷重のものに

は相当大きい粘度のものでなければならない。

またころが り抵抗の場合,完全なころが りであ

れば潤滑油は不要なわけであるが,幾らかの摩

擦があるので,僅かの潤滑油を用いるのがふつ

うである。またころが り軸受の場合はさび止め

や,ごみよけの目的を主として油やグリースを

用いることもある。

(4)運 動の伝達

機素の間に運動を伝達するには,接触面に平

行に摩擦力で引っぱる場合と,接触面に垂直方

向に押す場合の 2つの種類がある。

前者には,摩擦車,ベルト, ロープなどがあ

り,後者には歯車, カム,ね じ, リンク装置,

5  図

鎖などがある。

5図で, 2つ の機素A,3が P点で接 して,

3からAに運動が伝えられているものとする。

4の上の点Pの速度をυlと し,そのP点にお

ける接触面に接する方向の分速度を υιl, それ

と直角方向の分速度をυ%1と する。.υ lの方向は

01を 中心とする回転であるから 01Pと 直角で

ある。またβの上の点Pの速度をυ2と し,分 速

度をそれぞれυε2,υ %2と する。υ2の 方向は02P
と直角である。

接触点における接触面と直角方向の速度は両

者が等 しくないと互に離れた り,食い込んだ り

して正確な運動を伝えられないので, これは等

しくなければならない。接点で接触面に接する

方向の両者の速度の差は,すべ りの 速 度 で あ

る。ころが り接触の場合は,すべ りがないはず

であるからこの速度は両者で等 しい。すなわち

ころが りの場合は υεl=υι2,υ %1,=υπ2で あ

るから,し たがって υlと υ2は 大 きさ方向と

もに等 しい。このことから<01P02は 2直角と

い うことにな り,い いかえればPが 0102上に

あるということである。このことは,こ ろが り接

触をするための重要な条件である。すべ り接触

の場合は中′い線上でないところで接触をする。

ころが り接触の場合は,両者のP点の速度は

等 しいから, 回転比 (角 速度比)υ1/01P:υ 2/

02Pは ,半径 01Pと 02Pに 逆比例する。Pは

、 マヽ 1    /イ リ2
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0102直線上の点であるから,も し回転比一定

であれば,P点は常に定点である。このことは,

一定回転比で伝動するころが り伝動では, 2つ

の機素は中′い線上の定点Pで接する円板形にな

るということである。この場合加えられる力は

P点で円に接線方向になるので,運動を伝える

にはP点における摩擦力によるほかにない。こ

のような車を摩擦車という。

摩擦力だけによる伝動は,抵抗力が摩擦力よ

り大きくなると,すべって運動が伝えられなく

なる欠点がある。積極的に伝動するには,接触

面を,こ れと直角方向に押せばよい。このため

には伝動する車の接触周縁の形が一方は中′いか

らの半径がだんだん大きくなり,他方はこれに

対応して半径がだんだん小さくなる形であれば

よい。

/4

り, したがって接触面を直角方向に押す力によ

って運動を伝え,積極的に確実な運動が伝えら

れる。この伝動は 010と 022を半径とする円

板のころがり伝動と等しい回転比の伝動 をす

る。 この 010,020を 半径とする円がピッチ

円である。歯車はこのような接触部の組を車の

周囲に多数設けたものである。このような接触

部の曲線としてインボリュート曲線が広く利用

される。 5図の 01ν,011Nrを半径とする円は,

このインボリュート曲線の基礎円になり, これ

に巻きつけたPν,PNと いう線を基礎円に巻

き付けあるいは,ほ どいてゆけばP点を通るイ

ンボリュート曲線になる。

歯車のピッチ円は現物を見ただけでは定めに

くい。殊にインボリュート歯車はインボリュー

ト曲線の性質上, 2つ の歯車の中′い距離が少し

くらい変化しても正しいかみ合いをするので,

歯車を組合わせた中′いが定まらなければ,理論

的には定まってこない。

歯車の回転比は歯数に逆比例するが, これは

各歯車軸の位置が固定している場合であつて,

1つの歯車軸の位置が,他の歯車軸の周 りを回

る差動歯車のような場合は,計算はややむずか

しい。この場合は,歯車のかみ合いによる回転

と,軸の回転とが合

算されると考えれば

よいのであるが,複

雑な装置になるとや

はり考えにくい場合

がある。計算のしや

すい 1例 としてつぎ

のようにすると使利

である。

7図のようなかん

たんな遊星歯車装置の場合 ,

まず軸の位置を回すため,初めに全体を回し

て,つ ぎに,軸位置を固定したまま,固定歯車

を先に回したと反方向に回してもとにもどせば

固定歯車に対 して軸を回したときの回転が見出

せる。後段の軸位置を固定した場合の計算は,

ふつうの回転比の計算であるからかんたんであ

る。

点線はスが180=lrll転 したときし,,

1別 係位i瞳

6     屋]

6図は,こ のような車の 1例で,Aの 1回転

でBも 1回転するが接触点は 0102上 に移動す

るので,速度比は一定にならない。この周縁の

1部を利用 し, この多くの組を各車 に設 けれ

ば,かみ合 う歯車のような形を考えることもで

きるが,形がやっかいなのと速度:ヒー定でない

ので用いられない。

5図 のP点ですべ り接触を させ れ ば,Pは
0102上にはない。 このようなPで接触してい

る場合の回転比はυ1/01P:υ 2/ο2Pで あつてこ

れは,020:ο12の比に等しい (証明略す)。

すなわち 2つの接触部の曲線に直角な直線が,

いつも定点Oを通るような形にすれば,一定回

転を伝えることができる。このような曲線は,

回転中′いに対して半径が変化してい く形_と 'な

6

も

図
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01の周 りに全体 1回
″を固定しスを-1回

A  B  ν

+1 +1 +1
-1  +3    0

計        0 +4 +1
この例では,スを固定しνをAの周 りに 1回

回したとき (02を 01の周 りに 1回 回すこと),

3は 4回回ることがわかる。

カムの中板カムのようなものは歯車の歯が 1

個の場合と考えれば全 く同様な機構であるが,

速度比が一定でない場合が多い。みぞカムは板

カムの変形と考えることができる。

ねじは運動伝達用の場合はみぞカムの変形と

もみられる。

/

ケ
´

ご

8     E]

リンク装置も接触部を押す力によって伝動さ

れるものであって,基本的なものは長い棒を結

合 したもので,中 でも4本の棒を 8図のように

結合 した四節回転機構が最も基本になる。結合

部は軸と軸受の接触部と同様な機構である。

リンク装置は,運動各部の位置が 重 要 で あ

る。各 リンクが全回転するか揺動運動するかを

見分けるには,つ ぎのように考えればよい。た

とえばグを固定 したときθの点 4の周 りの運動

については,他の リンクαとみが 1直線上にく

るかまたは重なるときがあれば揺動し,こ のよ

うなところが生じなければ全回転する。 8図の

場合 εは揺動し, αは全回転をする。すなわち

これによってどの リンクがてこになり, どの リ

ンクがクランクになるかが定まり,固定するリ

ンクにより,て こクランク機構または両て こ機

構,両 クランク機構などを生ずるのである。

不ライダ・ クランク機構も四節回転機構の変

形と考えられるので,長さの関係から異なった

伝動機構になってくる。

鎖の伝動はベル ト伝動のような巻きかけ伝動

で摩擦力による代わ りに接触部を押す力で確実

に伝動するようにしたものである。

6.結合の方法

1つの運動体,す なわち 1つの リンクを作る

のに単一体では製造や分解組立整備に不都合な

場合が多い。このようなとき,幾つかの部品を

結合する。

2つ の部品を結合する方法にはつぎのに方法

がある。

(i)摩 擦力による。たとえば軸とボス部

(ii)みぞと突起による。例,キ ー,コ ッタ

スプライン車由

(面)結 合部品の段の間に扶む。

例,リ ベット,ボル ト◆ナット

(市)材 料の粘着力による。

例,は んだ,溶接

上記のうち,ね じは最も多く用いられるもの

である。ねじは斜面の応用といわれるので,い

ま斜面と考えてねじの締め付けの力を考えてみ

9図で,ナ ット

をボル トの斜面

にFと い う力で

・回して締め付け

るものとし,ね
じは0と いう力

で軸方向に締め

付られているも

のとする。Fの

9  図

斜面方 向 の分 力 凡 =F cos θ と, 0に よっ

て生ずる斜面方向にもどそうとする分力 鳥 /=

Osinθ とは等 しいので

Fcosθ =osinθ

F=Ctanθ

実際には摩擦力があるので F=Otan(θ +9)
となる。9は摩擦角といい,μ を摩擦係数とす

るとき,

μ=tan9で 表わされるものである。

Cと いう力で締め付けるとき上式のFと いう

力がスパナで加えられるねじ面における力であ

る。スパナの部分ではハンドルの長さによって

加えられる力はこれより小さくなる。また,ナ
ット下面の摩擦力に打ち勝つだけスパナにはさ

J



ボル ト

らに多くの力を必要とする。

ナッ

いまねじが締め付けられているとき,10図 の

ように接触面に直角方向に 鳥多という力でおさ

れているとすれば, これによりねじもどそうと

する斜面方向の分力 鳥 ′=几3tan θ で あ る。

斜面でこれを支えてい る摩 擦 力 F/=μ島3‐

=鳥atan9でぁるから,ね じが自然 に戻 ら な

いためには

F・atan9>鳥 3tan θ

すなわち 9>θ でなければならない。ねじの

コイルの角 θが摩擦角9よ り大きくなると締め

付けがきかなくて自然にもどる。

7 その他の要素

機械類に共通して使用される要素として,な
お重要なものにつぎのようなものがある。

(1)は ね  これは弾性を利用 したもので,

多くの機械構成材料が荷重に対 して変形の小さ

いことが望ましいのに反 し,こ れは荷重の割合

に変形の大きいものである。その特長として変

形と荷重が比例する。これらの特性を利用 して

衝撃の緩和,エ ネルギの貯蔵,圧力の制限,力
の測定,部品の固定用などに用いられる。

レ)ブ レーキ これは運動を制止して速度を

遅くした り,運動を停止 した りするに用いるも

ので,多 くは運動面に摩擦力をはたらかせてエ

ネルギを吸収させる。吸収 したエネルギは熱と

なってその部を熱する。

は)ク ラッチ  これは, 2回転軸の間に運

動を伝えた り断った りすために, 2軸 を回転中

に接合 した り離した りするものである。断続が

かんたんに行なわれるように,接合は摩擦力に

よるか流体圧力などによる。

に)はずみ車  これは,回転軸の 1回転中

の回転速度の変動をなるべく小さくするための

θ

もので,加えられる回転力の変動の大きいよう

な場合に用いられる。

回転力の大きいときは速度が過大になりやす

いので,こ のときエネルギをはずみ車が吸収し

て,速度の過大を防ぎ,回転力がガヽさくなった

とき吸収エネルギを放出して回転の過イヽを防 ぐ

ものである。

吸収または放出エネルギ Eたg・ π は次式で表

わされる。

E=与012_Qり

ωl,ω2は変化 した初め終 りの 回 転 角 速 度

02〃s), Iは ,はずみ車め慣1生モーメントで,

各部の微小重量を ∠W物 とし,その回転中′い

からの距離を ′,重力の加速度を g%お 2と
す

れば 」=Σ型墜″2で表わされる。

上式から回転の変動を小さくするには rを大

きくすればよい。 Iを大きくするには,はずみ

車の全重量を大きくすればよいが,同 じ重量で

も,厚 さが薄くて直径の大きいものの方が Iは

はるかに大きくなるので,はずみ車の効果が大

きい。

(5)つ りあいおもり  回転軸中に重量が回

転中′いより偏して分布 していると,その重量に

より遠′心力を生じ,常に軸に力が加わ り,軸受

部に方向の変動する力が加って振動を起こした

りするので,こ のふつ りあいの力をつ り合わせ

る要がある。このためには,こ の遠′心力と反対

方向に等 しい大きさの遠′と、力を生ずるようにお

もりをつけておけばよい。これをつ りあいおも

りという。つ りあいおもりによる遠′心力は次式

で表わされる。

遠心力F=貿
多

×(響 )2 .g)
IIηまおもりの重量 (たg),rはおもりの重′いと

回転中′いとの距離(タア2),gは重力の加速度(π /

S2), πは毎分回転数である。

これから,つ りあいおもりは,重量が小さく

ても,回転中′とヽから大きな距離につければ,遠
心力が生ずる。

8 材料および材料力学について

工学あるいは,工業において材料に関する知

識や,材料の強さに関する材料力学は最も重要



なものであるが,今回は害J愛する。

9.力 学

機械の力学,熱力学,流体力学などを合めて

力学的事項は,基礎となる重要なものであるが

物理学で研究されている基礎的な力学を確実に

把握 しておくことは是非必要である。殊に機械

的な力学は広く利用されるもので,中でも力の

分解,合成などは自由に応用し得る必要がある。

力学については範囲が広いの で,こ こで は

2～ 3の注意事項をあげるに止める。

11)力 のつりあい

物体の状態とこれにはたらいている力の状態

について,ま ま誤解することがある。物体が運

動 していれば,何等かある大きさの力が加って

いると考えられやすい。物理学の最も初歩とし

て,慣性の法貝Jと いうのがあって,物体に力が

全然加えられなければ,その物体はいつまでも

静止 しているか等速度運動をするという。反対

に静止または等速度運動をしている物体に加え

られている全体の力の合力を求めれば0でなけ

ればならないとい うことであるが,こ れが誤ら

れやすい。飛行機が等速飛行をしていれば,こ

れに加わる空気抵抗と機関からの推力とはつ り

合 って合力は0で なければならない。加えられ

る力が大きくなれば加速してゆくわけである。

回転運動の場合も,一定速度の回転をしてい

るときは,それに加えられている回転モーメン

トの合モーメン トはつ りあって0に なっている

(2)力 学上の単位

力学上の単位 として物理では絶対単位が用い

られ,工学では特に機械関係ではほとんど重力

単位が用いられているので混同しないようにし

なければならない。

絶対単位では基本単位 として長さ,質量,時
間が用いられる。この単位はふつうつぎのよう

なものである。 長さに ιπ,質量にg,′時間に

Sを用いるCGS系 と長さに2,質量にたg,時

間Sにを用いるνKS系である。

したがって,こ れ以外の単位はこれから誘導

する。

たとえば力 (F)は lgの ものに lθ′,2/s2の 加

速度を与えるものを 1ダ インとして視定する。

すなわち

F=g× ε%

νKSで は 1カgの ものに l ε773/s2の 加 速 度

を与えるものとして 1ニ ュー トン(N)と 視定し

ている。この場合は

F=たg×
子

重力単位では基本単位として長さ,力 ,時間

が用いられ,ふつうつぎのような単位である。

長さにπ,力にたg塑 (ま たは単にたgと 記す),

時間に sで,他の単位はこれから誘導する。

したがって,質量(M)=(力 )/(加 速度)

_力g~π
=たg・ s2。 %-1

s2

という単位になる。力を重力で表わしているの

で,加速度は重力の加速度,す なわち標準とし

て約 9.8π/s2を 用いる。これから

1たgの重量のものの持つ質量ν =ザ号
たg・ S2。

7'ι
lで ある。この質量が,ν.KS単 位では 1

(たg)と いう質量に相当する。

C.GS系 なおよび ν.KS系 における質量

の単位名と,重力単位系の力の単位名がともに

g,たgな どと同一のものを使用していることか

ら, とかく混乱生ずるが,重力単位では たgや
gは決して質量ではないことを銘記すべ きで

ある。

10.自 転車や ミシンの実習が機械工学として

果たす役割

自転車や ミシンは,その中に合まれる要素に

は,やや特殊のものが多かった り, ミシンなど

は程度が高いともいわれるので,基礎的な機械

工学を学ぶための実習材料として,必ずしも最

も適 しているかどうか問題があるが,身近にあ

って取 り上げやすいということから,その中の

基礎的な部分を利用することができるであろう

し,かんたんな機構部分を取 り上げて,計算す

ることなどで運動伝達とかエネルギの伝達を理

解させることに利用できるであろう。

(東京学芸大学教授)

(本稿に関す詳細については,市ケ谷出版発行拙著

「教師のための機械工学入門」を参照されたい)



実践的研究の成果 と課題

一 今 夏 研 究 大 会 か ら
一

ここに掲載した諸稿は,産教連の今夏研究大会の報告と,大会での研究討議をとお

して明確となつた成果および今後の実践的課題について,それぞれに分担執筆してい

ただいたものである。

今夏研究大会が多くの成果を生み,盛 会の うちに終ることのできたのは,地元愛知

県の関係者,と くに大会の運営と推進の任にあたられた三矢幹夫氏の労に負 うところ

が大きい。ここにあらためて,感謝の意をのべる次第であるc(編 集部)

人

ハ

(提案)技術科教育の再編成と203の問題

東京都 向 山 玉 雄

1・ 指導要領は変わらざるを得ない。

現在の指導要領が発表されたのは,昭和33年であ

るから今年で 5年経過したことになる。この間この

指導要領をめぐつて多くの批判がなされてきたが,

特にこの指導要領を手もとにおいて 5年間の実践の

中ででた現場教師の問題提起は貴重なものである。

これらの批判の中には教育に関するさまざまなも

のがあった。結論としていえることは指導要領に忠

実な授業をなす限り,変化する技術の中で,真に技

術を自分のものとして正しい方法と態度で研究し,

それを主体的に考えてゆく人間はできないとい うこ

とが明らかになった。

しかしわれわれ教師はこのような指導要領がかわ

るのをまっているようではいけない。それらの不備

をおぎないながあ具体的自主的な授業を進めなけれ

ばならない。

2.指 導の基本計画

指導計画が改善され修正されてゆく過程の中で ,

教科としての技術科の全体構造と,子供たちが身に

つける「技術の学力」の相互関係を有機的に調整し

なければならない。
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(提案)技術・家庭科指導における理念と現実

愛知県 織 田  清

1・ 現在の子供たちの生活は21世紀にわたる。現在の

教育は,こ の一事実の中に存在する指導理念を達観

した うえで立案計画され,実施へと移されなければ

ならない。

2.教科「技術・家庭」は,科学白|な思考力と,技術

的な実践力を実際場面への展開を題材にとって学習

し,個人的能力としての定着を図る教材ともいえよ

う。技能訓練的なことをめざした過去の職業教育に



対して,こ の′点についての考え方の核心に触れない

限り,表面的・直接的な教材の研究だけでは,こ と

た)り るものではない。

3.子供たちの中学校期における諸能力は,かならず

しもこれらの教育的意図を受けいれるだけのものを

持ぅてはいない。教育的・教科的な指導理念と,そ
の教育内容の系列から考えれば,ご く基本的なもの

から実際展開の場面まで,ま た手近かな実用として

の生産,製作から創意工夫発案といった学問的な段

階にいたるまで,そこには,きわめて長い系統と広

い配列が必要となってくる。しかし現実の中学校三

年間では,指導内容の精選を要することは必須の要

件である。内容の範ちゆうと方法,必要と可能を再

考究する必要がある。

4.指導の系統を考えることは,指導能率とともに指

導の有効性を生み出す基本でもある。現代社会の要

求しているものは真に何物であるかを,純粋に究明

してみることが大切である。それを基盤にして,中

学校教育に位置する技術教育の存在を確立し,その

内容を系統化することが大切である。しかし,あ く

まで当教科は子供たちの現在から将来に益すべき問

題解決を前提とせねばならない。ここに教科指導の

理念と方法の中に,新しい意味での単元学習として

の性格を考えなおさねばならない。

(提案)技術科の内容と指導法検討の基本的視点

大阪府 西 田 泰 和

1.指導計画をたてる場合,す ぐれた実践的能力・行

動的知性を養 う意味において,技術学の系統を重視

せねばならぬ。具体的な行動とのかかわりなしに扱

うことは技術学的知識の詰込みに終り,技術の教育

とはなりえないし,ま た人間の顕著な特徴の一つで

ある価値を感ずることもない。価値意識は労働や経

験によってのみ体得できるのではなかろうか。

2.技術とは客観的法則性の意識的適用であるから,

まず認識して後で実践に適用するのであると,機械

的,通俗的に把握するのは危険である。

3.技術は経験の所産である。人間は経験によって思

考する。しかし経験することと思考することとはち

がう。技術学習での技術的経験は,習慣的なもので

はなく,実験的能動的経験であらねばならぬ。技術

的思考は実験的能動的経験の中にふくまれている。
4.技術科の学習はプロジェクトによって進 め られ

る。客観的知識と,主体的な実践は手段と目的の明

確なる構成的作業,プ ロジェクトによって統一され

…………山…実践的研究の成果 と課題…………

る。しかしプロジェクトのすべてが教育的とはなり

得ない。

(提案)機械学習の系統性について

三重県 福 井 栄 一

1。 なぜ石油発動機をとりあげるか。

構造や修繕法を教えるのでもなく,分解組立や操

作を教えるのでもない。目的はそれらを通して機械

一般の技術学的知識と技能を得させるのである。原

動機を通して機械におけるエネルギ ーの変換,伝

達,機構や構成材料などをおさえてゆくのによいか

らである。

2.石油発動機によって何を教えるか。

①熱機関の原理

②回転運動の発生する機構の説明

③分解組立作業を通して

気化器の原理,弁開閉装置の機構

ピストンクランク機構,金属材料と材料力学,軸

受,点火プラグと発電機,調速機

(提案)技術科学習計画の批判とその再編成

愛知県 加 藤 慶 一 郎

予定されていた石黒福蔵氏の欠席で変更されて提

案された内容は,機関誌「技術教育」8月 号に発表

された,製図学習の自主編成の経過について説明が

なされたc

(提案)女子の技術教育をいかにすすめるか

東京都 中 村 知 子

家庭科と技術科のバラバラ学習はダメ|!

現行の指導要領によれば,女子は生活技術を,男

子は生産技術を中′いに学習することになっている。

なぜこのように生活と生産を別にして指導しようと

しているのか,性別によって教育内容をかえること

が,全面的な人間形成という点でマイナスになりは

しないか。男女の特性に応じて進路をきめたとある

が,特性とは具体的には何か。等々考察してみると

現行の中でも男女を通じて共通点は多々ある。そこ

で男女が共に学ぶ時間を設けるべきである。    ‐

以上全体会は 6氏の提案がなされ,質議応答もなさ

れたが,時間不足で,特に取 りあげるべき問題はなか

った。本提案はこれから3日 間行なわれる各分科会の

方向を示すようになされ,以後の分科会の研究討議の

雰囲気をもりあげるのに有効であった。

(後藤幾郎・清水行)
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………… 実践的研究の成果と課題

:加 工 学 習 分 科 会 (A,B)|

〔第 1日 〕 分科会「加工学習」設定のねらい (技術教

育7月 号参照)が紹介され,確認され会が進められた

(A,B班 ともに)。

>レポー ト発表および問題提起く

1.名古屋,三輪和義「加工教材の検討と取扱いにつ

いて」目標を「加工学習は製作に重
`点
がおかれ易いが

現在の学習が適当であるか。現在,取 りあげられてい

る教材について選択必要条件を考えながら,不適当な

ものを除き,どんなものを補ったらよいか。」におき,

加工学習方法の分類と教材の適格性について発 表 さ

れ,① l学年の教材は何が適当か,② 2学年の教材は

何が適当か,について問題提起がなされた。

2.東京,佐藤禎一「加工学習における指導計画のあ

りかた」目標を「加工学習は機械学習,電気学習へつ

ながるものである。生徒に興味を抱かせながら問題を

解決させる指導」におき具体的実践例が紹介 され ,

「生徒の認識の発達段階に即した指導計画はいかにし

たらよいか。」 について問題提起がなされた。 (以上

A班 )

3.東京,村田昭治「加工学習における問題点」

4.愛知,木村政夫「加工学習を中′いに」

(要旨は中学校産業教育研突大会資料参照)

以上で提案説明を終 り司会よりの説明を中心に討議

を進めると同時に全会員からの提案もふくめて2日 か

らの討議の問題点を確立したいとの意見により次のよ

うな討議の柱がたてられた。

>討議の柱 (問題点)で

1・ 製作段階における思考力をどの段階でどのように

指導するか。

2.教科書の取扱いと知識と技術の関連はどのように

なっているか。

3.基礎技術の発展性,系統性をどのようにとらえ,

ふまえていくか。

4.基本工作法と機械工作,応用工作の関連をどのよ

うにするか。
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5.機械学習と機械製図等の関連性をどのように結び

つけるか。

6.技術の限界とその段階 (深さ,広 さ)を どのよう

におさえるか。

7.プ ロジェクトの設定をどのようにしたらよいか。

(以 上B班)

〔第 2日 〕 昨日B班の方で分科会の分け方が問題とな

りA,B班共通問題をテーマとして合流が決まり,合

同で討議となった。昨日までの確認がなされ,討議の

柱が追加された。

8.計沢1の 問題をどこでどの程度 (精度)に扱ったら

よいか。(愛知,松波)

その後「討議内容は提案のどれかに属していると思

われるので実際に困まっている問題から奥深くはりさ

げたらどうか。」と声がかかり,提案者 (村田)から,

木工,金工用工具の共通性発見の具体的実践例にもと

づく説明があった。技術教育7,8月 号に記載しておい

たが,加工学習において考案設計から評価整理までの

一連の過程の中で生徒の能力が無視された形で教材が

出てくる場合がある。 (生徒の認識発達段階に即して

いない場合)こ んな場合,具体的に物にせまり思考力

を高めそれぞれの関連性,法則性を見つけさせて,そ

れを活かしていく指導が必要ではないだろうか。つま

り予備的中間的研究の段階をもうけて,知識を押しつ

けるのでなく自発的に,観察比較する実践活動 (考え

る力を重視する学習)を させたらどうだろか。もち論

見通しをもつた組織立つた計画の上に立つ指導を考え

る必要はあろうが……

具体例の紹介のあと,次のような質疑 が あ った。

「生徒の発達段階における観察比較はどの程度まで指

導するか。」(神奈川県)に対して「観察から直観的に

わかる事例を一般化し法則性をみつけて発展させる。」

(村田)関連して,「切削工具,機械の技術要素の系

統について」 (木村)がのべられ,「理科との関連を

より深く保つことが技術科学習をより進める方法では

.*gb.r' /



実践的研究の成果と課題……叩……

ないか。」と追加された。さらに「学習した事を生徒の

頭に固定させるためには反復することが必要でもち論

各工程でするが整理するときは最後的に製作終了でよ

いのではないか。」「加工学習には工具,機械が必要で

あるが,どの程度機械力にたよるかについては安全教

育の立場からも考えてみることがあるが,技術の発展

の歴史にならって目的をはっきりさせた上で監とくの

もと共同的に扱った方がよい。1年では手工具,2年で

は機械ということは一応のめやすで常に発展的であっ

てよいのではないか。」(し かし危険をともなうことで

あるから機械と加工材料の関係,仕事量など計算の上

に立って知らせておくことが大切であるとも強調され

た。)製作段階における思考の評価方法は難しい。「評価

の難しいことは手薄となっているのではないか。」につ

いて「事前指導を実際に即して行ない,働 きや名称など

はペーパーで思考の評価は作業時その場で判定する。」

「その場で判定ということはいろいろ言葉をはさんで

やって反問してやって,その場の現象を観察すること

である。これは小人数の場合であって多人数の場合は

教育条件を越えているので不可能である。まず教育条

件をつくるよう運動しなければならない。多人数の場

合の評価方法として観察記録をさせておけば技能的思

考過程と認識の状態が同時に判定できる。」また「ペー

パーでする場合は基礎的技術学習を応用した問題をと

りあげるように考える。」「評価は働きと順序について

選択させる応用問題で,できていれば思考力はできて

いると判定する。」「考案設計→製図→製作という流れ

は生徒の発達段階に応じて,それぞれに適した方法を

とるのがよいのではないか。」「 1年の最初が問題とな

るのではないか。」「私の方は設計製図ノートを作って

指導している。製図をするには形をはっきりとつかむ

必要があるので,1年生では形のあらわし方として斜,

等角投影図を最初に行なっている。 2年では最初に見

取図(ス ケッチ)をかかせる。スケッチが困難と思われ

るものは部品,略画法によってかかせ製図に入る。そし

て最後に動きに関係するものを設計するという形をと

っている。一般に考案設計は形体による目的実現の段

階である。中学では材料を選定してやって,特性を知

らせる程度である。加工技術については非常にむずか

しいが,機能 0構造について学習すべきではなかろう

か。機能に新しい考案ができたら立派な考案がされる

であろう。製作学習を通して機能的な構造を思考させ

ることができればよいとされねばならない。製作途中

でも考案設計が行われてもよいと思 う。そうした意味

で製作後にもう一度設計させている。 (こ れは理想的

なものが設計されることになる。)ま た,動的なもの

を設計にとり入れると興味が倍加するものである。」・̈

昼食をはさんで機能・構造に関して実践のあとを写

真およびスライドにより紹介された。その紹介がもと

になり話題にのぼった主なものをあげると①時間がゆ

るせばできるだけ大きいものを製作させて理解をVi4め

た方がよいこと。②材料費を安価にし丈夫さと加工の

しやすさからどんな材料が適しているだろうか。③板

材,棒材という関連はどうか。④各地では何を扱って

いるか。⑤総合実習をどう扱っているかなどがある。

特に板材,棒材の見解は一致しなかった。ただ構造的

に,荷重の加わる場合,ど うあればよいかというとき

に見わけがつけばよいのではないかなど……と合致し

た。関連して助言者より技術的思考について見解がの

べられ,教師は技術教育でなければ身につけられない

思考力を考えてみる必要があるとして, 1)技術はあ

る条件において正しくても,ある条件では矛盾 を も

つ。 2)技術では物事を逆から考えることによって眼

が開けることがある。3)技術は時期が違 うと見直さ

れるc4)技術は社会的な生産の中におかれている。

……とのべられた。以上のような問題を生徒たちに考

えさせるのだということを教師が把握していなければ

ならぬことを指摘された。続いて,どの地方も研究が

遅れていると思われる3年の総合実習をどうとらえて

いるかについて話が進んだ。総合実習として指導要領

を受け入れているところは参加校のうち4校。その中

でも生徒に栽培を入れた3コ ースから選択させている

校 (福井県)も あった。全国的に扱われていない理由

(困難点)は , 1)設備が完全に整っていない。 2)

特別教育活動 (ク ラブ)と の時間配当上でうまくいか

ない。3)実習費が高くなる(500円 までを目標として

いる,積立をしているが何を目標とするかは未定であ

る。というところもある)力 あ`げられ,教師の指導力

が問題となり興味的に走っている特殊な場合の紹介も

あった。結局それらの障害をのり越えて実施するには

総合実習のあり方として,総復習的なものを考えてい

きたいが発展的なものにしたいという程度に発言は終

った。関連して指導要領の中の総合実習の意味はやや

理解できない面があるのではないか。という発言が助

言者よりあり諸外国の様子の紹介もあった。

〔第 3日 〕 基礎技術とプロジェクトについて,ま とめ

ることになった。近代技術から基礎技術とは……と考

えなければならないが,指導要領によれば教材と関連

して,狭い範囲で解せられている。材料を十分に生か

す上で要素作業と解すべきではなかろうか。 (三輪)
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今まで基本工作法だけを基礎的技術と考えがちであっ  術プロジェクトの関係は定っていないので仮説的な実

たが,材料の性質,設計のしかた。総合的な技術判断力  践経験による研究にまつはかない……と助言者は結ば

も含まれるのではないか(村田)。と意見がのべられ,  れた。

考案設計,試作の考え方は未経験のものをいかにさせ

るかということで適当な条件を与えるか,模型を使っ

最後に来年の分科会の方向として

物を完成する場合,作 っていく目的に従って,形を

ていくとか,いろいろあるが認識発達段階を追って失   表わすにはどうしたらよいか,形を見つめる能力,形を

敗も歓迎という意味で経験を通して理解させるように  作 り出す能力を養 うことについて生徒たちが作り出し

している (三輪・佐藤)。 中間的教材を考 え,方 向性   ている能力を実証的に見出していく方向としたい (佐

を与えてやり,考えさせる (村田)。 結論とは な らな  藤 )。 助言者より技術教育はどこの国も混舌Lヒノている。

いが,基礎的技術という語は,時代とともに変ってい  教育の主権は現場の教育の中にあるので研究のために

る。プロジェクトの中で現代に合った基礎技術と基礎   種々のサークルで大いに研究しなければならないと結

学力を身につけさせなければならないが,基礎的技と   ばれた。 (大会記録者 )

加 工 分 科 会 に 参 加 し て

一
これ か らの課 題 は な い

一

|        :1 

〔:,        ('I)             1           1
「なぜ加工としたのか」ということから始まったこ

とが,ま ずこの分科会の討議内容を示唆して有効であ

った。見まわすと参加者の半数以上が40才を越えた年

輩の先生方であった。これにはいろいろな現実の反映

があるだろう。それにしても,木工→金工の中で,設

計や製図とのかかわり合いを含めて,教材に系統性を

与え,学習過程を整理しよ_う という意図の下に行なわ

れた討議に最後まで参加された姿には一つの憾慨を持

たざるを得なかった。「指導要領どおりや ってい ま

す」と報告する先生。彼は指導要領どおりにさえ実践

できるはずのない教育条件・施設設備の中に あ って

も,そ う言わざるを得ない現実。指導要領どおりに一

度やってみなければ,脱皮できないということはない

し,ま た指導要領どおりと言って自分なりに実践を積

んで行けば,必ずさまざまな疑間に突き当らざるを得

なくなるわけであるが,度 し難いのは教科書のページ

を追って行くことが指導要領どおり,と いう発言の中

身である場合である。提案は現在の教材を批判的に分

析する形と,全く新しいと思われる形とでなされたわ

けであるが,子供たちに技術についての正しい認識を

得させるには何をしなければならないのか,と いうこ

とがこの分科会の話し合いの中から得られ たか ど う
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か。木工で軽荷重→重荷重へ,木工→金工の中で,材

料認識,切削についての系統性,あ るいは精度を高め

る目的的学習の中での工作図や工程観念。このような

かかわり合いのすべてが,こ の分科会で,子供たちの

認識の発達過程との関係から明きらかにされ得たとは

思われない。ともすれば,木工は木工で話し合われざ

るを得ないような雰囲気をぬぐい去ることが,できた

ならばそれでこの分科会の目的は達せられたはずであ

る。何のために本立をつくり,いすをつくるのか,生

活経験主義や職能教育主義でないことは確認された雰

囲気の下ではあったが,こ の「何のために」というこ

とが複合的なものだけに,こ のことは「子供たちにど

のような力をつけるのか」ということを,も う少し明

確に打ち出すべきであったが,時間切れということで

今後に期待を残したのはよかった。今後の問題を明ら

かにする意味から,も う少しこの間の経過を具体的に

述べておこう。

材料認識や正しい形 (部品)を形づくるプロセスー

ー分割,計測,切削工具と切肖」形式の学習一一の中で

養われる力。部品を構成する中で接合法と荷 重 の関

係を学び,物質を構造物として扱うための基礎能力を

身につけることが,次に動く構章物一機械一に移行し

て行くことを可能にするのだ,と いう視点をもっと鮮

明に出すべきであったのだ。岡崎大学付属中の実践が

これに応えられるものであったが,やや遠慮されたも
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のと思うし,ま た研究部提案の方も,そこまでの実践

が不足であることを感じる。これからの実践の中に,

もっと整理された形で,子供たちの認識の発達の1買次

性に対応した形で,加工学習が課せられなければ,よ
い報告もできないであろうし,ま たよい実践でありな

がら,ひ とにわかってもらえないことにな るで あ ろ

う。加工学習が木・金工を統一した
゛
ものだから,木・

金工併用の総合製作をやればよいのか,と いうことで

はないことは言 うまでもない。固体を構造物として利

用するために,物質そのもののもっている性質と,そ
の物質が加工 (変形)さ れる時に示す諸性質を法則的

に認識させられるよう典形的な教材を選ぶこと。いわ

ゆる工学的認識からの迫りかたを,子供の認識過程と

のかかわり合いで系統だてることが目的なのである。

(真理は一つ
`だ

と言 うことからこの系統だても一つの

形態しかあり得ないなどと考えるわけではない)こ の

ように考えてくると,年輩の先生方が少しでも新しい

ものにふれて行きたいという姿勢もさることながら,

中学に入って新しい教科として受け入れられる技術科

(当然男女共学)の中身が,子供たちに対して正しく

位置づけられねばならない重要性に気付かねばならな

い。加工学習は技術教育課程における基礎部分であっ

て,こ の分野を軽視して機械や電気だけを重′点的に指

導すること教育的に誤 りをは犯すことになる。なにも

加工学習に 100時間も必要だということではない。学

習内容としては機械・電気分野が教育課程の最終段階

であり,内容も複雑・高度であるから,当然この分野
のほうが多くの時数なくしては,子供たちに統一的な

認識の形成や,概念を把握させることはできない。要
は,静止している構造物→動荷重を受ける構造物,一
定の運動をくり返す構造物→エネルギの転換・固体・

液体 。気体 (物質の3態)と 熱ェネルギーさらに物質
の運動形態の一つとしてとらえられる電気現象 の教
材,と いう系列の中で,素朴に考えられ が ちな,切
る,けずる,あるいは構成するということをおろそか

にしないで,ちみつに教材化しなければならない,と
い うことである。こうした基盤の上に立ってこそェ作

法上の数式,精度,近似値の学習から,機械や電気へ

の定量的な接近が可能なのであり,技術的法則性の認

識――子供たちにとっては概念化―一が遂行される。

当然,こ の概念化も段階的である。中学 1年でも,小
学校でも,ハサミとナイフの刃のはたらきかたのちが
いは定性的に概念化され得るはずである。そうした上
ではじめて技術の歴史的な発展性ということについて

の問題も考えられることになる。それ抜きにしてォノ

が最初で,ナイフは更に後代であり,ハサ ミにいたっ

ては金属の利用ということも考えて,ま だ1000年に満

たない歴史しか持っていないなどということを教えた

ところで,子供たちに歴史と技術の発達との関係を理

解して行く道すじを与えることにはならない。技術科

の教育内容を正して行くことなくして,技術の社会性

や歴史性を学習させることはできないのである。この

ような話し合いは全く出されなかったのであるが,最
近技術史関係の出版物も日についてきたこともあり,

教師も一通りの歴史的認識は持つ必要があると思われ

るので,筆が走った次第である。技術史の教材化がこ

のように,ただちに,右から左に移される形で教材化

され得るものではないことは理解していだけるとすれ

ば,労働の観念を正しく導き出すということも,(言
葉の上だけでなく)そ う安易なものでないことがおわ

かりのことと思う。と言って手がつけられない問題か

ということになるが,私たちの指導力も一つ一つの蓄

積の上に発展するものであれば,技術教育の中身にか

かわるものに,さ まざまな方向から接近する努力を重

ねて行くなかで,現代の技術教育に対する全体的構想

もわかってくるようになるであろう。常に真実とは何

かを目指し,実践を工夫して行くことが,国民の要求

や課題にこたえる技術教育はいかにあるべきかを明ら

かにして行く道すじである。というありきたりの結論

を最後に,加工分科会参加の感想とする。

(佐藤禎一 )
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1・ 学ぶことの多い地道な実践

分科会の第一印象は,現場実践が年々実 質 的に な

り,討論も地についてきたことである。

言葉少なに語られる実践も,具体的であるだけに説

得力を持っていた。

日常の実践から生まれた,各種の疑問や矛盾とまと

もにとりくんだ先生方の実践に新鮮さと,力強さがあ

った。ある枠にあわせるためとしか受けとれないよう

な実践は,説得力もなく,部分的には学ぶべき事があ

っても,それ自体,構造的には矛盾にみちているよう

に思われた。今回の研究会で,全国各地の先生方が参

加されたが,高い実践を持ちよつた方々は,いずれも,

民間のサークルや,地区の技術・家庭科研究会を活液

に進めている人々で,集団的・継続的研究がいかに大

切かを雄弁にもの語っていた。

以上二つの点すなわち,

♂
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(1)現場実践の諸矛盾と正面からとりくむこと。

(2)地区研究会を継続的・精力的に行うこと。

をおたがいに確認しあって,一年間の実践を積み重ね

たいものである。

2.教科の理論の大切さ

話題はいかに具体的であっても,実践例がいかに多

様であっても,それぞれの実践が,どんな子どもを育

てようとしているか,教科の理論をどう考えておられ

るか,矢張りはっきりでてきているように思いました。

例えば,本立や傘立,ブックエンドを実習例にとっ

ても,そこで「なんのために」「なにを」「どのよう

に教えるか」がはっきりしないならば,新しい実践を

きりひらいていく力にはならないではないかというこ

とです。三河教育研究会の製図実習帳の中にもそのよ

うな努力のあとを見ることができるし,岡崎附属中の

木村先生の実践にも,教科のねらい,教科全体の学習

指導計画,その中での各学年のねらいや計画があり,

すぐれた実践が生まれてきたように思 い ます。たと

え,分科会で,木工をとりあつかって いて も,そ の

分科会が常に教科の全体構想や,教科の理論とつなが

っていかなければならないと思いました。このような

意味からも「基礎的技術とは何か」が問題になった事

も意義深いと考えます。今まで考えられた「この実習

例には,切る・けずる・ くぎを うつ……といった基礎

的技術が含まれているから」という要素作業と等置で

きるような考え方に対してはいくつかの反論が出され

た。「基礎」というときに,それは「何の」基礎なの

か。「技術の本質はなにか」について考えることの大

切さについて清原先生からの助言があった。我々は教

科の理論を具体的な実践を通して,確めるとともに,

内容の不明確な「近代技術」「基礎的技術J「認識」

「創造的思考」などということばにふりまわされない

ようにしたいものである。

3.加工分科会の性格を明らかにしよう。

さきに大会分科会提案 として,本誌 7, 8月 号に

「加工分科会」という耳なれないことばを持ちだした

意義について述べた。

もう一度その発想について考えてみると,

(1)従来の木材加工,金属加工という分け方では「製

作学習における生徒たちの認識の構造」を明らかにす

るために不適当である。

υ)技術学の系統から考えて,材料,材料力学的な内

容 (荷重,材料と構造の強さ,機械要素の強さ,機械

の構造),工具と機械のしくみ,お よびその用法 (例 え

ば切削のしくみ)な ど系統的に一貫した指導体系を作
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りだすことが可能であろうという見方から。

特に実習例の固定化(3)現場の実践の固定化を防ぐ。

にともなう考え方の固定化を防く。

(4)「加工学習」を軸として,材料,工具と機械,構

設計のしかた,作業の計画のたて方,生産造と機能 ,

労働……など多面的に検討し,教科の全体構想や教科

の理論を実践的に明らかにしようとした。

というふ うにまとめられよう。

しかしながら,分科会の討論を通して「加工学習」

くヽつかのイメージがあることが明らかになについてヽ

っ た c

プラス 金属加工学習И 木材加工学習

に)製作学習のこと。

u 木材加エプラス金属加エプラス繊維加エプラス

食品加工……

(I)1抽出工業(寡峯農暮漿警冥危fZ裸轟釜墓)
↓

1変換 工 業 (宅 曇 9'卜 含

属 棒 ― 一

皇 稚 撃 重 業 )肥料一 重

/    ＼

||]:言
ill

l建設業
|

↓

一 消費材 生産工場貰圧異|

「人類の工業活動を過去のように 1組の組みあわさ

身あ莉盛あために物質った手工業としてではなく,人犀

I流動造羞」 (バ ナー:し ていく1個の多重え世界を改進

を工業生産と.と らえル「戦争のない世界」p.75～ 76)

社会的生産の未来像へつながる一般普通教育としての

)た ように思われる。内容はないかという見方,があ
`

しかしながら,Иのように,木材と金属を材料とし

てプロジェクトを構成したから加工学習だという考え

方や,いたずらに各分野を算術的に加えたから,加工

学習といえると考えることは本質的にまちがいであろ

う。

加工学習をつきつめていくと技術科教育の本質にぶ

つかる。これに関しては,川瀬論文 (本誌 4,5号)岩

手の論文「技術教育研究の基本問題」 (本誌 8月 号)

(本誌7,加工分科会提案「加工学習における思考」

8月 号)夏期大会提案木村政夫氏「加工学習を中心に」

三輪和義氏「加工教材の検討と取扱いについて」など

についてご検討いただきたい。そして加工学習の本質

を実践的に明らかにしたいものである。

(村 田昭治)
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〔第一日目〕時間的関係上提案者の問題提起にとどま

る。

服部提案 (愛知 西批把島中)「原動機学習におい

て創造的思考力を伸ばすにはどのようにし た ら よ い

か」

技術・ 家庭科は現代社会に生活するすべての人間に

必要な近代技術に関する基礎的教養を進路いかんにか

かわらずすべての生徒に習得させることを主 目的にし

ている。すなわち,技術・家庭科の総括目標にかかげ

られているように「物を倉1造し生産する喜びを味わ う

と共に,考えながら作る活動」を通して近代技術を理

解し活用する能力を養い,生活に処する基本的な態度

を養 うことが技術教育のねらいであると思 う。要約す

れば「技能」の教育でなく,「技術」の教育でなけれ

ばならないこと,単に技術は盲目的な繰 り返しと経験

主義的学習によって養われるものでなく,その作業過

程において自然科学の知識理解を上台にし,生徒の思

考能力が十分に習得されるような技術指導でなければ

ならないと思 う。 このように生徒が一つの現象に対し

て問題解決への思考体制を習慣づけることは,やがて

入るであろう社会生活 ,職業生活への一般的,基礎的

な準備と生涯絶えることのない人間形成の過程に必要

と考えられるからである。つまり技術の教授をとおし

て人格を変容しす ぐれた実践能力,も のの見方,考え

方,行動のしかたを高めることを終局のねらいとして

いるのである。このような意味において,「原動機学

習」の場合,分解・ 整備学習に入る前に機械要素,原

動機の種類,内燃機関の構造と作用などの全般につい

てある程度時間をかけて講議するとい う座学が一般に

行なわれている。 しかし,知識学習と技能学習とを分

離 した指導では,生徒のもつ探究意欲や創造的思考力

の発展を阻害することになろう。このことは技術・ 家

庭科でのプロジェクトについてもいえ る。機 械 学 習

の場合,内容的に高度なものをもっているので,こ の

分野にそ うした指導形態がとられているのではなかろ

うか。こうした「原動機学習」のプロジェクトのなか

で,どのような指導形態を採用し,どのように生徒の

思考体制をとらえたら,生徒に洞察力や判断力を形成

させることができるであろうか。

横山提案 (東京 杉並井草中)「原動機学習をどの

ように展開させるか」<提案要項は本誌 8月 号32頁に

あるから参照されたい>
なお,こ の提案を補足したかたちで次のような説明

がなされた。 (提案の要旨も付記しておく)

① 知識先行型とか知識後行型とか,指導法を問題

にするとき,し ばしばいわれるが,ど の教材にもあて

はまる一般的な指導法というものはなく,む しろ,教

材に即してこのことは考えるべきだ。

② 構造,機能の理解のために必要部分の簡単な模

型を作らせたり,作っておく。

C 生徒の思考力をのばすために,原理的な面の指

導だけにとどめて,あとは生徒にまかせるという形が

とれるものもある。 (例 カム線図,指圧線図)

④ 原動機を歴史的にとらえていくことは,社会と

技術との関係を考えさせる土台のひとつになる。

⑤ 原動機学習のねらい。原動機を機械の一種とし

て,エ ネルギー転換機械の側面から主としてとらえさ

せる。これは 2年の機械学習の発展と深化を意図する

ものである。

牧島提案 (長野 高森南中)「原動機学習で何を教

えるか」

1 原動機 (石油発動機)の もつ教材の意義

原動機の学習を単に機械学習の発展としてみる見方

には疑間が残る。機械としてのメカニズム理解という

学習の系列の中に,エ ネルギーの転換とか電磁誘導現

象などの理解ということが入っているからである。

2 整備修理のねらいは何か

機械学習における整備修理は,機械がもつ機能を十

分発揮しているかどうかを見きわめる力を養 うために

指導さるべきである。そのためには,単なる部品の交
~

換方法,洗浄方法を教えるのではなく,締結,回転 ,

伝達,潤滑など機械の本質的な立場に立ってなされな

ければならない。

3 分解組立の学習のねらいはなにか

これも整備修理の学習と同じように,分解組立の作

業に主目的があるのではない。
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………m…実践的研究の成果と課題

4 技術科における安全教育の立場からの検討

操作運転を安全教育の一環として位置づける。それ

ゆえ,操作運転を実施して,その知識を教える。

〔第二日目〕討論をする前に参会者の共通理解を増す

ために,参会者の原動機学習の実態について調査した。

<原動機教材の種類>
。農業用発動機       15%
。スクーターエンジン    80%
。その他          5%

なお,乗物として利用しているところは20%,他 は

分解実習にのみ利用している。

<施設>

金工室,木工室の二室を所有しているところ 15%

討論はこの大会最初の分科会というためか,積極的

な討議はすくなく,提案者に対する質問や,原動機学

習以前の問題 (施設,設備の充実方法,生徒の班編成

のしかたなど)について論じられることが多かった。

(大 会記録者)

機 械 学 習 分 科 会 (B)

2人の提案者の提案説明を要約すると,つぎのよう

である。名古屋市の仮屋先生の提案は分解,組立を中

心とした学習で次表により,2年生の自転車学習と3

年生のガソリン機関の指導内容とその系列をあげ,そ

れにともなう実習面での施設,設 備 の充 実,安全保

持,消耗的物質の補充,限られた機械での一斉学習 ,

破損部品や紛失部品の補修,操作運転,引 火性物質の

保管管理,の諸問題が提案された。
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東京都の池上先生の提案を要約すると,こ れまでの

機械学習は,自転車や ミシンの分解,組立に,エ ネル

ギーを浪費させており,「考えさせる」学習が少なか

った。例として「モジュール」「軸つぎ手」「自転車

の左ペタル軸は左ねじ」等を暗記させるのみに終って

いる。こうした指導「原理」に根本的検討を加える必

要がある。技術教育 8月 号に記載の「機械要素の学習

指導計画」により,機械要素中心の学習方法が提案さ

れた。

又,会員からもいろいろの討議問題がだされ,それ

らをまとめた問題について討議された。

1 「機械学習において分解組立の重点をどこにお
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実践的研究の成果と課題…………

くべきか」。

機械学習において,分解,組立は大切なことで,生

徒に実際にさわらせ,考えさせる必要がある。又その

時間に教えたい機械要素をはっきり意識して行なうこ

とが大切で,た だ漠然と分解,組立をすると,その1贋

序 と仕方の理解のみに終 り,機械要素をみおとすこと

がある。分解組立の手段として,分解中心学習と,機

械要素中心学習の2つの議論がだされた。

全部,始めから終 りまで分解,組立をすると時間的

に無理があり,つめ込み式になりやすく,そ の機械の

分解,組立はできるが,他への応用力とならない場合

カミ多い。機械によっては特殊な機械的要素が多く,一

般的機械要素の理解が困難である場合が少くない。ま

た,分解,組立に特殊な工具が必要 で あ り,その名

‐称,使用法を理解させるのに煩雑であるので,機械要

素別の指導計画を立て,最も適切な教材により,一歩

突こんで考えさせることによって応用力ある実力をつ

けることができる。その反論や意見として,個々ばら

,ば らに機械要素を理解して,総合的な実力となるだろ

うか。機械全体の機能を考え,分解によって,各部品

の関係機構,要素を理解させ,その特殊の要素から一

般化して行くことが大切ではないか。生徒に分解,組

立の完成の喜びを与えることも必要ではないか。実際

の分解には,できるだけ沢1定器具を用いて,科学的,

1カ学的態度でのぞみ,「かん」「こつ」といった職人

的なじょうずな工具の使用法を教えるのは問題 で あ

る。又全部の分解,組立,必要論もだされた。この討

議の結論は得られなかったが,要するに,技術教育は

職人を作る職業教育や,現場の技術者を養成するもの

でもない。人間の基礎である技術的思考力を育成する

ものでなければならない。そのためにはいろいろの条

件の差によって,文部省の示す指導要領通りでなくて

も,子供に実力をつけることを考えて指導計画を立て

ることが必要である。今までの討議のまとめとして,

つぎのような分解,組立を中心とした指導計画案がだ

された。

機械学習指導計画 (2年 )配当時間 20

馨1単 元名 指 導 内 容

しての自
動力の変換

パイプラッグ→ろうづけ
ハンドル前フオーク→引き

自転車のてい結
上げ うす
クランクピン

ペ タル・ クランク,ブ レ″キ

カの計算

緩衝装置

フ リーホイル

車  輪

ま と め

|:

||

主軸受 スぢス牛
チェーン三段ギヤ (歯数と
回転数の関係)

軸受

断面積 応力

(正 しい分解の仕方)

(後 車輪は分解しない)

(ム シ,空気の入っている
理由)

(自 転車の分解は,ハ ンドル,前車輪,ペ タル等

にし,時間のかかる後車輪の分解はやめ,別にフ

リーホイルを用意して行なう。)

Ⅱ 機械学習と設計製図との関連と位置づけはどのよ

うにさるべきか。

機械製図は実物を沢l定 させながらかかせることが大

切で,そのことによって,ただ製図を模写する技術の

みに終らず,い ろいろの製図が読め,簡単な図面が製

図通則に従い画けることが必要である。また,見取図

から複写図まで製図を行程順にかかせることも必要で

あろう。製図の数材として,Vプ ロックは製図の基礎

的事項の理解に多く使われる。ボルト,ナ ットは特に

実物を見てかかせないと,機械学習との関連がなくな

り,不完全ねじ部,30度の傾斜をつける理由等の理解

がしにくい。両ロスパナーはボルト,ナ ットの略画法

と関連ができ,コ ンパスの使用法としてはよい教材で

あるが,実際に沢1定 してかけない欠点がある。歯車の

製図には回転断面がでており,想像線や切断線などが

使われている。自転車の部品 (チ ェーンびき,ク ラン

クピン,ク ランク,ペ タル軸等)特にクランクピンは左

右対称でなく第 1角法,第 3角法のよい教材である。

仕上記号など理解させるにはピストンのように表面の

処理差が大きいものが適当である。材質などでもまだ

まだ未解決の問題があるが,教材としては安価で数が

多くあり,左右対称でないような意図的な物により,

数少なくかかせ効果をあげることが大切であろう。

Ⅲ へき地および大規模学校における機械学習をいか

に進めるか。                 ‐

施設,設備の面でかなりの学校差がある。47学級 と

い うマンモス学校で実習室が,た だ 1つしかなく,そ

の実習室利用のクラス割 り当てが 1学期 2時間しかな

い。また,授業時間も時間割 り作成や,主要教科重点

主義のため 2時間続きができない。どうしても実習を

するには青空教室で,と いった学校。実習室が狭く,

７

８
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ペタルの形,強 さ 1
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工作台,戸棚等で身動きできない学校や,へき地で設

備面では充実しているが,生徒に技術的態度のない学

校。などの現状の説明から討議された。できるだけ黒

板中心授業に終ることなく,教師の模範実習や,代表

生徒による実習を他の生徒は記録見学させる方法もあ

る。機械要素別学習なら教室でも割合にやりやすい。

適切な教材を,自動車会社でさがしたり,教師自身で

創作するなどして,限 られた設備を有意義に使うこと

が大切である。

Ⅳ 高校入試問題について

高校全員入学による入試問題撤廃の意見もだされた

が,現状では入学者を選考しなければならないので,

やむおえないだろう。技術科は教科の特質からペーパ

ーテストだけでは不合理の面もありうるから,実技の

テスト (客観性がない)を併用してもよいのではない

か。現状では入試問題によって授業が左右されたり,

そのための特別なな授業を行う学校はないようす。問

“Imm……実践的研究の成果と課題

そ の 1 1

題の傾向としては,数学的なものが多い。県によって

は,実習をしていないとできない問題がだされる傾向

もあるようだ。また,県によっては技術科のテストが無

い所もあり,その配点はいろいろで

'主
要教科に比べ

て 3分 1の程度の配点の県等もかなりある。教科であ

る以上,ど の教科も同等であるべきで,配点の多少に

よって,重b軽視されることは問題である。選択教科

は,英語選択に主を置くようになりつつあり,英語選択

をしないと進学できないといった,必修教科化の傾向

にある。このことが技術科教師の定員減にもなりうる,

非常に大きな問題で関′いを持って考える必要がある。

最後に 8ミ リ映画「 リンク装置」の自作が映写され

聴視覚教育について討議された。授業の流れの中で適

切な映画,ス ライドを見せることは大変によいことで

あるが,現状では聴視覚教室も少く困難である。学習

能率をあげるために大いに研究する必要がある。

(大 会記録者)

めていくとき,本来どのような教材をどのようなねら

いで取 りあげるのが望ましいであろうかc(こ の点に

ついて分科会での討議は十分なものといえない)

機械をその機能で分類すると,原動機,作業機に大

別される。 2年生には,機械学習の基礎的部分を習得

させるということで,原動機,作業機の両者に共通す

る事項の指導を進めてきた。そこで, 2学年の学習で

得たものを,さ らに深め,そ の上,機械についての認

識をより確かなものにすることが, 3学年の機械i学習

のねらいとなるであろう。エネルギー転換機械という

側面を主として取 りあげて原動機の学習を進めていく

ことは,上述のねらいを満たすと思われるのだが,こ

の問題について今後の検討をお願いしたい。

2 機械学習全体を包含する指導計画をたてよう

現在の指導要領によると,統一的視点に立って機械

の指導をすることが不十分になるうらみがある。たと

えば,機械要素の学習は 2学年で,機構の方は 3学年

でと分離している。機構の学習が 2年生の認識の発達

段階では無理ということは,わたくしの経験によれば

なかったし,むしろ,機械要素と機構とを総合的につ

かませた方が学習効果があがるのである。以上は一例

にすぎないけれど,原動機の学習に機械学習としての

この夏の研究大会で初めて原動機学習の分科会が設

けられた。機械学習の第二部をなす原動機学習につい

て,従来から実践が進められていたにもかかわらず ,

いままで,こ の大会で取 りあげられなかったのは, 2

年生の機械学習と比較して,そ の理論と実践の貧しさ

を反映してであろうか。そうだとしたら,本大会で当

分科会が置かれたことは,それだけ,現実的に実践が

進んだことを意味しており,こ の教科のために喜ぶべ

きであろう。

当分科会に,わたくしは提案者として参加した。研

究討議の詳細は大会報告にゆずるとして,こ こでは,

今後に残された実践的課題について,会の感想をおり

まぜつつ述べていきたい。

1 原動機学習のねらいをはっきりさせよう

2年での機械学習は特定の機能をもった個々の機械

(主 として作業機)を対象にして,機械要素・機構・

機械材料などを抽出したり,再構成したりして,機械

に関する発展性のある思考や技術的能力を育成しよう

としている。これを継承して,3年生の機械学習を進

"

機械学習分科会 に参加 して

一 ― これ か ら の 課 題 は な に か
一



一本の筋をとおすためには,順序だった学習の系列を

作らなくてはならない。 (当分科会では,結果的に 2

学年の学習と切りはなして討議することになってしま

ったけれど,こ れは,参加者各人の2学年の機械学習

内容についての見解が,共通理解に到達するには相当

はなれていたためであろう。)

統一した総合的な指導計画をたてるさい,次のこと

は当然検討されなくてはならないだろう。

(1)数学や自然科学との関連。たとえば, リンク機

構の運動については幾何学的な解明を,エ ネルギー転

換については熱力学の面からの理解を必要とするわけ

である。設定した目的の達成のために,常 に生徒の認

識の度合について,他教科と連絡をとりあう必要があ

る。

(2)学習内容についてどの程度まで掘 りさげるべき

か。限られた配当時間内であれもこれもということは

許さるべきではない。技術学の系統性も,も ちろん大

切だが,国民教育の一環として, ミニマムエッセンシ

ャルズをおさえていきたいものである。

(3)技術史的な視点をどうするか。社会科でいくぶ

んかはふれられるはずであるけれど,原動機 (機械)

についての一般的理解を生徒に得させるとき,技術史

的なものを無視してはならない。これも,た んに,年

表ふうにではなく;産業や社会との関係において発展

してきたことを明らかにし,将来の技術的な進歩につ

いての展望にもふれていきたいものである。

これらの各項を実践的に検討することによって,当

分科会で問題になった,分解組立,整備修理,操作運

転の要不要および必要とすればどこまでを指導するの

かということについて,解決の方向にむか うで あろ

う。

3 女子にも機械学習を

こう書くと,すでに,女子の学習内容の中に機械学

習は含まれているではないか,と いう声があがるだろ

う。たしかに,「家庭機械」という狭い枠の中で「機

械」学習は存在している。次代をになうべき国民の一

般教養の教育という観り点からは,こ れで十分なのかど

うか。わたくしとしては,男女共学の機械学習に変え

ていきたいと思うが,現行指導要領の中で,こ れを実

行することには相当の困難がともなうのである。みん

なでこれの可能性を考え,指導要領が改められる方向

にもっていきたいものである。

(今後の実践的課題というテーマからいえば,す こ

しばかリアサッテの方を向いてしまった。この問題は

ここで取 りあげるまでもなく,本教科発足以来たえず

叩…‥m………… 実践的研究の成 果 と課題 …………

論議されていることであり,全体的に検討さるべきも

のであるが,ネ ジをはずすのをすら恐れるという女生

徒の存在している事実を知らされて,わたくしとして

は,正しい機械観を女生徒も自分のものとする方向に

教科の内容が改善されるよう望むゆえに,あえて付記

することにした。) (横 山忠太郎 )

1亜
はじめA班 と提案者交替をしようかどうしようかと

いう話があった。はっきりきまらないまま進行すると

昼休みにA班から一人の先生が来られて「なんだ,ま る

で同じことをやってるんじゃないか」ということで大

笑いになった。けっきょくB班だけで進行して行った。

分科会全体を通じて話がどうもかみ合わない,じれっ

たさのようなものを感じていた。一般的にいって,現

在おかれている条件が明らかにされ,こ の中で,こ のよ

うな計画で教育したら子どもがどう変ったか,と いう

のが民間教育団体の研究会では常識的な論理の立てか

たである。ところが文部教研の問題の立てかたはそう

ではない。「目標」があらかじめきめられていて,こ

のために技術的に,どのようにしたらよくな るか ど

んな涙ぐましい苦労をしたかということになる。これ

では議論が自熱するなどということはない。民間の研

究会では,お互いに顔は知っていなくても,教育のし

ごとを本当に愛しており,そ のために,少 々のことは

犠牲にしてもかまわないというような友人たち同志の

共通の意識とちがった主張が討議をまきおこす前提条

件である。しかし,こ の分科会はそのふんい気が出な

かった。控えめに,遠慮がちに出される意見の中には,

もっとはっきり,言いたいことは何でもズバズバ言っ

てくれれば,討議が発展するのにと思ったことがしば

しばで,出席者の多い割に低調だったのは残 念 だ っ

た。そして「何を教えたらよいか ?」 という一番大切

な内容での議論がぬけてしまったので,あ まりひとり

でしゃべると押しつけになるし,ど うしようかと,司

会席でしょっちゅうイライラしている状態だった。い

くつかの思いついた点をあげると

C 機械の学習は分解・組立をマスターさせること

に目的を置いてよいのか ?――私は一貫してこの疑問

を持ちつづけている。これに対して,「部品のバラバラ

な知識を教えても技術は身につかないのではないか」

という反論があった。それはたしかにそうである。だ

が,自転車を分解し,組立てることによって,どのよ

うな能力が身につくのか? これ以上のこの問題の討
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議に発展しなかった。「機械学習における分解組立の

重J点 」という表現も,しぶしぶ妥協したが,こ れから

は,「分解組立」に拘束されない論議がなされること

を望みたい。

② へき地における問題と,設備のない大規模学級

の学校における悩みが出された。47学級というような

マンモス学校では,実習室があるというだけでは,ど

うにもならない

`自
転車の分解などできないし,ど う

しても黒板中心の授業が多くなる。そんな場合も,そ

の条件の中で,子 どもにもっともよく理解されるよう

な方法を自主編成する必要がある。これは同様の意見

が多く出たし,独創的なのも多い。しかし見せるため

の実物を揃えるということの必要さは共通に理解され

た。

③ 混乱させないために「創造的思考」ということ

ばは私自身は使わずにきてしまった。それは,めいめ

い自分のイメージで論議して,こ ういう便利なことば

を使っていると,話はそこでストップしてしまうおそ

れがあった。

④ 2サ イクル・ エンジンのクランクケースのはず

しかた,自転車のクランクピンのぬきかた。ボルトナ

ットのしめつけぐあいとスパナの大きさ等の,試行錯

誤で自分で子どもに発見させることのできないような

もの,やはり自分でやらせて会得しないと技術教育に

ならないだろうという意見が出た。しかし,こ れでも

慣性の法則などとからめて説明する必要がある。むし

ろ,い ろんな原理を考えさせることと切りはなしては

ならないのである。

⑤ 須田郡幸田中学校の鈴木秋男先生自作 の映 画

「 リンク装置」が最終日に上映されたが,こ れなど,

第 1日 目にやられていたら,も っと議論も発展しただ

ろうと思う。もっとも高く評価してよいものであろう。

⑥ 教科書や高校入試問題によって現場の教育がか

なり影響されていることもはっきりした。教科書は,

すでに統一採択になっているところは,ほかの教科書

を見る機会も少なく,その教科書の通 りや って し ま

う。これが教育研究を停滞させる原因にもなる。

入試問題は数学などと同じ配点がないところがあり

岡山で
る1岐 阜で

品
,三重で

器
,愛知で

会(?)し

かなく 錬 京,静岡,鹿児島が
÷導ヽこれにも問題が

ある。÷器
にさせるべきであろう。少なくとも,技術

科教師の運動として出てこないかぎり,改められるわ

けはない。しかし「高校入試そのものが,一定の倍率

でおさえており,お とすことが目的になっていて,大

いに問題がある」という発言があったことは,すばら

しいと思った。本来なら,高校全入が出てきて,その

教育の中味はという順で進むべきものだが,な かなか

本質的なことが出てこなかった。 (池 上正道 )

昭和39年度文教予算概算要求決まる !

8月 31日 ,文部省は,来年度文教予算の概算要求

額を決定し,大蔵省に提出した。それによると,総

額 4,369億 5300万 円で,本年度予算の 38%増 となっ

ている。

この概算要求の重点項目は,O初等中等教育の振

興,○青少年の健全育成,○科学技術教育の振興 ,

○大学の整備充実と学術の振興,○教員養成制度の

改善,○私学振興,○芸術文化の振興,○国際文化

交流の推進,○オリンピックの開催の以上 9項目に

わたっていて,い ずれも重要なものではあるが,総

花的という観をまぬがれまい。もっともこれからの

査定でどのような姿に変わるか注目したいところで

ある。

以下,こ の概算要求項目のうちから,科学技術教

育の振興についてみると,つぎのようなうちわけに

なっている。 (単位百万円)

科学技術教育の振興

・ 理科教育設備費補助金

28,176

1,131

・理科教育センター設置費補助金

・産業教育負担金及び補助金

・国立学校理工系学科の新設等

・高等専門学校の創設

・ 公立大学等設備費補助金

・私立大学研究施設設備助成補助金

・私立大学等理科特別助成補助金

0科学研究の振興

・民間学術研究団体振興

・特殊法人日本学術振興会の設立運営

・南極地域観沢1再 開準備費

80

10,554

544

879

238

2,500

3,404

4,343

279

591

3,633

なお,産業教育関係のうちわけは,工業高校新増

設費補助(53億 1千800万 円)で もっとも大きく,高

校産業教育一般設備費補助(20億 7千280万 円,10カ

年計画の第 1年度分,補助率%),中学校技術・家庭

科設備費補助(5億 2千200万円,第 2次 5カ 年計画

の第 1年度分,補助率%,一校約75万円),自 営者養

成農業高校拡充整備費補助 (7億 6千800万 円),農

業教育近代化促進費補助(3億 2千300万 円)な どと

なっている。



1電 気 学 習 分 科 会

実践的研究の成果と課題…………

(A)

<第 1日 >

提案 名古屋菊井中 若泉氏

電気学習は中学校最終段階でありその上相当なウエ

ートがかかっており,理論的な面が多いのでどうして

よいか困る。そこで私の学校ではつぎのような学習系

列と時間数で実施している。

屋内配線 (8時間)→電熱器具 (5時間)→

照明器具 (5時間)→電動機 (2時間)→

ラジオ受信機(24時 間)→産業と電気の関係(1時間)

3球 ラジオの回路の働きが一番わかりにくいので部

品の働きを理解させる必要がある。それにはいきなり

理論から入らずに視覚にうったえる方法で理解させて

はどうだろうか。

部品の働きについてはラジオ学習以外の所で学習で

きる。たとえば抵抗器は電熱器の所で,コ ンデンサー

およびコイルは螢光灯の所で真空管の電子放射を螢光

灯の所で学習させる。その他部品の学習に利用する教

具を工夫しラジオ学習の助けにしたらと思う。

提案 ラジオ学習の反省 大阪 枚方第一中 西田氏

1.昨年度の大会でラジオ組立学習が理科の学習に

どのような影響をおよぼしたかということを報告 し

た。また技術教育誌1962年 11月 号で技術科と理科との

関連について見解を述べた。実践とのかかわ りなしに

電波や電子などの抽象化された知識を与えることは,

認識はもとより蓄積も十分でないということを物語っ

たものといえる。しかしただ一回のテストをもってい

いきることはできないので38年 3月 に再び同様の問題

でテストを実施して教た。

2.ラ ジオの学習では,産教連研究部の報告1962年

6月 号にも見られるように指導上いろいろ困難点があ

る。問題点を克服するための案が示されているので,

指導上大へん参考になった。 3球交流ラジオは11月 号

で述べたように 3回路に区分して指導した。

検波回路・増幅回路・電源回路の配線図をかきそれ

ぞれの部品の働きや電流の流れる方向を記入するとい

った問題を作成し実施した。ゲルマニウムラジオと違

い回路が複雑になるので理解しにくいようである。教

材や教具について更に工夫する必要がある。検波回路

の部品のはたらきをたずねた問題では正答率は 49.6

%,グ リット検波のしくみについては57.5%,増幅回

路のはたらきでは49.3%,電源回路では39.4%。

このあと質疑に入った。

秋田県 若泉先生に対し教材の配列を変えるときの

時間数はそれでよいか。内容をくわしく。西田先生に

対し結果にいたるまでの過程を話していただきたい。

若泉 名古屋市のカリキユラムによって実践してみ

た。照明では実習がなく2時間であるがラジオ学習の

前提としてここで実習をする必要があると考え,照明

を 5時間とした。

西田 電気学習の系列については技術教育にのせて

あるが,ラ ジオ学習に46時間,原動機に26時間かけて

いる。屋内配線は 2年生の3学期にやる方がよいと思

う。

以上のような質疑の後,ひきつづき以後の話し合い

をどのようにすすめたらよいかで意見が出された。

富山県 電気学習の中で学問的要素をどのくらい取

り入れたらよいか話し合ってくれ。若泉先生のいった

電熱や照明をラジオ学習の助けとしてやることには賛

成できないが。

若泉 同感であるが働きを説明しただけでは理解し

にくいので視覚にうったえて概念を知らせる必要があ

る。屋内配線の実習を行なっている学校はどのくらい

あるだろうか。

行なっている学校…………… 2校

部分的な実験………………… 4校

行なっていない………… … :̈・ 2校

実物を見せる程度に止める学校もあった。その他電

線の抵抗,許容電流,ブ レーカー等についても学習し

ている。

<第 2日 >
富山県の時間配当,東京 0岡氏の提案の順で話し合

いがすすめられた。
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富山県 高陵中 大坪氏

送電 (2時間)発 電 (2時間) 屋内配線 (2時

間)配 線器具 (2時間)電 熱器具 (2時間)

照明 (4時間)電動機 (5時間)ラ ジオ (25時 間)

提案 電気学習における生徒の認識と問題点

東京,文京,第一中 岡氏

1.基礎的事項が生徒たちにどのように理解されて

いるか。

2.回路計のしくみの理解にオームの法則がどのよ

うに適用されているか。 (技術教育7月 号参照)

3.分析結果の問題点

(1)オ ームの法則の理解のしかたについて,法則の内

容を把握するよりも関係式そのものを丸暗記する傾向

が強い。け)単なる実証や実験のみでは認識 され に く

い。(3)実証や実験がわかりにくい。に)理科学習との関

連。(励屋内配線・回路計・電熱器を第 2学年後期に指

導する。電気学習の題材そのものは今後とも研究しな

ければならないが,屋内配線から電熱器までの内容を

第 2学年後期で指導したらどうか。そのためには理科

学習の電気分野の進度とも関連するが遅くも後期には

学習展開が行なわれるであろう。理科の方で法則面を

指導し,技術科では生徒たちの身近かな具体的な電気

事象を学習させれば,効果的に行なわれるのではない

か。回路計のしくみや使い方も第 3学年になって学習

していたのでは電気学習の指導そのものがスムースに

行なわれないではないか。回路計は,実証するための

計器の一つであり,概念を確認するためにも必要な計

器の一つである。針のふれるしくなや交流電圧沢l定回

路の整流器をのぞけば「オームの法則」で学習を展開

してゆけるのではないか。第 3学年でけい光燈,電動

機,受信機学習などに重点をおいて指導できるわけで

ある。

(2)各題材ごとの関連性と発展性を吟味する。各題材

でおさえる概念と,その発展性をぬきにすると,各題

材が独立して,無用な重複が多くなり,「指導時数が

足りない」という声に終止符を打つことはできないで

あろう。

(3)生徒たちのわかりにくいところは,回路計の目盛

の読み,けい光灯のしくみ,電動機の回転原理,グ リッ

ド検波のしくみ,組立の方法 (技術教育7月 号参照)。

以上で提案と発表を終り,それらにもとづいて,具

体的研究討議に入った。まず司会者からテスターの扱

い方についてどのように指導したらよいだろうか,と

の話しかけがなされ,こ れにたいし,つ ぎのような意

見がでた。

24・

岐阜 これからの社会は定量的概念が必要であるか

た電気学習において徹底させる必要がある。

名古屋 一つの教材でテスターを学習させずに総て

の場所で学習させるとよい。技術科に理論的な面をど

のていどとり入れるかということについては。

富山 工作だけで終始する場合,現象だけを取 りあ

げる場合,実験で現象を抽象化する場合とあるが扱い

方の態度,理科との関連について。

岐阜 現象面をとりあげる程度でそれ以上中学で扱

う必要はないと思う。これは技術科全体の問題である

などの考えがのべられた。

またラジオ学習に利用している教材,人数,方法等

各県の現状についても討議がなされ,その結果,家庭

にある中古品を利用している県,セ ットを利用する県,

見せる程度に終る所といろいろあった。作ることによ

り原理を理解させる必要がある。したがって完成の喜

びを味う上からも製作は必要であるという意見もあっ

た。しかしどうしてもハンダづけに終始してしまうの

でどうしたらラジオ学習の目白争に到達できるか。理論

面の学習で同調回路の理解が困難である等の意見が多

かった。

<第 3日 >

各校の総合実習の現況について発表しあった。

名古屋 高-4球ラジオと機械設計をやっている。

東京 総合実習としてはやってないが,全体の学習

の中に含めてやっているという感じである。

その他,3学期は入試の準備等でやってない学校が

多かった。

このあと司会者から今までの大きな問題点としてつ

ぎのようなことがあげられたЭ

A班 実践を通じて行なう教科であるが,基礎的な

理論をどこまでつかませるか。

B班 (1)各教材を通じて大切なものはどれか。(2)電

気現象はわかりにくいので視覚に訴える中間教材を考

えたい。(3)どの程度まで教えるかということで理科と

の関連が問題になったが,理科では不十分なので,技

術科で 2年生から扱う必要がある。

中間教材と電気学習の各地のようす,同調回路指導

の方法については。

愛知県 論理的思考をさせるために中間教材は必要

なのではないでしょうか。

同調回路の指導法については,(1)コ イルとコンデン

サーの交流に対する働きを知らせることが大切 で あ

る。(2)回路図から暗記させるようにしている。要する

に中学生には教えこめないといったような考えがのベ
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られた。その他,つ ぎのようなことものべられた。

愛知県 指導要領の改訂があるように聞いているが

現場の意見をよく聞いて改訂するべきである。地方の

者には中央の動きがわからないので,中央の人でこの

ような意見を伝えてほしい。

愛知県 3日 間に電気学習のアウトラインはつかめ

たが,今後の課題として電気学習の教材をどうおさえ

るか研究したいと思 う。 (大 会記録者)

電 気 学 習 分 科 会 (B)

岡崎市の美川中学校河合憲一氏は「記号配線図を利

用して,実際の回路配線を理解し得る能力を習得させ

るための,特に考慮された装置」,「回路構成・機能を

理解させるための装置」, の 2′点につき特に必要性を

感じ,そ こでパネル型ラジオにより理論的学習と製作

学習とを有機的,立体的に関連されたものを工夫した。

理論と回路実習とを結びつける教育,回路機能,組立

配線は製作実習を通さないと理解しえないし,反面時

間も十分にかかる。そのため,パ ネル型のラジオによ

り学習し,前記の目的を完遂し電流系路が理解できる

ように研究した。

東京都堀切中学校の向山玉雄氏「電気学習の指導計

画」は,電気学習は理論的系列が多く,その原理原則

を実物や模型によって理解させること。中間教材 (教

材間の欠けている面を結ぶもの,ある一つのことを説

明するために子供の認識を高める補助的な教材)を製

作して,電気教材の中だちをされることなど基礎的な

実験実習をすることにより,よ り高い理解が得られる

よう工夫した。

以上 2名の提案から第 1日 の討論が出発したが,電

気学習には流れが必要であり,系統系列の問題,教材配

列の問題,子供の認識過程の問題,技術科と理科との

関係などの問題点があげられた。どの面をつかめば電

気というものが理解できるかのポイント,現在の教材

の中で重要点となっているという,電気学習でおさえ

るべき重要点はどこか,の系統系列の問題が大きな柱

となって討論された。

その中からに)現在の五つの教材 (屋内配線,螢光灯,

電気器具,電動機,ラ ジオ受信機)を吟味し,重要′点

を明確にすることになり,← 1教材間の深い関係,レ 理ヽ

科との関連をさがすことになった。

系統的でないと生徒の認識が高まらず,バ ラバラに

なってしまう。屋内配線を学習するときにも,モ ータ

―を学習するときにも,電気一般の知識が必要 で あ

り,電気学習には系統性が必要である。一般に見えな

い電気を,テ スターでとらえその後,熱・光・ 力・電

波(電熱器 0螢光灯,モ ーター,ラ ジオ)の 1贋に入って

いるようだが,教材配列・系統性については電気学習

の重要点をみつけてからすることになった。まず最初

に技術科の使命は,「原理原則を生徒達に教えるとこ

ろにあるのか。」「実習製作をさせることにあるのか。」

の論議がなされた。電気自身は,人間の眼に見えない

ので理論的にとられることが大切であり,作 くるだけ

では,原理原則の理論学習はできない。アイロンーつ

にしても技術的な手段であり,技術の応用から誕生し

たものである。理論を知っての応用である。作くるこ

とよりも,原理原則を知 り,使 う能力,態 度が大切で

ある。しかし反面原理原則という理論だけでは理論を

完全に身につけさせることが不可能である。製作,実

習,体験を通じての間に身体的理論把握を させ る こ

と。そこには製作,労 lg」 の喜こびが生まれ,実際に理

論がどのようになっているか知ることができる。実習

実験は理論をいかに身につけたかをしり,理論の応用

の発見や工夫に必要であるし,生徒の電気に対する興

味や態度が,基礎的な実験によってますます積極的に

なる。

技術科の場合,原理原則の教育と実験実習の教育と

を切 り離すことはできない。知識だけでは従来の主知

主義教育になる。後者の如く経験的な指導法は新しい

意味の経験的な知識として把握され,実験的な経験か

ら,ま た実践して理論を把握し,新しい応用へと進歩

することができる。

以上のようにわれわれには,理論面と技術面の二つ

の指導が必要であることがわかった。

第二日,教材配列の問題で,ど こまで生徒に教えた

らよいか。各々の単元を分析しその系統性はどのよう
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であるかから始められた。

1 屋内配線について

のに,多極管になると指導がむずかしい等々。ラジオ

学習指導については,ま だまだ研究する必要が多くあ

るようだ。

5 総合実習について

都心では進学競争がはげしく, 3年 3学期はほとん

ど進学のためのアチープタイムになっているようだ。

そのため総合実習については地方の方が有効に使われ

ている傾向であった。総合実習は,グループ学習・集

団学習としてもよく,教師,地域などの違いもあるの

で弾力性のある教育課程が必要であり,つめこみ主義

のものでなく子供の自主性,能力,興味のあるものが

ほしい。しかし一般に電気の場合の総合実習は,ラ ジ

オ学習としてかたずけられて (し まって)ヽ るヽ。

以上,各教材についての討論があったが,電気学習

として共通に言えるのは,

イ.電気についての設備や備品が少ないこと,理科と

いっしょにされたり,木材・金属加工学習・機械学習

に比べて不十分であるため設備基準の変更が大切。

口.中間教材となるものができていなくて,教師に多

大の負担をかけている。

ハ.入試・実カテストなど電気について男女の間に大

きな能力差ができている。

第2日 ,午後にはつぎの3氏から発表があった。名

古屋菊井中学校若泉芳雄氏「ラジオ回路構成を中心と

した一考察」電気理論は難解であって理論と実践が遊

離すると単なる組み立てに終 りやすい。そこでラジオ

以前に各々の部品の働らきを明らかにして,回路要素

を (た とえばコイル誘∋ アクタンス実験によリコイ

ルの働らきを)把握させ理論的に究明してから実践に

入る。

東京都文京第一中学校岡喜三氏「電気学習における

生徒の認識と問題′点」オームの法則がいかに理解され

ているか。各教材ごとの関連や発展はどのようか。

大阪市枚方第一中学校西田泰和氏「ラジオ学習 の反

省」三球ラジオやゲルマニウムラジオについて調査し

た資料にもとづいての考察,な どの発表から討論がな

された。

電気学習を 2年生から取りあげ, 2年のうちに屋内

配線と電熱器を指導してしまっているところもある。

木工・金工を圧縮し電気学習に十分なる時間(80時 間)

をかけている。電流電圧の沢1定から回路計の使い方を

指導しラジオ学習と結合させ てゆ く。しかしラジオ

は,複雑なので視覚・聴覚・触覚にうったえて,整流,

増幅,検波の順で指導する。完成的な段階で卒業する

この単元が生徒にとって一番身近なもので は あ る

が,一般に重要視されず,考え方,取 りあげ方に大き

な個人差があった。屋内配線という言葉じたいが教育

用語でなく,導入で使われたり,整理の段階で使われ

たり,あるいは単元として必要べからざるものとして

取 り扱われたり,その考え方には狭義 0広義など種々

な意味があった。

2 螢光灯について

螢光灯の原理は簡単だが,実習することにより他の

方法を見つけたり工夫したりするのに大切であるし,

螢光灯を作ることよりも最近では,螢光灯を使っての

沢I定実験に重点が移っていくようであ る。螢光 灯 に

ついても実験実習をしておかないと,故障した場合の

処置(修理ではない),事前の処置や取扱ができない。

またバイメタルの原理を知っていても実際には,相当

な応用や変化がなされ能率的にバイメタルが巻いてあ

ったりする。電気学習には関係のない,ゴムプッシン

グが使われたりして,螢光灯の実習が必要となってい

る。学習の系統性からいって,こ こにコンデンサーが

使用されているので,し′っかり理解させておけば,ラ

ジオ受信機学習が容易になる。

3 電動機について

ラジオとの関係が少ないので,ラ ジオ学習の前でも

後でも取 りあげることはよいが,単相誘導電動機は多

種類あって大変指導しにくい。電磁石や磁力線を,自

作のコイルや生徒に模型を作くらせて,実物や模型に

よる原理の説明が多い。空間的,時間的な磁力線の理

解は,単なる言葉では不十分である。しかし原理的な

模型から実際のものに入るには,相当の<落差>が感

じられ,思考的教育が,困難な教材であリー番欠陥が

多い。また軸受など機構的な部分の説明がないのも一

つの欠点といえよう。

4 ラジオ受信機

ラジオについては,全員が大変な苦労をしているよ

うだった。理論学習と回路実習との結び付け方が困難

であるし,ほ とんどが中間教材のようなものを自作し

ている。ラジオは,回路研究でありながら製作に時間

がとられるが,鳴 ったりするので興味が大きく,やや

もすると作る方に力が入って,作る前の,回路理論や

電流理論,あるいは作ってからの方に力が入らないこ

とがある。

真空管にしても現象として,と らえさせ真空管自身

が,技術的産物なので,その特性をとらえさすべきな

ん



者とそうでないものができるが個人差があり論理的な

経験や肉体経験として会得するものなどいろいろ生ま

れる。技術教育と人間形成との問題にまで発展してい

った。プログラム学習や集団学習が,か らんでおとっ

ているものは教えられ,す ぐれているものは教えると

いう集団学習が技術学習である。

第3日 には「電気学習をさまたげているものはなに

か」の問題から話し合いがはじまったが,やはり(1)入

学試験や上司の無理解,(2)生徒の経験度数が少ない,

{3)理科との兼ねあいがむずかしい,14)設備・教室の不

足,(5)地域による感度の違い,(6)ハ ンダ実習やハンダ

レス,(7)部品・器具の盗難などがあげられた。

……………"実践 的 研 究 の成 果 と課 題 ……………

「今後技術科の問題点となるところは」については

今後実践をとおしての教育で,基礎的な理論はどこま

で把握させたらよいか。理論と技術実習のかねあいは

どのようにしたらよいか。理科との関係はどうしたら

よいか。中間教材としての自作研究の必要性。ラジオ

の同調部分の指導,な どいろいろ提案されたが,最終

的な結論はでなかった。文部省の指導要領改正は現場

の困難点・問題をよく聞いてやってはしいという,会

員の考えが,よ くわかった。各地方により条件は異な

るが,その特色を生かして,今年 1年間お互いに研究

工夫し,来年度その成果をもちよることを念願して 3

日間の討論が終った。 (上 野理男)

ことを再認識させられた。電気学習ではいったい何を

ねらうのか,も う一度私たちは真剣に考えてみなくて

はならないわけであるが,つねにこうした条件下にお

ける教材や指導方法を念頭においてなされるべきであ

った。

屋内配線→電熱器具→照明器具→電動機→ラジオ受

信機→産業と電気との関係というような教材配列で教

材特有のねらいとそれを達成するために実践を通じて

屋内配線から電動機までの経験を統合してラジオ受信

機の回路の構成とはたらきを理解し,製作するのに必

要な基礎的技術を習得させる提案(名古屋)も 大変結構

だと思って聞いていました。ただ各教材特有のねらい

をもう少し詳細に聞かせていただきたかったと残念に

思っています。そしてそれが
′ラジオ学習とどう結合さ

れてゆくのかも。もしかりにラジオ学習に結実させ得

る各教材というねらいがあるとするならば,必ずしも

教材は一定(た とえば電熱器具で電気アイロン,照 明器

具でけい光灯)でなくともよいというようにも考えら

れる。他の教材に変え得ることも可能ではなかろうか。

たとえば変圧器もその一連の教材となり得る(富山)。

つぎに学習内容の深化の問題について少しく考えて

みよう。討議の大部分の中心でもあったかに聞きとれ

るのであるが一応われわれの実践を待つより方法はな

いのではなかろうか。それは,あ くまでわれわれは生

徒対象であるということを忘れずに研究せねばならな

そ の 1

まずさまざまな問題をかかえている現場では,ど こ

から整理してよいのやら大変な事にちがいなかろう。

施設・設備・教材・教具・教員数・生徒数……等,ま

ったく手のほどこしようもない。理想から遠い苦しい

条件だらけである。そのどろんこの中で真摯な努力と

実践を通してもがいている先生方に接 し,嬉 しヽヽや

ら,頭の下がるやらで拝聴したわけである。しかし後

日この感じが薄らいでゆく気持ははたしてどうしたこ

とだろうか。発言した方がたをのぞく多くの方。必ずし

も共通理解の基盤に立ってその方針が討議されたとは

言えない節もあったのではなかろうか,電気学習はそ

の本来の特殊性から,技術や知識にかなりの落差・位

相のある原因も加わっているのかも知れないが。実習

もやらない電動機を 2時間で学習する授業や電気工事

法の屋内配線がでてくるかと思うと,生徒の指導法に

ついて,その定着率から出発した工夫 (大阪)な ど非

常に地味な研究と取 りくんでいる方もある。そしてそ

の方法過程で中間教材の工夫をされた努力も大いに見

のがせない事例であった。又各題材毎の関連性と発展

性を吟味した指導事例 (東京)な ど非常に有意義であ

ったといわねばならない。まさに教材の整理や指導法

における生徒の思考過程は,大切なことにちがいない

会 に 参 加 して

課 題 は な
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いからである。それはあらゆる心理学(教育心理学的)

的手法を十分にとり入れなければならない ゆ えんで

ある。どこまで,どのように,どの教材で,と いうこ

とがしばしば用いられるけれども,ど こまでという線

はあってなきが如くであると私は考えたい。従来の産

業構造分析からの必要度からのみ選択した教材であり

内容ならばいざしらず,現在の視点では,工場即技術

科ではないことは論外である。したがって,多 くの討

論の中で相当高度な内容と思われるものがちょくちょ

くとび出したこと,それはわれわれの研究途上の内容

深化の上であるならば大変結構な事であるがそれが技

術科の教育内容に直結しないように望みたいと思う。

たとえば絶縁抵抗器(メ ガ)な ど単なる高度な計器を使

用することがよいとは思われないことは大方の人が賛

成であろう。あるいはオッシログラフなども同じで波

動の説明の補助として使用されるなら納得できるわけ

であるが教育内容として取りあつかわれる重要な位置

としては使用できない。なぜならかなり高度な内容を

もつ器機の説明に従って生徒が使用できるかどうか,

疑間であるし,メ ガは普通高校の理科からも教育内容

から除外されている。要は今後生徒の思考過程の研究

と,教材のもつ意味とを考慮して,技術科として,ど の

ような内容構成をしなければならないものか,理科学

習とにらみ合わせ(学習進度のみではない)て ,いわゆ

るミニマムなものを選定してゆくべきであろう。おお

かたの計器の指針がゆがんでいることにも気ずかず ,

高度な内容を豊かにすることは考えるべきではなかろ

うか。そしてものを作 りながら考える学習(その中の工

学的内容をいかにすべきか)に長い間研究に研究を積

みかさねることが私たちの努めるべきことだと思う。

(水越庸夫)

そ の 2

1 分科会の特徴

今年の分科会の第 1の特徴は,話し合ったほとんど

のことがらについて共通理解ができたということであ

る。このことは全国各地で同じような実践をしている

人々が集まって話し合いが行なわれたということもあ

るし,討論をしてゆく中でそのほとんどについて意見

が一致することが多かったということである。したが

って分科会そのものの討論はかなり充実した中味のあ

るものができたのではないかと私は考えている。

第 2の特徴は,分科会参加者の多くは文部省が出し

ている指導要領や教科書を,そのまま授業の中で実施

2∂

している先生はほとんど無かったということである。

これは子供に教える内容そのものもかなり自主的な組

み替えが行なわれているし,電気学習全体の時間数に

おいても内容から出発した必要時間数 (50～ 80時間)

を確保しているという実践例がかなり出ていることで

あった。

第 3に電気という目にみえない,抽象的思考にうっ

たえることの多い教材を,な んとか子供たちにわかり

やすく認識させようと自作教材を工夫して実践してい

る人が全国各地 (大阪,東京,岡崎,岐阜,広島など)

にいたということである。

2 分科会で話し合われた主な内容

この分科会で話し合われたことは「まとめ」にくわ

しく書かれているが,主な項目を上げると次のような

ことであったc                  ‐

(1)今 まで一般的に行なわれてきた教材の教育的価

値 (屋内配線,螢光灯,電動機,ラ ジオなど)

(2)電気教材では何をどのように配列するかという

系統性の問題

(3)電気学習における子供の認識の問題

(4)新 しい教材としての中間教材,自 作教具の問題

(1)については各教材について電気器具の分解や修理

というようなことが中心ではほんとうの子供の学力に

はならず,も っと電気的,技術的なすじみちを探求す

る必要があるのではないかという共通理解であった。

(2)の 問題については各学校によって,独自の系統性

が考えられていたが,電気学習を 2年生から始めるこ

とを研究する必要があるという意見が出たことは特に

重要であった。

(3)については今大会でも最も研究がおくれている状

況がみられたが,私たちが良いと思って実践した方法

がほんとうに子供たちに理解されているかどうかは子

供の側から十分に考えないとはんとうに学力として身

についているかどうか疑間であるということである6

この点は各教材について今後の研究をまたねばならな

い。

第 4の電気学習をすすめるための新しい教材として

は,屋内配線を回路学習として位置づけるため の模

型,誘導電動機の原理を説明するための自作教材,交

流現象と回路要素の働きを理解するための教材,ラ ジ

オ学習がはんだづけに時間をとられることを補なうた

めのハンダレスによる教材等,先生方の毎日の実践の

中でなやんだことがらを基本にして作った教材はどれ

も貴重なものであった。

3 電気学習の実践はどこまできているか

ギ
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毎年このような全国的な大会になると,同 じ内容に

ついて同じ意見のくりかえしが多いものであるが,今

年はかなり進んだ実践や,層の厚さが日に見えて感じ

られたことはこの分野において,現場実践がかなり行

なわれていると解釈してもよいものと思われる。

特に教科書にでている教材群 (屋内配線,電熱器 ,

螢光灯,電動機,ラ ジオ)についてはかなりの実践が

進み,屋内配線で電気工事の種類を教えたり,配線器

具の名前を暗記させたり,螢光灯の所でスタンドを製

作させたりという実践はほとんどみられず,屋内配線

では回路の学習を中心とし,螢光灯でも部品の働きや

沢1定実習を中心に行なっているなどはその成果のあら

われである。

その結果として,現在のような器具中心の学習では

その器具を如何に正しく位置づけても問題は解決され

ず,新しい教材の発見を含めて電気教材全体の組み換

えをする必要があることが指摘されたことも一つの進

歩である。

ラジオ学習についても,はんだづけに時間をとられ

て初期の目的を達成できないという全体の雰囲気であ

り,その結果として「ハンダレス」による実践が各地

で行なわれつつあるようであるが,ハ ンダレスが正し

く位置づけられればこれも一つの前進とみてさしつか

えないのではないかと思われる。

この他具体的にはたくさんあるが,設計製図―木工

金エー機械―電気という順序で実践が進められ電気は

いつもあとまわしにされ,お くれていたものが,最近

になって,かなり全国的に実践が行なわれてきている

ことは喜ばしいことであった。

4 今後に残された実践的課題

いくつかの気のついた具体的な課題をあげてみると

つぎのようになる。

(1)今 まで行なわれてきた電気教材についての取 り

扱い方を整理し,正 しい方向での実践が進められる必

要がある。これが教科書を正しく書き換え,指導要領

をかえてゆく力になるG

(2)今 までの教材の欠点をおぎない子供の認識を高

めるための新しい教材を発見し,実践し,それを全国

の仲間で交換し合う必要がある。

(3)(lX2)を ふまえた上で電気教材の新しい編成がえ

が必要となる。これは各種の組み合わせ,取 り扱いが

でてくると思うが,現段階では数多くの独創的な教育

計画が実践され公開されることが重要である。

(a 新しい教材の発見や古い教材の正しい位置 づ

け,学習指導の創造はとかく教師の一人よがりになり

がちであるが,こ れは常に子供たちの認識に合わせ生

き生きとした授業展開のうらづけの中で評価する必要

がある。

(5)実験学習が盛んに行なわれているが,どのよう

な実験が技術の学力を高めるために必要か具体的に明

らかにする必要がある。

ラジオ学習における「ハンダレス」についてもただ

はんだづけの時間がなくなったというだけでなく,そ

の教育的意味を明確にしてゆく必要がある。

(6)以上の電気学習の実践は,こ の分野だけの独立

した研究ではなく,中学校の技術科教育の全体構造の

中で常に考える必要がある。そこで始めて電気学習の

必要時間数や,どの学年で教えるかということが問題

になり得るのではないかと思 う。

(7)技術教育の研究は教材研究が中心になりがちで

あるが,あらゆる実践の中でどのような能力をみにつ

けた子供を育てるかということを明らかにしてゆく必

要がある。このことは授業展開をなまの形でいきいき

と再現できるような実践がのぞまれているということ

でもあるc (向 山玉雄)
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栽 培 学 習 分 科 会

提案 1 栽培学習をどう考えるか

愛知県丹羽郡扶桑中学校 斎藤正美

1 栽培学習の位置

技術家庭科発足以来研究会や講習会が多く開かれて

いるがその内容は工業一色の感がしている。何か忘れ

られて存在しているのが栽培学習ではなかろうか。

2 趣味の国芸でよいか

指導要領によれば栽培学習は20時間とし,実際の管

理運営は教科外活動としているが,科外活動を前提と

した学習計画は変則で技術科教師の負担を多くしてい

る。これは結果として他の領域をおろそかにして栽培

するか,栽培の手をぬくかどうかになる。そこで栽培

は少数熱心な教師と生徒の趣味の「園芸」となってい

るのが現状だが,こ れで栽培学習の目的が達せられる

だろうか。

3 栽培学習の実状と問題点

イ.栽培学習の授業形態と時間数

質問紙法で愛知県下50校 ,岐阜・三重・静岡県等計60

校に調査を依頼し48校から回答があった。それから判

断するにその半数が教科書を読んで通る一斉授業形式

に流れている状態で,こ の学習の位置づけがはっきり

していない。それは時間数20時間では中途はんばで何

もまとまってできないという理由も多い。又実際は実

習を行なう場合,小さな花壇に多数の生徒が集っても

時間の空費や安全教育の面から考えても一斉授業の形

:態が多くなるもの無理のないように思われる。

口.理科学習の発展性

小学校理科学習の栽培を発展系統化するためには中

学校で男子だけに栽培を課するのは変則的ではなかろ

うか。

ハ。栽培学習と他の領域との関連性

栽培学習と他の製作,電気,機械の学習の連関性と

か,系統性が何か,異質的な存在で結びつきは考えら

れない。栽培学習は継続して学習すべきものであるか

ら週一時間を年間通してはどうだろうか。

<討議の概略>
三浦 栽培の基礎技術はこれでよいか,大変疑間で

3θ

ある。日本人の食糧である米麦や野菜の栽培の仕方は

一般教養としてぜひ必要 で あ る。地域社会 (社会学

級,婦入学級など)で栽培の基礎は中学生で指導して

はしいとの要望が強い。また都市でも樹木や鉢植え,

花壇の取扱いすら知らないでは困るであろう。現在青

年で農業に就いている者がほとんどいなく,皆町へ出

てしまう。これからの農業はどうなるのか。中学生に

栽培を指導するのに20時間だけでどうして指導するの

か。実習をしたらとてもできない。理論だけで栽培は

できない。週一時間, 年間 35時間は最低 必要 で あ

り, 2年, 3年でも学習すべきである。

後藤 ① 植物生理は理科で学習しているが食糧生

産の栽培技術とどうつながるか限界があり,こ こに栽

培の位置があるのではないか。

② 工業ブームで中学生が多く工員になるがこれも

いつまで続くか疑間である。

③ 従前からの農家は発展せず一度離村して,帰農

した者が成功している例が多い。これは今までの農家

は古いからに閉じこもってしまったのに対し,一度離

村した者は客観的に農業を見,農村はフロンテア的に

経営して成功している。農家の在り方は一考を要する。

④ 生産には工業的生産と農業生産とあるが,こ の

農業生産の基礎はいつ,ど こで学ぶのか。

⑤ 現在の農業は農産物の価額の不安定,農業政策

のまずさから,農業への関′いがなくなり離農するのが

大きな原因であろう。しかし産業の中心的存在である

農業を中学生にどのように一般教養として,基礎を指

導すべきかをとりあげねばならない。

武内 3 栽培学習は小学校で朝顔と水栽培c中学

では理科で理論だけ学ぶ,栽培は理論だけではできな

いc実習して始めてできる総合的なものである。

② 栽培は非常にむずかしい。へたしたら植物はす

ぐ死んでしまう。 1回失敗したら最低 1年 またねばな

らないし実習期間が長く,土壌や環境によって結果も

違う。手入れや取り扱いは時期と要領がある。

C 家庭学習で栽培をせよとは無理である。生徒は

朝学校へ来,帰るのは夕方で栽培する時間がない。
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提案 2 都市における栽培学習について

名古屋市立振甫中学校 山口泰夫

1 栽培学習の現状

① 実習の場を得ることが困難であり得られたとし

ても生育中の草花が受ける被害も考えねばならない。

その上年間を通してわずか20時間で管理運営をするこ

とになり必然的に半分以上クラブ活動や教師の仕事に

なってしまう。

② 団地生活者が多く,ま たこの方面の子弟には就

職は皆無で求人もない。したがって生徒に関心がない。

2 今後どうしたらよいか

以上の理由から栽培学習の実践的活動は無理で花壇

経営 (技能)を学級活動へ移し,教師は側面から指導

し教科では知識理解にとどめたらどんなものだ ろ う

か。そしてこの時間をもっと加工,機械,電気等の学

習へまわしたらどうか。

<討議の概略>
三浦 栽培学習は技術だけでなく生活に明るい, う

るおいを得ることも大きな目的であり,重要なことで

ある。これをのぞいて生産活動を考えるのはどうかと

思 う。道徳的生物愛好等,生物を養い生産するうちに

精神的な面を養成する人間形成の面も無視できないc

一般教養として絶対に栽培の基礎を学習させるべきで

ある。

相沢 職業としてでなく家庭で花作りをするくらい

の技術は,必要で,その前に学校で取り扱うべきこと

があるのではないか。

大口 農村,都市の区別なく行なわれる栽培学習で

なければならないしまた方法によっては教室内でも栽

培学習はできる。それは水栽培,屋上箱栽培,鉢物栽

培等考えられると思う。発芽実験,つぎ木,さ し木等も

できよう。しかし栽培学習で一般教養として何を目的

として何を学習させ,栽培の基礎能力をどこまで身に

つけさせるべきかがわからないc

斎藤 栽培学習をなくしたらどうなるかを考えると

理科学習だけでは学習できないことがたくさんあるc

これをどうするか。また作物は生きているからこれを

栽培することによって人間形成に与える影響も無視で

きないのではないか。

三浦 栽培はC体を通して技能を習得さ・き楽しませ

る。②球培の知識を理解して今後の発展の基礎を養

う。③植物栽培を通して精神的人間形成をする,こ の

三つが目的ではないか。

後藤 栽培学習の根本は植物生理ではないのか,ソ

連では理科の植物生理から食糧生産まで一環して指導

している。こうでなければならないと思う。しかし植

物生理だけでは科学的実習のすべてではない。

司会 栽培には技術面と人間形成の面とがあり,技

術面は植物生理とか栽培技術であり,人間形成の面に

は科学的に実践する判断力と生物愛好的な,な ごやか

な精神力養成だと思われる。では技術面の植物生理に

は何があるか。

斎藤 栽培では播種・培養・管理 0収穫まで継続的

総合的に一環した長期観察実験である。

武内 栽培を科学的に実践し,化学的に扱うのが好

ましい。中学生で化学の分野が少ないのでこれを補う

栽培学習をしたらよい。

向山 技術科に栽培が必要な理由を検討 してみ た

ら,技術には工業技術と農業技術とがあり本質的なち

がいを考察してみたが,物を作ることにはちがいがな

いが,内容が異なるので比較にならない。そこで実践

を考察してみるとC職業科時代の栽培学習は地域と密

接に結びついていた。②後になって段々と実験栽培学

習が行なわれるようになった。C農業教育は勤労意欲

を育てることであった。これらを現代の栽培学習と比

較するとCヤま現在の栽培学習は地域社会に結 びつか

ない。Cは絶対的なものではない。ただ特に重きをお

かれただけである。②は理科の学習と同じである。し

たがって栽培学習の必要性がなくなった。しかし性質

の違った面を学習するには栽培の必要性がある。また

農業は国の基礎産業であり総合的技術であ る こ とか

ら,その基礎である栽培を技術・ 家庭科の学習からの

ぞくことはできないであろう。

まとめ

栽培学習は現状のままでよいのか大変疑間である。

栽培学習がふるわないのは学習時間が指導要領に最低

時間ときめられている。ほとんどの学校が この最 低

で学習しているため中途はんばで完全な学習を困難に

しているし,学習内容が現実と離れているためであろ

う。栽培学習は都市,農村,男 女の区別なく一般教養

として全員に学習させるべき性質内容のものである。

工業ブームで農業を見むきもしないこの考えが栽培

を軽視し,栽培すなわち農業あるいは環境美化と混同

じ技術科教師を圧迫している。

栽培学習には大きな意義がある。栽培学習には技術

的な面と人間形成の面とがあるが,こ のねらいを達成

するためには,最低35時間～105時 間必要である。 し

かも,それは実験実習による学習をとおしておこなわ

(与語仁造 )
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女 子 の 技 術 学 習 分 科 会

女 子 の 全 体 会

〔提案〕

1・ 機械的分野における基礎的技術とは何か

半田市半田中学校 鈴木敬子

A.家庭機械の利用を日常生活の中にとり入れるに

は機械を援業の中にどのようにとり入れたらよい

か 。

B.女子生徒は機械に対するコンプレックスを持っ

ているc

C.20時間をいかに利用したらよいか。

女性は本来機械操作にむかないのでしょうか。私は

決してそうでないと思う。教育と習慣によって機械を

親しみやすいものとし高度な技術をも身につけること

ができると信じる。しかし今日の実情は入試にしばら

れ,も りたくさんの内容を観念的形式に詰め込み,教

師も生徒も学習の真の目標を見失っているように思わ

れる。これでは女性の機械に対する劣等感を取り除く

ことも,科学性を高めることもできないと思う。こう

した点から提案する。

2.家庭機械(電 気)における指導はどうしたらよいか

名古屋市菊井中学校 加藤郁

技術・家庭科の学習は,原理より方法へ,方法より

経験への道を進み,学習=実践 (応用,創造的思考)

とならなければならないと考える。この目標チ1達のた

めには,その基礎となる知識が必要であり,こ の基礎

的な知識と技能面とが遊離しないように,理科との関

連,教材教具との面でとらえてみた。前者は理科と技

術・家庭科のカリキュラムを時期的に考慮して編成し

た。その結果理科学習は具体化されて,生活に活用さ

れやすいという良点と,技能指導の場合の知識面の再

現にいたずらに時間をかけることなく,計画時間内に

"

行なうことができた。後者は,実物標本模型,要を得

た図表など,考える教材教具の使用により文章説明の

場合より適確に理解されたと思われた。こうした基礎

的な知識と技能力が一体となって,生活に活用される

ものと思う。

3,電気学習を指導して

府中第一中学校 小林美代子

電気学習を指導して,いろいろ反省した。

C指導項目と重′点0基礎事項

屋内配線…電気回路・オームの法則・抵抗・直列並

列・電力量の計算・電源と負荷 e電位差

電熱器の取りあつかい…回路計の使用・電熱器の回

路・ ジェール熱

回路計のしくみと使用法…計器の接続・抵抗のつな

ぎ方・電流と磁界・ フレミング左手の法則

照明器具のしくみと故障…けい光燈の組立て・交流

・光・放電

C生徒が理解しにくかったことから考えて今後の研究

を必要とする点

0 電気学習では回路の理解が基礎となると思うが

その教材として屋内配線を取 りあげたが,実際に

全体を見ることができず,規模の小さいひと目で

見られるもので回路学習をした方がよいと思う。

2 考えさせるという点から見て,電気学習は他の

分野 (特に調理 0被服)に くらべて非常に系統立

っているが,生徒に考えさせることと,その考え

る材料をどこまであたえるかの研究をし,ま たわ

かりやすい数字を示して,簡単な計算によって理

解を深める指導が必要であると思う。

③ 理科で基礎的なことを理論的に指導したことが
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実際に身についていないことが多い。たとえば,

計器のつなぎ方で,電流計は直列と言葉では答え

ても実際となるとわからない生徒が多い。法則を

単に暗記しているにすぎないのではないか。

◎男女差について,学習意欲・テストの結果(100点満

点で15.5点の差)な どでは男女差がみられたが,こ

の結果からすがいに女子が劣るとは言えな い と思

う。指導法に問題があるのではないだろうか。具体

的な実際に即した学習方法を研究し,適切な教具を

使って段階を追って,生徒の考えを深めていく必要

があると思う。

4.技術教育的立場からみた家庭科教育

千葉県市川第一中学校 諸岡市郎

文部省では本教科において男女,違いのある教育が

叫ばれている。女子の教育内容は近代教育にそぐわな

いところが多い。被服内容をみても洋服,和服を縫う

ということに時間をかけすぎて生徒に思考させるとい

うことには役立ってない。家庭機械をみてもミシンが

20時間あるが,こ れが特別機械として扱われ被 服製

作面と切 りはなされている。男子は木工,金工共に物

を製作しながら機械についての学習をしていく。この

面,女子は機械が理解しにくい。女子でも簡単な機械

から複雑な機械に移っていくと理解が早い。

又被服教育は被服生産のうつりかわりを考えて行な

うべきである。家庭で糸をつくる。はたを織る時代は

すぎて,現在では服まで機械で多量生産できる。生産

技術教育としての被服教育を考えなければいけない。

研究大会資料 p.36案に対し研究がほしい。

5.技術・ 家庭科のねらいは何か

岩手県常盤中学校 千田カツ

学習が大切である。     ′

2 他教科の連関した「総合学力」として一一特に理

科学習の結果が十分活用され,そ して合理性に立つ

批判力,観察力が日常実践の中で培われなければな

らない。

したがって教材やその方法の吟味については常に,

なぜ,いかにして,何を,と いう視点から出発すべき

であると思う。プリントおよび私見について話題を提

供する。

6.家庭科教育のねらいと実践例

東京都和光学園 伊藤富美代

家庭科は物を作る教科である。手あるいは身体の労

働によって,子供のよりよい成長,発達に役立てる教

科である。だから常に,何をつくるか,何をつくらせ

るか,何のためにつくるかが大きな問題である。人間

として世の中に生まれている以上健全で幸福な生活を

おくりたいと願 うのは当然である。その幸福な生活を

おくるためには被服生活,住生活,食生活をより健全

にして健康を守らねばならぬ。「自分の健康は守られ

ているか。」 これを見きわめる目を子供に養 う,ど う

したらこれができるか。

調理実習,被服製作共に実習する目的,要点をつか

んで,自 然科学的なせまり方,本質を見きわめる。そ

してその中で現在社会の矛盾を発見させる。そしてこ

れをどう解決したらよいかを子供たち自身に考えさせ

ていくことが大切である。かく家庭科の本質を考える

と家庭科は生産技術として取り扱 うべきだと思う。

7.教育計画について

(東京)武野野市立三中 植村千枝

1.可能な範囲の男女共学の教育計画の発表

7     9     10    11    12     1

製 図 (25) 木材加工 (20) 金属加工 (20)1布 加工 (10)

栽  培  (20)

調  理  (30)

気  (30)
(女子のみ)

総 合

この教科が移行期とし

て出発してから,4年目

を迎えたが,現在まだ多

くの問題がある。その中

で上記問題についてもっ

と探究し,教材,方法の

吟味にあたってみたいと

思う。

多々混迷の中で次の 2

点から考えると

1  1

(注)1年 は全部男女共学

3年は 1学期共学

調 ①
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1 基礎技術をどう押えるか。一一創造力を養 うとは

一体どういうことか。膚」造力,それは新しく作 り出

す力,進歩発展する科学の示す原理とそこから導き

出される技術,さ らに又原理や技術を生かすために

具体的にはどのうにすればよいかを思考する仕事や

2年は 1時間共学 2時 間別学

2学期以降を別学                  ~

各分野のねらいについても発表する。

2.共学の理由と実践結果    :
金属加工を例にとり, 2年の家庭工作の目標に「金

属製の修理材料によるかんたんな修理を行 う」となっ

ているが,ほ とんどとり上げられないままになってい

る現状分析を行い,

/

榛

食品加工  (10)



……mm… 実践的研究の成果と課題

① 日常生活に限っても金属加工品が大部分であるか

ら,正しい使用操作ができるため金属をけずったり

曲げたり接合する学習が必要であること。

② 木材加工では手工具でよいが,金属加工になると

機械加工の必然性がでてくる。

③ 材料,加工法の比較検討ができる。

以上の理由から薄板金加工を 1年で木工の後にとり

あげた。実践の結果,次のようなことがわかった。

① 男女差は全くみられなかった。

② 木材加工だけに止めず,金属加工をと りあげ る

と,木材加工で学習したことが,比較しながら再び

問題にされるので理解度が深まった。

③ 金属材料を ミシンのときに知識として教えるより

も,実感としてとらえられている。

その他, リベット接合の箇所があるため, 1ギスや

パスを用いて精密な沢l定の必要性が理解されたり,折

り曲げたり,はんだづけの加工から,木材と異なる金属

の特徴が容易につかめた。カリキュラム編成について

何が子供の学力として必要かを考えた場合,女子に

も技術教育としての視′点が必要である。現行内容では

併列的で,発展的な教材配列になっていない。 1つの

教材がどのような筋みちで定着し発展していくかを考

え組みかえてみる必要がある。それには同教科担当者

と共通理解を得られるよう共同研究を行なうことが,

まず必要なことであり,地域サークルヘの呼びかけも

おこなわなくてはならない。

号

女 子 の 技 術 学 習 分 科 会
‐………………………………………………………………………………………………………‐1                  lC

IF

(A)|

1 研究事項 (( )内は提案者)

A 原型と型紙について (愛知県 森部陽子)

B 2年教材で,ゆかたとパジャマをどう取 り扱う

か。 (石川県 林よし)

C 調理実習において実習費・教材費など,どのよ

うな状態か。また材料購入についてどんな方法が

とられているか。 (愛知県 渡辺千代子)

D 技術・ 家庭科は他教科にくらべ,内容が広範囲

にわたっている。一学級の生徒教も多く,週 3時

間の指導では浅く広くという現状だと思う。不足

した設備でいつそう効果をあげるには内容方法を

どのようにしたらよいか。 (愛知県 服部民)

E 塗装法,しみぬき法など教科書にでている薬品

などは市販されているものに比べると時代遅れの

ものがある。教科書に従 うべきか,新しいものに

よるべきか。 (石川県 森下知慧子)

F 男女共学について次の 2点 (名古屋 野原鈴子)

イ 共通分野の学習について男女共学が望ましい

か 。

口 この会場でどれだけの学校が共学を行なって

い25か。

G 被服その他における進度差の取 り扱 いに つ い

て,学校の設備,受け入れ態勢も考慮して

(三重県 太郎館みえ)

2 話合い (ABCは上記研究事項のABCに同じ)

A 縫 ゎせることに時間をとるよりも原理指導に時

間をつかった方がよい。型紙よりは原型 (大ざっ

ばなもの)か ら指導,すなわち型紙のできた由来

から」理解させている。

原型という言葉に意味があると思う。もとの型

をとって上半身を包むもの,下半身を包むもの,

そしてズボンと3つの型の共通面をまとめて教え

る。そうすれば被服にかける時間は少なくてもよ

い。文部省は被服に時間をかけすぎている。

B 名古屋市では休養着として,ゆかた,パジャマ

を取 り扱い,地域性にそって取材している。パジ

ャマを取り扱っても2年の被服領域に 5時間の和

服理論が扱われている。関連している入試問題も

県下の状勢をよく判断して出題するということを

耳にしたので心配ない。

C ①一人分を決め生徒に購入させ,実習後ノート

を提出させて処理している。

・一回分50～60円 としグループごとに生徒に購

入させている。但し調味料は一括学校 で購 入す

る。

D ①ぁればその管理や,活用に苦労する。なけれ

ば指導ができなくて困る。どちらにしても系列を

よく考え,内容をよく吟味して,絶対数は決って

いるからそれに合うようにすればよい。したがっ

て家庭学習も考えられるようになる。

②週 3時間で効果のあがる指導方法を研究する

必要がある。
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実践的研究の成果と課題……uШ…

E 今までは染物をするという方法指導から実習が

生まれていたが,これをはり下げ,染めるという

ことはどうすることか,何によって染 め られ る

か,を考えさせる。こういう指導がしてあれば新

しい染料がでても困らない。塗料にしても同じ条

件である。

F ①愛知付中は特別な学校ではあるが 1時 間共

学, 2時間別学である。共学の結果として製図に

おける初期の段階では女子の方がよい。理解度で

も男女の差はない。けい光灯においても,けい光

灯はなぜこのように組立てるという原理を教えれ

ばよいと思 う。男女の違いはあっても理論に差は

ない。教えたことについては女子の方がまじめだ

:が発展性では男子がよい。女子の方が劣るという

ことは社会環境に影響することがない。

②理科内容と技術家庭科内容と比べてある程度ま

で共学でよいと思う。しかし指導書の中でねらっ

ている主旨は違 うと,思 う。同一教材にしても男子

には男子の,女子には女子のねらいがあリー考の

余地がある。

C昨 日からの関連もあるが男子でも女子でも基礎

的なものを教えなければ身につかない。基礎的な

ものは男女共学でよい。木工での木取 りも女子に

させてよい。木材は何か,加工は何が,ど ういう

機械がいるかなど現場でないと理解しにくい。個

人差は男女それぞれある。男女共学でよい。指導

要領の時間はあくまで基準であり,不必要なとこ

ろはカットし,職場で適宜認めあえばよいと思う。

女 子 の 技 術 学 習 分 科 会 (B)

」 研究事項

・技術・家庭科の問題一本質的なこと。

‐技術・家庭科の中での家庭科の位置。

・ この教科のねらい

・ 男女共通について

。指導法

・時間配当―内容の配置―単元のとりあげ方。

・指導技術型紙・教科・教具など。

2 質疑応答

・ ミシンのロットの部分は時間的にむりであり生徒

自身も理解しにくいのでこれをはぶくようにした

が,ロ ットの指導はどうしたらよいか。

“被服学習指導上 ミシンを取り扱わなければならな

いが,実際に ミシンを分解して,指導しなくては

ならないか。

“ミシンは女子の生活において切っても,切れない

のだからミシンによっての機械指導をすることが

必要で,ロ ット機構の指導は素通りでなく,そ こ

を通ることはできると思う。よい教具にあたらな

いというところに,なやみがあると思う。位置づ

けという意味もあるがよい教具を使えばやれる教

材だと思うがどうだろうか。

‐男女共通問題でその内容は 1年で設計製図・木材

加工,2年は機械学習, 3年は電気学習をしてい

る。利点は①ホームルームの形体でしているので

授業がやりよい。②内容的な面で男子は活発な点

もあって女子は刺激される。③男子ばかりだと,

やかましく授業がうるさくなる。私は指導要領に

ある男女同じものだけを一緒にやり, これ か ら

先,も う少し考えてできるだけ男女一緒にやって

ゆこうと思っている。

・型紙について 1年ではスカートを使って構造と結

びつけ,ウ ェイトに合わせる方法・ ダーツ・ タッ

クの点について自分で発見し,どの位置にとらせ

るのがよいかという過程をふませ 2年は,ま たの

作 り方,腰の伸縮とゆるみ,ま た上・ また下・ ま

たの位置を発見させ型紙をつくる。 3年間通して

方式にこだわらず 3年は上衣の型紙がどういう大

きさから発展するか。分割して型紙をとることが

容易であることをわからせた。

・型紙を利用し自分にあった補正をし,デザインの

入れ方を教え原型からするのは専門家にまかせた

方がよヽヽと思う。                 _
・生徒に即した指導をする必要がある。

・基礎技術のおさえ方は,た とえば物さしを使 う技

術はいろいろな場合に応用発展し,採寸の仕方も

同様 ミシン縫いも基礎技術としておさえた。「技

能は経験によって上手になっていく能力」という

目的でおさえた。



・・・・・………実践的研究の成果と課題………

1.家庭機械学習にとどめていてよいか

2.電気の指導法をどうしたらよいか

3.教材教具の工夫をどのようにしているか

4.家庭科教育の現状とこれをすすめるについての

問題点は何か

以上 4つを重点的に話し合うことになった。

1について

。ミシンの分解などよりも,た とえば油のさし方を教

えた方が家庭生活上役立つことが多い。もっと家庭

生活に適応できるような教材を教えたい。

。そういデ狭い考え方に反対である。近代人の意識と

してもメカニズムを教えることで,思考を練ってい

くことができる。特に女子は機械に興味をもたない

場合が多いから教育の中で変えていかなければなら

ない。家庭機械でなく,機械そのものを教えよう。

。ミシンだけで機械を教えることができると考えては

いけない。たとえば ミシンで油のさし方を教 え る

と,摩擦部分の滑 りをよくする。油膜を作って摩耗

を防ぐという点は理解させられるが,冷 lllさ せる目

的に油が使われていることをわからせることはでき

ない。男子と同じように高速度回転の作業機械を使

う金属加工学習をとおして実感としてわか らせ た

い。そうしないと軸受の油槽もオイルリングも単な

る機械要素の知識の羅列として終ってしまうのだ。

2について

。教科書どおり屋内配線から入ったが生徒がついてこ

ないので,教師が生徒の前で配線してみせたら興味

をもった。教具を作る場合も生徒の前で作ると興味

をもってよい。

。屋内配線は生徒にとってとりつきにくいから,日 で

はっきりとらえさせる電熱器具の導通テストから入

り,テ スターの使い方を理解させ回路学習に発展さ

せる。交流については計器を製作させてはどうだろ

う。

3について

。ミシン教材は,縫合用ミシンと,分解用ミシンを分

けるべきだ。廃品回収や,古 くなった ミシンを分解

用にまわすとよいc

運動観察用には,ア ームからロットを全部とり出

し,木製の支えの台に,も う一度はずみ車から上下

軸とロットをつなげてのせたものの考察発表や,四

節リンクの部分を棒で作る方法,B会社製の分解用

セットの紹介もあった。

。電気教材は,検電棒,簡易テスター,グ ローランプ,

安全器などの考案教具が岐阜から発表された。

O被服教材は,型紙の基本的な展開図が東京から示さ

芳羹積li警瑾抒這iなふ言象λ雰≦を基襲曹意「T
型紙を基本型とすることЭ

4について

O指導要領に示された教材をこなすのにやっとである

ことが各地から訴えられた。

。地域のグループ研究でかなりの成果をあげている実

例も示された。特に静岡県焼津市を中心にしたサー

クルでは,被服教材の検討がすすめられ,和服教材

はかなり前からとり上げていない。岐阜サークルで

は, 3年間中部電カサービスセンターをかりて,電

気の研究会を続け,す ぐれた実践例を発表した。

。男女差をなくすために教材の再編成を行うことは,

一応理論的に正しいと思っても,ア チーブとのかか

わ りもあり,女子向き内容をどうするかでまだまだ

話し合いが足りなかった。

特に問題となったことは,被服製作でなく被服学

習として服装史的な背景が欲しい和服教材をとり上

げるのがいけないのではなく家庭学習にまで持ちこ

むほどの負担をかけて何を思考させたか明らかでな

い指導に問題がある。たとえば既成の型紙を使用さ

せることなどで,パ ジャマでも同じことが言えよう。

記録の順序にしたがって感想をのべさせていただき

ます。

◎機械学習について

女子の技術学習分科会に参加 して

|     
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実践的研究の成果と課題…………

機械学習でいつも問題になることは, ミシンの学習

をするのか,機械学習としてミシンを取 りあげるのか

ということですが,機械学習としての立場で取 り組ん

でいる所が多いようです。しかし指導の過程で,縫 う

仕組みの学習に時間をかけすぎてしまうと, ミシンだ

けにとどまり,機械一般への発展性が弱くなってしま

う心配があります。

学習の能率をあげるためには,よ い教具をそろえる

ことが大切だろうと話し合われ,名古屋の酒井とみ子

さんから, ミシンの部品をバラバラにしたものを指導

者の手元に用意しておき,生徒は実際のミシンを観察

し,指導者が必要な部品を組み合せて動かしてみせて

機構を考えさせているとの報告がありました。どこで

も教具の製作に工夫苦′いされているようです。

又,技術検定をとり入れて指導したところ,生徒一

人一人が意欲的に学習したという報告も半田中学の鈴

木敬子さんからありました。すべての生徒に徹底した

指導をしたいとの熱意に敬服しましたが,技術検定に

ついては,よ ほど慎重に研究をする必要があると感じ

ました。

◎男女共学について

男女一緒に学習している所(全時間でなく一部)は 2

校だけのさびしさでした。「生徒の現在および将来の

生活が男女によって異なる点のあることを考慮して」

の理由で,好むと好まざるとにかかわらず男女別の目

標を立て,男女別に学習することが,生徒の将来にと

って,本当に幸福なのか,も う一度考えてみる必要が

あるのではないでしょうか。社会の進歩・産業の発達

のめざましい現在に,義務教育において,男子は生産

面に,女子は家庭面にときめつけてしまってよいので

しょうか。

また,実習をともなう教科であるだけに,ホ ームル

ームの形態で協力して,仕事を進めていくことにも大

きな意味があるのはないでしょうか。

この問題については,あまり話し合いが深められま

せんでしたが,会の終了後にもっともっと話し合いた

かったとの声もあり,多 くの方々が,疑間を持ちなが

らも,日 々の教材研究に追われている実情ではないで

しょうか。

◎被服学習について (型紙・基礎技術を中心として)

岩手の千田カツさんは次の2つのねらいのもとに ,

実践を進められています。

① 縫う技術より着る技術の指導であるとともに,

性能指導であること。

② 生徒の発達過程に即し,創造的知性を養 うこと

を重点とすること。

報告が特に型紙指導にしぼられましたが,被服構成

の原理を理解させる目標のもとに, 1年スカート02

年スラックス 03年 ブラウスを教材として,生徒の活

動によって,原型を造 り,製作するわけです。 3年で

は既製服 (商品)と 主婦労働にまでおよんでいます。

(千田さんの考え方は技術教育7月 号にくわしくのベ

られている。)

被服指導は長くつづけているだけに惰性におちいる

おそれも多いわけです。いつも本質から見直して,基

礎技術は何なのかの研究・実践を深め,教材も単なる

重複は思い切って,切 り捨て,並べかえるなりして,

考える教科としての系統づけを早くしなければと思い

ました。 1年のブラウス・スカートと3年のワンピー

スはくりかえしが多いのではないでしょうか。作 りあ

げることに追われない学習をと考え,私の所では, 1

年スカート・ 2年パジャマ 03年 ブラウス (外 出着の

意味も含めて)取 り上げています。

◎最後に

司会の方から名古屋市の研究状況についてくわしく

報告がありました。名古屋では先生方をあつめて講習

し,その場で教具を作り,各校に持ち帰って指導に使

うとのこと,す ぐ授業に役立つ点ではよい講習のよう

にうかがいましたが,生徒にぶつかってでてきた問題

を持ちよる研究会こそ必要なのではないで。しょうか。

記録にある通り研究事項として,提案者 3人から本

質的問題と具体的な指導法の問題とを提案 し ま した

が,話し合いが本質的問題まで進まず,質疑応答を主

とした形で,指導法について進められました。

質問する側 0答える人と固定せず,参加者全員が同

じ立場で,自 分の実践や問題点を遠慮なくだして,研

究しあい,深めあい,はげましあい,今後の課題は持

ち帰って,一年間の実践を重ね,ま た来年お互の進歩を

確めあう分科会を期待していただけに,それぞれ立派

な実践を持って集まられた多くの方々と十分にお話し

合いできなかったことが残念でした。 (小林美代子)

討議の柱を工的内容に限らず,家庭科とのかかわり

の中で問題にしたことは,現行指導要領の矛盾点に触

れることになり,よ かったと思います。

最初の討議では家庭生活に役立つ教材に重点をおい

た実践例が出され,賛成者もかなりありましたが,電

化製品によって合理化されたはずの時間は何に利用さ
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…………実践的研究の成果と課題

れているのだろう? という疑間が投げかけられたこ

ろから,本質への道がひらけていったようです。余暇

がバカンスに変ったように,商業政策におどらされて

いないか。本当に必要な機械を吟味して購入できる力

さえも現行内容ではおぼつかないということになり,

教材のたしかめに変っていきました。

昨年度は全く触れられなかった電気分野に論議が集

中した.こ とは,何といっても画期的な進歩だったと思

います。移行 3年 目だからあたりまえなどと簡単に言

えないものを感じたのは私だけだったでしょうか。全

く無知だった工的分野を,と もかくこの 3年間で,製

図,木工,機械・電気と教えてきた家庭科教師の努力

が, 1つ 1つの実践をとおして見える思いでした。

岐阜から出された螢光灯を理解させるためのいろい

ろな自作教材はそのものの素晴らしさはもとより,そ

れが作られるようになった基盤に, 3年間のサークル

学習会があったことを切り離して考えることはできな

いのです。又静岡県の焼津サークルは移行前 か らあ

り,指導要領をうのみにすることなく,何が子供たち

の学力として必要かを,たえず問いただしてきたので

す。東京北多摩サークルも同じです。その他石 り|1県

や,岡崎市,大島にもサークルの芽ばえがあり,そ う

した地域からの発言は,指導要領のわくにしばられず

思考学習として教材を見直そうとしたり,男 女別学に

も批判的でした。

一方,自主的サークルのない地域では,6日 間講習

に甘んじていたり,お しつけられる研究協議会にいや

いやながら参加するだけですから,与えられたものを

いかにこなしたらよいかという立場から,なかなか脱

却できないようでした。子供の学力の上から教材内容

を変えたり増やしたりする実践例が出されると,「指

導要領の時間と違ってもよいのか」と必ず質問が出さ

れます。とりわけ従来ある家庭科教材に対しては保守

的で,2年のひとえ長着の製作が家庭学習にまで持ち

こむほど長時間かかり,毎時のねらいが繰返しの技法

だと指摘されても,義務教育中に和服一枚は教えなけ

ればならないと思いこんでいたり,ア チープに出るか

らとり上げるという主体性のなさです。

討議のメモを整理しながら,積極的な家庭科教師の

考え方にも3つの異った層のあることに気づいたので

その特徴と問題点を記してみますと,

Cの層としては,創意には欠けるが忍耐強くて勤勉

です。多くの家庭科教師の代表的なタイプとも言えま

しょう。指導要領の改訂につぐ改訂にもめげず,それ

を何とかこなそうと努力しています。与えられたもの

には実に忠実に従 うけれど,自分らが変え得るもので

あるということには気づいていないのです。そのため

指導要領を批判し,自主編成をするということにひど

く抵抗を感じるのです。         ・

②の層としては近代化された家庭科教師のタイプで

す。合理的にものごとを処理する能力がある反面,模

倣的な面も強いのです。今回の改訂内容に最も理解を

示し,いち早く (木材加工のデザイン研究をしたり,

電気の学習を自分自身でもやり,かなりのレベルに達

した人もいます。しかし技術・家庭科のもつ矛盾につ

いてはほとんど無関心です。指導要領に示されている

家庭機械,家庭工作のとらえ方と,調理や被服製作は

「女子のための技術教育」に変 りないことに気づかな

いからです。限られた時間内での教材の工夫はできて

も,教科を体系化する方向も,男女共学にする運動も

起 り得ないのではないでしょうか。

③の層としては,問題意識をもちながら地みちな実

践を続けている家庭科教師たちです。少いながらサー

クルのひろがりの中から育てられつつあるのです。子

供の学力を中心課題に据え,思考させる教材としては

何がよいか,ど んな展開方法をすると子供のとり組み

が変化するかなど真剣に考えようとしています。そう

した中で男女の差別についても問題にしはじめ,共学

にふみきる学校もでてきています。しかし家庭科とい

う教科内だけの本質究明では,どんな自主的サークル

であっても,逆 コースに結びつきやすいのです。

異った立場の意見が多かったので,かみ合わない場

面もかなりありましたが,対立は討議を深める結果に

なり自分とは全くちがう立場でとりくんでいる人たち

の存在を知ったことは,こ うした大会ならではと思い

ます。自分の周囲では触れられない,進んだ地域の教材

のとりくみに刺激されたり,教科の目標のたて方によ

って,展開方法がまるで異り,子供の学力にも開きが

でてくることがわかったことは,明 日からのとり組み

に大きな示唆を与えてくれたのではないでしょうか。

(植村千枝)

×
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一般教養としての技術教育をめざして工的内容を中

心に系統化された技術家庭科の教育も完全実施一年余

現場における精力的な実践研究によって,そのねらい

や方法が次第に鮮明になってきた。しかしこの間にお

いて,電気分野の指導をどう展開するか,と いう問題

はわれわれの経験や技術の貧困さとあいまって困迷の

域を脱っしていないよ うに思 う。 当地区に おい て

も,ある者は,製作過程を重視するあまり,ラ ジオ学

習がハンダづけの学習になったり,原理尊重をうたう

あまり,理科学習との区別がつかなくなったり,電気

学習についての考え方は統一されていない実状 で あ

る。

本報告は,そのような悩みを持った現場の一人とし

て,昨年来螢光灯を素材として技術科における電気学

習のあり方を求めて苦しんだ実践の記録である。大方

諸先輩の御批判を頂ければ幸いである。

1 電気学習の重点

技術の学習で最も大切にされなければならないこと

は,製作目的や意図をたっするための方法 を考 え さ

せ,決定させるということであるように思う。科学的

原理や法貝1の認識にもとづいて技術目的を達成するた

めの素材結合の方法を洞察し,よ り合理的なものを判

断し選択できるような状態に生徒を導びいていくこと

である。このような基本的立場にたって学習過程を考

える場合,方法の選定について仮説をたてたり予想す

る段階が重視されることはもちろんであるが,たてた

仮説を実践的に検証し確認していく過程が大切にされ

なければならない。実践することにより検証し,誤 り

を正し,更にそれを繰返して他へ適用できるよう一般

化や習熟をはからなければならない。電気分野の指導

にあたってもこのような技術学習の本質を忘れてはな

禾ロ

らない。電気学習では既製の電気機器を素材とするこ

とが多いわけであるが,指導にあたって単に,それ等

の機器の中に適用されている原理や法則を抽出し理解

させるという角度からの学習であったならば,理科学

習となんら異るところがない。生徒のすべてに,それ

等の電気回路を作 り出す立場から,既有の経験を動員

したり新たに獲得した知識をもとにして,どのように

したら,はたらきを満足させる電気回路を作ることが

できるか部品はどう結合したらよいか,予想 (設計)

させ,検証 (製作実践)する過程を通して,電気学の

中にある基礎的な原理や法則がどのように適用され,

総合されて電気機器が作りだされたかを実証的にとら

えるような角度からの学習を考えたい。「回路要素をど

う結合するか」を考えさせる学習,すなわち「回路を

構成する能力の養成」を電気学習の重点と考えたい。

2 螢光灯指導の学習計画

(1)指導のねらぃとおさえどころ

電気学習の基本的立場にそくして螢光灯指導を展開

する場合,ま ず素材の持つ教育的意味を明確にするこ

とが大切である。ここでは指導のねらいにそくして何

をどの深さまで学習させることが,回路構成能力の養

成につながるかをはっきりさせてみた。

指導のねらい
 | お さ え ど こ ろ

実 践 的 研 究

山

良い照明の条件

が理解できる

放電管のしくみ

から放電に必要

な条件が発見で

きる。

・ 照明器具の種類方法・ 良い照明

の条件・ 螢光灯と白熱電灯との

比較・ 発光原理      ‐

・ 放電管のしくみ (熱 陰極,真空 ,

水銀アルゴンガス螢光物質)

・放電発光の原理 (熱 陰極と熱電

子螢光物質と可視光線,水銀ガ

スと紫外線)

e放電管の特性 (放 電開始電圧点

灯後の電圧,熱陰極電圧,放電
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実 践 的 研 究

。放電条件をみた

すための回路部

品のはたらきが

わかる

1 後は電流制限ができない)

安定器のしくみとはたらき (コ

イルと鉄心,自 己誘導による高

電圧 早8‰き習
VI偽

秒 誘導

リアクタンス配線記号)

点灯消灯スイッチのしくみ,は
たらき,配線記号

!:「
i警警[ユ

:ま
言壼曾菫

|

0コ ンデンサーのしくみ,はたら

き (放電充電,雑音防止)

接続法が考えら・ 配線記号・抵抗の接続法 (直 列

れる。    1 並列)・ 結線図

。結線図にしたが
|

い配線できる。
|

|

部品検査法(導通絶縁 )

(接 しょく抵抗絶縁不

実体図・

・結線法

良)

計器により組立
|

[][[]:il
理解できる  |

導通テス ト・ 直流抵抗,負荷電

流と電圧の沢1定・ 消費電力の計

算・ 安定器と力率

°
日旨訳]黒質な

|・
竃霧需泄F条

件(熱電子高電圧,

(2)螢光灯学習の指導過程

さきに究明した電気学習の基本的な考え方に生徒の

心理的系統を考慮して指導内容を組織化し体系づけた

ものが次表の学習過程である。この表は学習活動を生

故障の症状と原因 (故障箇所の

予想,テ スターによる発見法 )

・ 修理法・ 螢光灯の保守管理法

徒の問題解決の過程にはたらく心理的なうごきと技術

の成立過程との両側面からとらえようとした試案で□

で囲まれた部分が学習問題で 1～ 7の順に学習が進め

られる。

階 (論 理 的 系 統)

既習の学習から問題に気

づき学習の方向がわかる

実態をしらベ

る

原理を追求し

予想をする
原理の関連を考

えながら判断す

る

作業する 1結 果を検

証する

。螢光灯を分解しどんな部品が  放電管,安定器,消灯。点灯ス
つかわれているかしらべる   ィッチ,グ ロースィッチ,コ ン

デンサー

・
7]9警

たらきについて予想__はたらきの大要を予想

一般化す

る

指導のねらい

○部品のはたらきか

ら放電管を発光さ

せるための回路が

考えられる

課題把握 (1) 部品の研究 (2.5) 回路構成 (1.5)
( )← 内は時間数

。照明器具の種類をしらべる一一一一一一一―照明器具の種類 (白 熱電灯,螢光灯,ア ーク灯 |○ よい照明器具とは

水ギン灯 ) どんなものか理解

・ 照明器具に何故電気が使われるか考える一一電流利用の合理性                し,みわけること

・ よい照明の条件をしらべる一一一一一一一― よい照明の条件 (明 るさ,光の色,影 ,安全性   ができる

経済性 )

。螢光灯 と自熱電灯の特長を比較 してみる一一消費電力,寿 命,明 るさ,な どに  ○螢光灯回路の研究

ついて比較           | を意図し原理を追

・ 白熱電灯の発光原理について復習する一一―加熱発光 (電流の熱作用～抵抗体 1 求 しようとする態

高熱～可視光練)        1 度ができる

関連続

合を求

め る

意

識

の

深

ま

り

（心

理

的

系

統
）

l④放電管の

しくみや

| はたらき

, はどうな
| っている

1  か

| いるか

・放電管を水中でこわ し__真 空,水銀ガス,熱陰極|○放電管発光の条件
そのしくみをしらべる  螢光物質       | が発見できる

0放電管の発光原理を実  放電の原理,放電管の |

験でしらべる      特性         |

発光条件をまとめる一一一一熱電子,高電圧 ,

制限
○放電条件をみたす

ための部品のはた

らきがわかる

電流 |

|

|

・回路部品のしくみとはたらきを

実験的にしらべる一―安定器,

スイッチ,グ ロー,コ ンデンサ

ーのしくみとはたらき

一級詢ぃる

・ 放電管を発光させるため部品の結合法を考

え記号配線図に書 く一―結縁の しかた,記

号配線図

③発光の原理や部
品のはたらきか
らどう結縁した
らよいか

O螢光灯故障の原

因がわかり対策

がたてられる

の

を

る

決

向

め

解

方

求

明

は

も

い

照

と

な

を

い

具

ん

か

良

器

ど

の

う

①



実 践 的 研 究

1実 践 し

1範 ]魚

|め よう

|と

する

|

| _

・ 工具を準備 し工具の使い方をしらべる一一工具の使用
法

・ 部品検査をし配置を考えて実態図に書 く一二実態配線
図,部品導通テス ト

・ 回路を組みたてる一一部品配置,結線法 囲
①どんな故障
がおきやす
いだろうか

修理はどう

したらよい

○配線図にしたがい

回路の組立てがで

きる

○回路計により組立

て結果の検証がで

きる

○コイルを含む交流

回路の特色が理解
できる

○故障の原因がわか

り対策がたてられ

る

1藤
1求 める

|:][
|す る

。正 しく組立てられたかどうか点検する一一 導通テス ト,直流抵抗

0は たらきをたしかめる一一 負荷電流 と電圧の測定,消費電力の計算

力率

0どんな故障がおきやすいか予想し考える一一故障のおこりやすい箇所の予想

。症状から故障の原因を考え対策をたてる一―故障の症状と原因,対策

3 螢光灯指導の実際

紙面の都合もあるので前記学習過程表の中とくに問

題と思われる学習場面のみについて指導の実際をやや

詳細に記したいと思う。

(1)回路要素の指導

螢光灯指導を展開する場合,いろいろな困難点が考

えられるが,と くに回路部品(放電管安定器コンデンサ

ー)の働きを把握させる学習は回路構成の出発点であ

り,単なる抽象的な理解にとどまる場合,回路構成は

不可能である。とりわけ電気現象は眼にみえにくく具

体的な理解が困難なので,部品のはたらを感覚的に把

握させるための教具の工夫と活用が大切である。

① 放電管

回路構成の中核となる部品であり真空管への発展的

な要素を多く含んでいること等から発光の原理および

発光条件,放電管の特性等を大切に扱いたい。その意

味で 1図に示す実験装置を考えて使用しているが効果

的である。

10W放電管

J'4用       ~・ ヌ.基ルし

トランス

1  図

○実験の内容

イ.放電管を発光させるのに高電圧が必要である

(電圧計で測定)

口。発光に熱電子が必要である

ハ.放電管が暖まると熱陰極を加熱する必要がない

二.点灯後放電管には電流を制限するはたらきがな

い 。

ホ.コ イルには逆起電力がある

ここではイロニに指導の重点をおきたい。

② 安定器

放電管の特性についての指導がきいていれば当然生

徒の中から発光条件を満足させる部品としての安定器

のはたらきが予想できるはずである。このような方向

づけの上に,安定器では,コ イルの交流に対する抵抗

作用 (誘導 リアクタンス)と スィッチとの併用による

高電圧発生の 2J点を明確に把握させる。このため当校

では 2, 3図の教具により理解を深めている。

O実験の内容 (2図 )

ィ.(A)(B)両 者の電球の明るさを比較する。

口.安定器には交流の流れをじゃまする働らきがあ

る。

(B)

電 池          交流電源

2図 安定器の誘導 リアクタンス

○実験内容図(3図 )

イ.ス ィッチを

切る瞬間放電

管がひかるげ

口.安定器の両

端に高電圧が

発生する。

コイルの逆起電

力についての理論

的根拠については

不オンフンプ

100V l.2ヽV

22.5V
電 池

3図 安定器の逆起電力

500 k Ω
if変抵抗

50 k Ω

ラジオ1氏才ん

10W用安定器



理科の分野で相当深い指導がなされることになってい

るので,すでに指導が終っているならばあまり深入り

せずに「機能の利用」ということにねらいをおいて指

導したい。

③ コンデンサー

螢光灯回路の全体からいうとあくまでわき役なので

「雑音防止」という機能面の指導にとどめ,余 り深入

りしない方がよい。容量リアクタンスの指導等本格的

な扱いはむしろ,単相モンターやラジオ学習にゆずる

べきだと思う。当校ではコンデンサーの導入として本

単元を扱い,次の教具を利用することによりその初歩

的な性質を理解させている。

mA言十

100ヽ
゛

1.2ヽ
・ヽ

ノランプ

実 践 的 研 究

交流電源

5     図

らきと関連づけて指導しておく,放電電圧85V以上を

おさえておきたい。教具は 5図を参照。

9)回路構成の指導

螢光灯指導最大のポイントであり,既有の知識や前

段までの理解事項を総動員して,予想をたて,思考を

はたらかせながら仮説を設定する。実際の学習は紙上

で配線記号を使用しておこない,結線図を作 りあげる

までの過程でこの作業により生徒の回路についての見

方,考え方は非常に深まるように思う。実際指導では

「回路部品をどう結合すれば放電管をひからせること

ができるか」という場面設定にもとづき,回路部品の

接続法を考えさせる。この場合,生徒の能力によって

異なるとは思うが,次のような段階を踏んで指導すれ

ば能率的,効果的な学習展開になるように思う。

学 習 の 段 階
|

予想される結果

4     Eコ

○実験の内容 (4図 )

イ.充電作用……スィッチ1を入れること

mA計の針が振れる。

口.放電作用……スィッチ2を入れる (1

ネオン球が光る。

ハ.平滑作用 (ラ ジオ平滑回路の指導に用いると効

果的)

……④スィ

ッチ2を入

れてスィッ

チ 1を開閉

する。①コ

ン ア ン サ ー

をはずして

やってみる。

◎ネオン球

により,

は開く)

1.放電原理の復習と放電

条件の確認

2.熱電子発生のための電

源と熱陰極との結線法

・次図を掲示して考

えさせる。

0
3.高電圧電流制限をさせ

るための安定器の接続

法
4.安定器と点灯スィッチ

の関係を想起し点灯ス

ィッチの接続位置を決

める

5.消 灯スィッチの接続位

置を決める

6.コ ンデンサの位置決定

7.結線図完成。

。熱電子の発生
。高電圧
。電流制限

(D   (B)  (0

印 印 闇

A.Bo C三 案が予想され

る 話合いでB案に集約

する

D.E案 に集約,E案の

まずいことは点灯スィッ
チとの関連で結論を導び

く。

の光 り方を比較する。以上によリコンデサーの平滑作

用を視覚化することができる。「雑音防止」について

は 5図 の教具により,ある程度理解させることができ

る。

④ グローランプ  _
バイメタルの熱膨脹による自動スィッチのしくみが

中心である。バイメタルについては理科ですでに学習

しているので理解は容易である。点灯スィッチのはた

ク

なおこれはスィッチ式の回路を扱ったものであるが

このような指導のあと発展的にグローランプ式を指導

しているが転移は容易である。

(3)製作及び検証段階の指導

回路製作については製作技術そのものよりも結線図

鰤
‐
２０
直
流
電
源

グローランプ

コンデンサー

100V

完 成 図

スイ ィチ 2

10μ F
300ヽ

'
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が正しかったかどうかを検証するという立場で指導す

る。したがって配線等も簡略にし,ハ ンダづけはおこ

なわない。図に示すようなパネル板の上に,回路部品

をならべた配線板を準備しておきミノムシクリップで

接続し実証するようにしている。又このような平板的

な螢光灯回路では,次の段階において負荷電 流 や電

圧の沢l定,回路部品の機能観察,消費電力の計算等指

導が容易で能率的である。

電流×力率(%)であることを指導する (安定器のネー

ムプレートを読ませる)。 力率の理論的扱いについて

はここでは理解困難なので単相モーターやラジオ学習

の項にゆずり,本単元ではコイルを持った交流回路の

特性の理解を深める立場からとりあげていくのがよい

と思う。

4 指導後の反省と問題点

結果の詳細については紙面の都合で省略したい。

(1)製作目的に応じて電気回路を積極的に創造し改

造できるような能力の養成を最終的なねらいとして電

気学習のあり方を求めてきたが,螢光灯の指導につい

ては,放電管のはたらき,特性を中心にして,こ れを

発光させるためには,他の部品をどう結合したらよい

か,結線図を考案し実証する学習を実践的に展開する

ことが,生徒の技術的創造力を高める方法であり,理
論と実践を統一的に把握させる一方法であるとの結論

を得たように思う。

(2)こ の場合,指導のポイントはあくまで回路部品

をどう扱 うかであり,構成に必要な条件を明確にして

それを満足するための部品のはたらきを具体的,感覚

的につかませる指導が大切である。その点教具の工夫

活用はよかったように思う。今後一層教具の研究改良

に努力していきたい。

(3)「螢光灯」という素材は,中学 3年生として格

好な素材であり交流回路の基礎的な特性や各種沢1定法

を理解させたり部品としての放電管,安定器,コ ンデ

ンサ,等交流回路として転移性のある内容を数多く持

っておリモーターやラジオ学習の前段の学習として大

いに研究すべきである。

(4)電気技術はその本質において原理的な知識と結

びつく面が非常に多く,原理の理解を抜きにした電気

学習はあり得ない。この点理科学習との関連を明確に

しできうれば理科の学習が技術科の指導に先行するこ

とができるならば電気分野の指導は極めて効果的に実

践できるものと思う。本校ではそのように処置して実

践している。

以上まことに貧弱な報告で申しわけない次 第 で あ

る。

先生方の率直な御批判を御願いして終りにしたい。

(長 野県小県郡依田窪南部中学校)

安
定
器

0グ ローランプ

・
―

・

コンデンサー

6図 配 線 板

回路が完成し点灯したら次は計器により,電源電圧,

放電電圧,負荷電流等を沢l定することにより仮説のた

しかさを数量的に確認させると共に回路部品のはたら

きや交流回路の特性について理解を一層深めるよう指

導したい。

次図は計器の接続箇所及び本校10W用の渓1定結果で

ある。

85ヽ
・

| |

90ヽ
ア

7図

安定器の銘板

測 定 結 果

電源電圧と負荷電

流の沢1定から電圧×

螢 光灯安定米
GX― loH MA-6
C8100  FL一  10XI

100V60～ 0.23A35W
′52%V10-2522ADK7

プラグ

電流=電力の計算結

果と螢光灯の消費電

力 (管に表記されて

いる)が一致しない

不合理にふれさせ,

交流の電力=電圧×

ヨナル10ヽ |||

30V～ 45V

100V～ HOV

スイッチ

43



栽 培 学 習 の 脱 皮

実 践 的 研 究

美正斎

技・家科の一領域としての栽培学習は誠に陰のうす

い厄介な存在となっている現状をどのように脱皮した

ら,近代的なものにすることができるだろうか。現在

低迷している原因はどの辺にあるか考えてみることも

必要であろう。

① 施設設備の面から全国同じ歩調の学習ができず

都市および近郊附近の地域では,その半数近くが知識

の理解程度にとどめ,全 く実習をともなわない学習が

進められている。 (別紙資料③参照)

② 時間数20時間では中途半端で栽培学習らしい学

習形態がとりにくく,ク ラブや課外活動的色 彩 が こ

い.

③ 学習内容が仕事中心的で原理原則的なもののお

さえが少くなく,学習成果は作物のでき,ふできによ

る面の評価が多い。

④ 栽培学習は長期にわたる管理と生物体を扱うこ

とを片時もゆるがせにできないもので陰の苦労が極め

て多く,地味で教師も生徒も興味がうすい。

以上のような原因から,い っそ栽培学習を削除し,

他の領域にふりかえた方がすっきりとした技・家科に

なるではないかとの意見も聞かれる。しかしながら現

代の時流にともなって,農業の近代化や農業高校の体

質改善,更に工業生産と異なって生物を扱い,長期に

わたる管理が人間形成に極めて意義のあること。そう

した経験を義務教育期間に持たない生徒は,永久に自

然のしくみにおける生命の尊さや,生物育成の楽しさ

を知らずに終ることになるだろう。

このような観点に立って,栽培学習を前向きの姿勢

で受けとめ,更に前進させるためには新しい学習内容

の再編成が必要であると思う。

そこで従来の教科のワクをひろげ,理科学習との融

合を考え,実験実習を主とした形態の内容を考えてみ

た。諸先生方の御批判を仰ぎたい。

§栽培学習の学習内容編成の基本

44

① 現在の栽培学習ではますます衰微の一途をたど

ることは必然である。しかしこれからの日本の産業構

造と農業の近代化から考慮すれば,義務教育期間に栽

培学習を抹殺したり軽視することは,極めて危険なこ

とであり,円満な人間の育成はできないと思う。

② 現在の栽培学習ではやり方主義の趣味の園芸程

度に終り,栽培の原理原則から新しい栽培技術の基礎

を養 う芽は育たないc

③ 栽培学習内容の選定については,視′点の相違に

よって異なるが,植物生理学に基礎をおいて,理科学

習の第 2分野と深い関連を持つことは必然である。し

かるに現在の理科学習ではあまりにも学習 内容 が多

くそれ程期待できない。

④ 以上の観′点から作物育成の立場から,理科学習

の植物分野を融合した形の学習内容の再編成が必要で

ヤまなかろうか。

⑤ そこで第 1学年においては,播種,成育環境と

管理,開花結実,繁殖をとり上げ一貫した作物育成の

場から学習する。第 2学年においては現在の農業技術

で進歩が著しいと考えられる肥料,農薬,除草剤の化

学的領域をとり上げた。これは技術科学習内容が物理

的領域を主流とした欠陥を補 う意味においても意義が

あるものと思う。

⑥ 時間数は最低50時間を確保しなければ,ま とま

りのある学習はできないとし,第 1学年30時間,第 2

学年20時間とした。

この時間数は木材加工と総合実習の時間を削減すれ

ば可能であると思 うc

§学習内容

1年 作物を育成し栽培のあらましを知る

〔学習のねらい〕 30時間

1 地域の実状や学校の状況を考慮し栽培が容易で,

しかも教育効果のある作物一つを選んで育成する。

〔例 ダイズ,ジ ャガイモ,ホ ウレンソウ,コ ス

藤



実 践 的 研 究
モス,ア サガオ等〕 改良について理解する。

2 作物を播種から収穫まで一貫した継続管理により    に)採種の方法と品種改良について理解する。

生育過程の観察,調査を自主的に行なう。 け}株分け,さ し木,つぎ木,と り木の方法時期につ

3 都市など実習地を持たない学校では鉢栽培,箱栽    いて理解する。
・        培,花壇等を工夫して栽培する。

験実習を主とする。
゛      〔学習内容〕

(1)播種

4 作物栽培の基礎になる植物生理に重点をおき,実    1年  作物栽培の技術を深かめる

酸度検定について実験する。

←)根の構造と養分の吸収についてしらべる。

レヽキク,バ ラ等でさし木の実習をする。

〔学習のねらい〕 20時間

1 1年で学習した栽培の基礎をもとにして,更に深

く掘 り下げ,実験を主として学習する。

B硝酸化成作用 硫安を加えた上を1～ 2週間放

置し,デ フェニールアミンの濃硫酸を加え,硝

に)従来行われている除草法についてしらべる。

←)除草剤の発達と,その種類使用法についてしらべ

日農薬による危険防止について理解する。

(別紙資料は次ページ)

種子の構造,発芽力,発芽に必要な条件を調べ播   2 実験は 2～ 4時間くらいで,ま とまりのあるもの

種の方法,時期を理解する。 を選ぶ。

И)種子の構造,発芽力について調べ,発芽試験を行   3 分析的な解明により,科学的に判断したり,処理

い発芽率を知る。 する能力態度を養 う。
~    

卜)発芽に必要な水分,温度,空気について調べ,そ    〔学習内容〕

のうち水分と温度について実験をする。 (1)肥料の使用法

レヽ播種の時期と方法について調べ,種まきをするc     肥料の種類や使用法についてしらべ,そのうち硫

(2)作物の生育環境と管理 安,過 りん酸石灰について実験を行なう。

作物の生育に必要な土壌,養分,気象条件などに   И)肥料の種類と使用法についてしらべる。

ついて調べ,生育にともなう管理と,こ れを改善   ←)硫安について実験をする。

することを考える。 Cア ンモニアの検出 硫安をとかした液にネスラ

И)土壌の種類 とその性質についてしらべ,保水力と      一試薬を加え,その反応をみる。

レヽ肥料要素と成育との関係を調べ,肥料試験をする。     酸のな在をみる。

●      H日 光,温度,雨量と成育の関係をしらべ, 日光と   レヽ過りん酸石灰について可溶性燐酸の析出をする。

生育について実験する。 モリグラン酸アンモニア液を使 う。

制作物の生育にともなって行われる移植,定植,中   (2)除草剤の使用法

～
        耕,除草,施肥等について理解する。 除草の方法と除草剤の種類や使用法について理解

内栽培管理について,どんな点について改善 lノ たら    する。

よいか。又その方法について考える。

―    (3)開 花と結実

作物の開花結実に影響する気象条件について理解    る。

し,これを利用した栽培技術について知るc      レ`除草剤を使用して校庭の除草を行なう。

И)花の構造と授粉についてしらべる。 (3)病虫害の防除

l・)作物の開花時期と日照時間,温度についてしらべ    病虫害の種類と農薬の使用法について理解する。

短日性植物 (コ スモス,ダ イズ等)について実験   И)病害の防除法と殺菌剤の種類と使用法をしらべる

する。 同虫害の防除法と殺虫剤の種類と使用法をしらべる

レヽ低温処理,コ ルヒチン処理が成育に及ぼす影響と   レ`アブラムシ,ア オムシの生態をしらべ ひ酸 鉛 ,

栽培技術として利用されている点についてしらべ   B・ H・ C,硫酸ニコチンをかけその効果をしらべる。

る。

(0 繁殖

採種,さ し木,つ ぎ木等による繁殖の方法と品種



実 践 的 研 究

<別紙資料>
栽培学習についての調査

調査期日

調査方法

調査範囲

③ 栽培学習の授業形態

農  山  村
都    市
農村を主とし

た商工地域

解予旱晶蓼習中心計
■

　

２

　

３

愛知県丹羽郡扶桑中学校 斉藤正美

昭和38年 6月 15日 ～6月 30日

質問紙法

愛知県下      50校
岐阜,二重,静岡県 10校 計60校

回答数          48校
内訳

1・ 農村,山村地域 18校

2.都市地域    19校
3.農村を主とし

た商工地域   11校
計     48校

① 選択教科として農業科設置の有無 ◎数字は実数

19冤男禁旨保IIttFI賀亨叩Fは 1 計

|:lf

1   26
1  48

④ 栽培学習の時間数

暑憾』讐先II  I
計

|

36  1 1  48

6

0

1

② 栽培学習で取上げられている教材

1義
花
辱1彙隻襲1計

〔問題点〕

1.栽培学習の教材としては,農山村地域では草花

と果菜類をとり上げている学校が多いが,他は草

花の栽培だけにしている所が多い。

2.栽培学習の学習形態は,教科書中心の一斉授業

形式が相当数ある。都市および農村を主とした商

工地域では半数に近い。

3.栽培学習の時間数については,農山村地域では

不足している (10時 間から20時間)と したものが

相当数ある。

4.栽培学習は,施設設備,時間数,継続管理等で

忘れられた存在となっている。

村

市

し
域

山　　̈
¨

農

都

農
た

12

19

10

18

19

11

技術・家庭科教育図書

家庭工作機械の指導法

食 物  学  概  論

改 訂 被 服 概 論

技術教育 (家庭)の 実践

轟怪
吾

=著

 価
卓η男

稲垣長典著  価卓
5:見

′
]ヽ り|1安 朗著  価卓

0:尻

籠山 京著  価撃
5:屁

国  土  社

“

411計

計  120

農

都

し
域¨̈

農
た

山 村

市

13

7

3

計



機 械 工 作 学 習 の実 践 12)

ぶんちんのつまみ取りつけ用ねじの下穴を,ボ ー

ル盤を利用して正確に穴あけする技術の指導法

2年男子 単元 ぶんちんの製作

(25時間)

1 いままでの学習

(1)単元 せっけん入れの製作 (前記参照)

{2)単元 ブックエンドの製作 (前記参照)

(3)本単元の学習の流れ

1.各種の金属製品をみて,どんな加工が主体にな

っているか話し合う。

2.加工法の進歩と, 日常生活とは,どんな関係が

あるか話し合 う。

3.どんな学習をしたらよいか話し合って,学習目

標を「機械・工具の性能を生かして,精密で正

確な金属加工の手順」を学ぶことに決める。

4.どのような学習のしかたで,こ の学習を進めた

らよいか話し合い,技術目標として,底面が平

で,側面や端面が底面に直角なぶんちんを,金

属を使って作ることにきめる。 (1)

5.ぶんちんの目的や製作意図の内容を明らかにす

る。

6.意図に合ったぶんちんの条件を考える。

7.既習の技術をもとにして,意図にそったぶんち

んの設計手順を話し合 う。

.8.意図に合ったぶんちんの形を考え,大 きさを決

めて見取図にする。 (1)

9・ 材料の種類や性質を,ぶんちんの条件や加工法

の上から,材料を決定する。

■0.部品の結合方法を    研究する。

■1・ 略構想図を見て,加工内容をみとおし,ぶんち

んの条件をもとにして吟味,修正する。  (1)
■2.構想図をもとにして,既習の製図技術を使って

13.製作に必要な仕事内容と各工程に必要な工具・

機械・資材をしらべる。

14.各部品の合理的な製作手順を研究し,大 まかな

工程表を作成する。 (1)

15.材料の切断方法を研究して方法を決定し,お も

りの材料を切断する。 け)

16.ぉ もりの製作目的に応じて,機械・工具の機能

性能を生かし,正確・精密な平面切削方法を研

究し,決定された方法を実践して,お もりのカロ

工仕上げをする。 (励

17。 つまみを正しく取 りつけるために,ね じの下穴

を,正 しく底面に垂直にあける方法を研究し,

決定された方法にそって穴あけする。   (2)
18。 ぉもりの仕上げ削 りをする。       (1)
19.お もり製作の学習を整理する。      ほ)

20.っ まみ製作のために,機械工具の機能・性能を

生かし,正確 e精密に,旋削やねじ切 りする方

法を研究し,決定された方法にそってつまみを

作る。 (5)

21.組立はどのようにやったらよいか話し合い,ね

じ結合やカシメ結合の方法を研究し,決定され

た組立方法で,組立を実践する。 (1)

22.さ びどめの方法を研究し,さ びどめ法を実践す

る。

23.学習の整理をする。

2 ねじの下穴を,ボール盤やその他工具の機能を活

用して,正確にあける技術 (別紙学習過程表参照)

旋盤の性能を活用して,正確な旋削加工をする技

術の指導法

1 この学習の位置

(1)本単元の学習の流れ  (前記参照)

(1)

(1)

工作図をかく。 (2)

北 村 勝 郎
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(2)学習活動20「ぉもり製作の学習整理」の内「お

もり製作のおもな仕事を復習し,材料と刃物の運

動の関係を話し合って研究する」学習の流れ,

① 材料の切断はどのようにしたか思い出し,材

料と刃物の運動関係を話し合う。

② 材料を切断するには,材料と刃物の運動関係

をまだどのようにくふうできるか話し合って研

究する。

O材料を固定し,鋸刃を直線運動させる。

O材料を固定し,鋸刃状の刃物を回転し,材

料を回転軸と直角方向に送る。刃物を材料

の切断線の方向に送る。

O材料を回転し,刃物を回転軸と直角方向に

送る。

③ ボール盤での穴あけでは,材料と刃物の運動

関係はどのようになっていたか話し合う。

Oド リルを回転し,材料を軸と直角方向に固

定し, ドリルを回転軸方向に送る。

④ まだほかに穴あけの方法はないか話し合って

研究する。

。材料を回転し, ドリルを回転軸方向に送っ

ても穴あけができる。

⑤ おもりの平面切削では,材料と刃物の関係は

どうなっていたか話し合って研究するc

O材料を万力に固定し,ヤ スリを切削方向に

送る。

⑥ 平面を切削するには,ま だほかに材料と刃物

の運動関係をくふうできないか,話し合って研

究する。

目的・ 意

図の内容

把握

1.つ まみ頭部の製作には,ど
のような加工をしたらよいだ

ろ うか。

。材料を固定し,刃物を回転しながら切削方

向に送る。

O刃物を回転し,材料を回転軸と直角方向に

送る。

O材料を固定し,刃物を切削方向に直線往復

運動させる。切削方向と直角に送る。

O刃物を固定し,材料を切削方向に直線往復

運動させ,刃物を切削方向と直角に送る。

。材料を回転し,刃物を回転軸と直角方向に

送る。

C このほかに金属製品を作るには,どんな切削

加工が必要になるだろうか。

3 材料を丸く削るには,刃物との運動関係をど

のようにくふうしたらよいだろうか。

O材料を回転し,固定した刃物を回転軸方向

に移動させる。

O 旋盤では,材料と刃物の運動の関係は,どの

ようになっているか。

O旋盤の構造・機能

10 旋盤ではどのような加工ができるだろうか。

O旋盤で可能な加工と,そのときの材料・刃

物の運動の関係    .
2 つまみ製作のために,機械工具の機能・性能を生

かし,正確・精密に旋削やねじ切りする方法を研究

し,決定された方法にそって,つまみを作る技術

C

学 習 活 動 と そ の 内 容

(1)工作図を見て,材料からつまみを作り出すには,ど んな加

工が必要になるか話し合って研究する。
O材料の切断
。各面の切削加工 (端面,外周,段づけ,切 り込み,切 り

落し,ね じ切 り)旋削が主になっている。

(2)各面の切削加工は,ど んな道 具を使って,ど のように削っ

たらよいか研究する。

(3)旋盤でそのような加工をするために問題になる点はないか

話し合 う。
・ 操作方法
・ 材料や刃物の取 りつけ
0回転速度や送 り速度

材料や刃物はどのように取 りつけ,ど のように送ったらよ

いか実物を見ながら研究する。
。端面切削の材料と刃物の運動関係
。材料の取 りつけ方  O端 面切削に適する刃形

条件・ 問

題点の発

見

2.っ まみをそのように加工す

るには,ど んなことが問題に

なるだろ うか。

。旋盤の使い方
|

。旋盤の準備作業
。能率的な旋削順序

条件 0問

題点の整

備

3.各 面の切削加工の方法を研

究してみよう6

① A面やD面 を旋盤では ,

どのように削ったらよいだ

郷

過  程 学 習 問 題
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ろ うか。

② B面 やC面は,ど のよ

削ったらよいだろうか。

うに

O材料はつかみ代だけ寸法が余分にいること

(5)予備材料での切削加工を観察し,作業の悪いところはその

原因を考えて,や り方を改める。
。刃先の高さと切削との関係
。切削のt準は回転軸で,材料の中,い と回転軸が一致して
いる必要があること

O回転速度と送 りの関係
O切削油の選択

(6)B面 やC面のような切削には材料をどのように取 りつけた
らよいか研究する。

Oチ ャック仕事  。センター仕事

(7)い ろいろな刃形を観察し,そ の刃物はどんな仕事をするの
に適当か考え,バ イ トを選択する。

Oバ イ トの種類とその特徴

(8)バ イトを取 りつけ,刃物はどのように送ったらよいか復習
し,い ろいろな刃先のバイ トを取 りかえての予備材の旋削を
観察する。

O仕上程度とバイ トの使いわけ
。回転速度と送 りの関係
0回転速度と切 り込みの関係  O切 削油

(9)寸法はどのように沢l定 したらよいか研究する。
O旋削での仕上程度に応じた寸法のはか り方
Oハ ンドルロ盛の使い方

③ E面の切 り込みや,材料の

切 り落しはどのようにしたら

よいだろ うか。

仁0 どんな刃形のバイ トを選び,材料やバイ トはどのように取
りつけ,バ イ トをどのように送ったらよいか研究する。

llD 予備材での加工を観察し,悪いところがあったら,その原
因を考え改める。

O回転送度と切 り込み送 り量
。刃物の逃げと切削との関係  O切 削油

仁② この仕事では,寸法 |ま どのようにはかったらよいか研究す
る。

田  この仕事で,中′きまで切 り込んだらどうなるか考え,確か
めてみる。

。突切 りのしかたc

④ 下面の面取りは,ど のよう
にしたらよいだろうか。

⑤ ①～④の仕事の準備作業は

どのように実施したらよいだ

ろ うか。

回 下面の面取 りでは,ど んなバイ トをどのように取 りつけ ,

どのように送って加工したらよいか研究する。

l151 材料 |ま どのくらいの長さに切 り取っておいたらよいか切断
方法を研究する。

0材料 |ま つかみしろ,切 りしろ,け ず りしろを加えた寸法
に切 り取っておかなければならないこと。

。1コ 1コ 各自の分だけずつ切 り取るよりも,協同して何
個分かまとめて切 り取った方が材料の節約になる。

仁0 センタ仕事のセンタ穴はどのようにあけたらよいか研究す
る。

O穴 あけの方法 (旋盤,ボ ール盤)

。センタドリルの禾」用
。中′らに正しくあくこと

固 それぞれの仕事の旋削に必要なけがきと,そ のけがき時期
を くふ うする。

O旋削の基準が回転軸になっている。
Oけがきの省略ができる。
。送 り方向のけがきは切削の目やすになるのであった方が
つごうよいこと。

削ると消えてしま うので時期を考える必要があること。
。取 りつけの目やすにするけがき。
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方法の決

定

4.っ まみの旋削には(4)～回の

それぞれの仕事をどんな順序

で組教合わせてやるのがよい

だろ うか。

l181(4)～ 的の仕事の組み合わせ方を くふ うして,合理的な切削

順序を研究する。
。つまみの合理的な旋削順序

方法の実

践

つまみを,決定された方法にしたがって実際に作ってみる。

・ つま教の製作

技術の伸

長

6。 今までの旋盤での仕事を整

理してみよう。

90 旋盤での仕事のうまくいった点, うまくいかなかった点を

反省し, うまくいかなかった点については改善案をくふうし

てみる。

9J 金属加工の仕事で,ま だ 自分たちのや ってみない仕事で ,

自分たちのできそ うな仕事を考え,や り方を くふ うしてみる。

目的の仕事に機械のもっている性能を組織立て

て,正確で能率的な仕上手順をくふうし仕事を

進める技術の指導

2年男子 単元 いすの製作 (18時 間)

1 いままでの学習

(1)単元の位置 花台の製作,製図,本立の製作 ,

せっけん入れの製作 (以上 1年 )

機械製図,ブ ックエンドの製作,ぶんちんの製

作 (以上 2年) なお木材加工や金属加工など製

作に関する各単元の最終の位置をしめる。

(2)本単元の学習の流れ

① 能率的な仕事の進め方と生産や生活との関係

を話し合う。

② 機械を使って能率的で正確に作れる仕事の進

め方を学習することを学習目標にきめる。

③ ブックエンドやぶんちんの製作を思いおこし

機械を使う仕事で,むだな時間のかかりそうな

点を話し合って予想する。

④ 木工機械での仕事で能率をあげるには,ど う

すればよいか話し合って研究する。

Oみ んなが同じ形で,同 じ寸法のものをつくる

。機械を調節したり, 日盛を合わせたりする時

間をなるべく節約する。同一種類の仕事は,

協同してみんなの加工をやってしまう方が早

くできるし,むだな時間をふせげる。

⑤ そのように仕事を進めるために,みんなが同

じいすを協同して作ることに技術目標をきめる

⑥ 考案設計について (省略 強度に対する指導

内容をおとさぬこと)

⑦ 製作準備について (省略)

③ 機械を使って,板を正確に能率をあげて平面

けずりする方法をくふうし,板を設計の寸法に

仕上げる

⑨ 組立について  (省略)

⑩ l仕上げ塗装について  (省略)

2 学習活動⑧の学習の流れ

(1)目 的・意図の内容把握

C どんな板削りをしようとしているか話し合っ

て確認する。

(2)条件・問題点の発見

② そのような板削りをするための条件・問題点

を話し合う。

O木工機械のしくみや働きがわかり,性能に応

じた使い方ができること

。能率のあがる仕上順序をくふ うし,実践して

みること

。安全に注意すること

③ それぞれの木工機械のしくみと働きを,実物

をみて研究し,安全のために,と くに注意しな

ければならない点を話し合う。

O木工機械の構造・機能

。回転数,刃物の鋭利さと安全

④ 手押しかんなで板を削るにはどのようにした

らよいか研究し,予備材でたしかめてみる。

、     ① 手押しかんなで平面削りするにはど

うしたらよいか研究する.

。材料の送 り方
。送 り方向と木材の特性

⑮ 手押しかんなでかねを出すには定規

をどのように使ったらよいか研究する

◎ 安全のために材料をどのように持ち

どのように送ったらよいか研究する。

① よく削れないときにはどのように調

"

5.っ まみの旋削を実際にやっ

てみよう。
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生徒の職業オリエンテーションと

職 業 相 談 (5)

| “I 職業オリエンテーションに関するクラス担任
|

|の活動経験"の論文は,バ シキール自治共和国ビル

|ク ス市の状況をM.M.ミ ンガレエワが報告したもの

|の要約である。

I 職業オリエンテーションにかんするクラス担任

の活動経験から

1 職業的興味とクラス担任の活動

1961年 5月 30日 付ソ連邦閣僚会議の「中等普通教育

学校の生徒の生産教育の改善にかんする」決定は,学

校が,教育・訓育活動の過程でソ連邦社会における各

種労働について生徒に教え,生徒が職業を意識的に選

択するのを援助しなければならないことを,規定して

ぃる。

しかしながら,観察によれば,個 々の 8年制学校で

はまだ,生徒に職業を教え,生徒のしっかりした職業

的興味の形成を助ける組織的目的的な活動が行われて

いない。したがって,卒業生でさえも現在の職業につ

いて明瞭な概念をもたず,困惑を感じて,どんな職業

を選び,どんな労働に従事すべきか,わからないこと

が多い。

しかるに一方, 8年制学校を卒業すれば,生徒は,

生産教授をともなう中学校 0テ フニクム (中等専門学

校・職業技術学校)に入るか,あるいは生産に従事し

ながら夜間学校で学習をつずけるかしなければならな

い。いかなるばあいにも生徒は,あ らかじめ,意識的

に自分自身の一定の活動分野を選択しなければならな

い。生徒がこの課題を正しく解決するのを大いに助け

るのは,ク ラス担任である。

この論文では,職業選択のための生徒の準備にかん
ヽ
するバシキール自治共和国ビルクス市の各学校のそれ

ぞれのクラス担任の活動経験が明らかにされている。

先進的なクラス担任は,ク ラスにたいするその訓育

活動計画の中で 1連の方策を毎年定めて,組織的にこ

の活動を行っている。はじめにクラス担 任 は,ふつ

う,正 しい職業選択の意義を説明し,人間自身ならび

に社会がこのことに関′いをもっていることを生徒に示

す。人間の興味・能力・健康状態に適応した労働は,

人間の創意 0鼓舞・労働生産性向上の源泉である。

しかし,正しい職業選択の意義を理解するだけでは

まだ決して十分ではない。クラス担任は,いろいろな

職業の社会的意義,その特徴を生徒に教える。たとえ

ば,ビルスク市第708年制学校のクラス担任教師M

・ D・ マクシモワとMOE・ ァルフエロワは,生徒の

観察,生徒・教師・父兄との懇談によって 5学年から

自分の担任の生徒の志向・傾向・興味を明らかにして

いる。 6, 7, 8学年でこのテーマの懇談会,作文,

その他の施策が毎年くりかえされる。このことによっ

て,職業的興味の不変性の程度を確認することができ

る。

すでに 5学年でクラス担任MOE・ ァルフェロワは

つぎのような質問にたいする回答を筆記で生徒に提出

させた。①あなたは何になりたいか,②あなたの好き

な授業は何か,Cあなたはどんな本を読むのが好きで

すか,な ど。今学年度,こ の生徒たちは 8学 年 に な

り,あ らためてこのような質問に答えた。

集まった資料の分析によれば,個 々の生徒の職業的

興味は,も う5学年で決定されることがわかる。しっ

かりした興味をもった生徒は, クラスの中で 28%で

ある。    、

7学年の生徒A・ コースチアは 5年のときからトラ

クター運転手になることを念願して,彼はつぎのよう

に書いている。「私はトラクター運転手になりたい。



自分でトラクターを運転し,わが国民が土地を耕し,

処女地を開拓するのを助けることは,非常に興味深い

ことである」。

音楽学校で勉強することになっているこの学年の女

生徒 B・ エレーナは,同 じようにしっかりした興味を

もっている。彼の女はつぎのように書いている。「私

はピヤニストになりたい。私は音楽に魅力を感じてい

る。音楽―それは絵のようなものである。絵によって

えがけるのは個々の挿話にすぎないc音楽ではあらゆ

るものを書くことができる」。

一定の職業にたいする興味と健康状態との間に不一

致が表われた生徒にたいする活動では,大 きな教育上

の手心が必要である。近視で,身体のよわいもう1人

の生徒が飛行士か,船員になりたがっている。これは

幾分,中学生がときには自分の可能性 (学習成績・能

力,健康状態)を考慮しないために,起る もので あ

る。このようなばあいには,教師の大きな,鋭敏な,

個人的な活動が必要である。

職業選択のために生徒が準備するさい,ク ラス担任

は父兄にたいするとくべつ活動を行なう。クラス担任

は,生徒の興味,能力の研究に家族を参加させ,こ の

重要な問題にたいする生徒の準備にあたっての義務を

父兄に説明する。

職業の選択について書かれた生徒の作文の分析結果

は,父兄のなかには,子 どもがなるべく汚れない,ら

くな職業を選ぶように主張するものがあることを示し

た。

第 2中学校 8学年の女生徒はつぎのように書いてい

る。「私は工場で働らくか,ま たは未開墾地,建設場

へいきたいと思う。労働者の専門はらくではないが,

そこでは多勢の青年が働らいているので,私は労働者

の専門が好きである.……しかし両親は,私が薬剤師

になることを希望している。というのは,それはきれ

いなしごとだからである。私はこの専門がきらいであ

る」。

大衆的職業・ 肉体的労働にたいしてまちがった態度

をとった父兄にたいして,ク ラス担任は,学校と生活

の結びつきの強化にかんする法律の見地からソ連邦の

学校が当面している課題を説明し,こ れらの父兄にた

いし大いに個人的活動を行なう。

生徒の興味を研究して,ク ラス担任は,職業の内容

を十分に生徒に教え,訓育活動の過程で任意の職業に

興味をもたせ,その職業にたいする意識的態 度 を育

て,こ の興味を強固にするように努 力す る。このさ

い,職業についての広範な学習を組織して,ク ラス担

任は,そのうちの,都市・ コルホーズ・州が必要とす

・
 D‐4

ツ激業を生徒にいっそう深く教えるc

2 職業的興味の育成

職業にたいする興味の育成のための効果的な方策の

1つは,生産の先進者たち,共産主義労働作業班員た

ちとの会合である3た とえば,ビ ルクス市第 1,第 2,

第 3中学校ではこのような会合を行なうことが伝統と

なった。懇談会は直接生産場でひんばんに開催され ,

そこですぐれた生産人は,自 分たちの作業成果を生徒

に物語 り,その職業の内容を生徒に紹介するc

「何になるべきか」,「 どの作業もりっばである一趣

味にかなった職業を選べ」などのテーマによる座談会

は,生徒が職業を選択するのに役立つcこ の座談会に

は,職業のごく重要な特徴,その内容・意義・将来性

を生徒に説明するよう前もって依頼された各種専門の

教師を招待するc大衆的職業にたいする尊重′さを生徒

に訓育するために,専門家は職業のにぎやかな,外見

上魅力ある面を説明するばかりでなく,労働の平凡な

日常生活をも説明する。

ブリスク市 8年制学校の7学年のクラス担任SOB
・ファワリソフは,「何になるべきか」というテーマ

の座談会のための生徒の準備にあたって,自分の選ん

だ職業にかんする書物を生徒に読むようにすすめた。

クラスにたいする活動を何年も続けて,ク ラス担任は

やはり,担任の生徒たちの職業的興味を明らかにする

いくつかの質問に,生徒たちが筆記で答えるように提

案したc回答を分析して,S・ B・ ファワリソワ教諭

は,座談会に生徒の興味をもつ職業の専門家たち (石

油技術者・医師・裁縫女工・料理人など)を招待した。

座談会で,ク ラス担任は,第22回共産党大会におい

てフルシチョフ首相が提案したごく重要な命題の 1つ

一共産主義が幾百万の労働によってはじめて建設され

うるものであることを,生徒に思い出させた。同女教

諭は,つまらない,些細な,興味のない職業が存在し

ないことを指摘した。国家・国民により多くの利益を

もたらし,労働が喜び,創造の源泉となるためには,

仕事の種類・専門を自分で正しく選択しなければなら

ない。職業を選択するには,よ く学び,労働の知識・

技能・熟練を習得しなければ な らないG来賓の演説

後,生徒たちは自分の夢・興味のある職業について語

りあった。

座談会の開催についてクラス担任を大いに援助する

のは,学校の卒業生である。卒業生たちは,生徒と経

験を分ち合い,自 分の選んだ職業,自 分の遭遇した困

難について語った。

ブリスク市第 3中学校のクラス担任は,そ の活動に

あたって,た いせつに保管している卒業生の手紙も利



用する。

ここに,学校の記念祭に送られた手紙の抜すいを引

用しよう。

女子卒業生Sはつぎのように書いている。「1954年

に学校を卒業して,私はマクニトゴルスク市へ出発し

た。そこで 2年制の技術学校に入り,優秀な成績でこ

こを卒業し,も う5年間冶金コンビナートの F電気」

職場で変電所の当直勤務者として働らいている。無事

故で働らいており,私はこの専門がたいへん好きであ

る」。

今度は生徒たちが,先輩に自分の夢や計画を書き送

り,こ のようにして有益な文通が行なわれる。

職業についての生徒の学習活動の過程でクラス担任

は,ピ オネールとコムソモールの組織に依存して,職

業選択のための集会を開催する。

3 職業オリエンテーションと見学

生徒の職業オリエンテーションのために大きな意義

をもつのは,生産場・発電所・諸施設・教育機関の見

学である。

第 2中学校 8学年のクラス担任 F・ G・ チメルハノ

ワは,見学の目的についてあらかじめ企業または施設

と相談し,た とえば,つぎのようなテーマの見学を行

なう。

①企業・施設についての一般的学習―職場 0作業場

・研究室の見学。

②職業のつぎの諸問題にかんする座談会―①ソ連経

済の発展における任意の職業の意義,①その職業の内

容,◎その職業を習得すれば,何をすることができる

か,③職業は人間個人にたいしてどんな要求を提起す

るか,◎職業を習得するためには,生徒はどんな知識

と技能を必要とするか。

専門家は,科学と技術が任意の職業にもたらす労働

の性格と条件の変化について,生徒に説明するc

農村の学校では生産見学中に,ク ラス担任は,ソ 連

邦共産党新綱領にえがかれた明日の農村を生徒に明ら

かにして,生産の発展とともに,文化が発達し,農村

勤労者の生活条件が・LA善されることを,生徒に説明す

る。すべてこのことは,農業労働・農業的職業にたい

する尊敬の念と興味を育てるのに役立つ。見学後,定

例のクラス集会で生従はふつう,自分たちの印象を語

り合い,職業について自分たちが新しく知ったことに

かんする報告を書く。

ビルクス市第 2中学校では,見学中にえた印象を生

徒は,と くべつの日記に記録する。

8年制学校の生徒は,生産教育をともなう中学校の

専門を知らなければならない。そのためにクラス担任

は,都市・地区の学校で教授されている専 門 につ い

て, 8学年の生徒に教えなければならないし,ま た先

輩たちが生産教育をうけている企業の見学を組織しな

ければならないc

このように,第 2中学校の8学年のクラス担任は,

FoGoチ メルハノワはまだ学年度のはじめに,学校

で先輩たちが習得している建設職,およびその他の各

中学校で教授されている職業について,自分の担当ク

ラスの生徒たちに詳しく教えた。その後,こ の女教師

は,穀物コンビナートの建設場の見学を組織した。

生徒の職業オリエンテーションにかんする活動は,

ときにはいくつかの学校で行なわれているように, 8

学年卒業直前または生産教育をともなうクラス編成の

直前にではなく,できるだけ早期に実施することが,

非常にたいせつである。

4 職業情報と文献の利用

職業にかんする情報のために経験豊かなクラス担任

は,ク ラスの壁新聞も利用している。第 2中学校の 8

学年では,壁新聞「当直勤務者の声」が発行されてい

る。この新聞の毎号にかならず,あ る職業にかんする

物語 りが掲載されている。職業にかんする物語 りは,

学校全体の壁新聞にも掲載されている。ある学校では

とくべつの掲示板「職業の物語 りJが設けられて,こ

の掲示板の資料は組織的に更新される。

職業の選択について生徒を援助するために,ク ラス

担任は,こ の問題にかんする必要な文献を逐次選択し

なければならない。

この方面で大いに役立つのは,職業の内容を明らか

にし,科学・技術のいろいろな分野について教える芸

術文献,科学知識普及文献,研究報告文献である。し

かしながら,芸術文献を読むことは,職業を偶然選択

する結果になることもありうる。生徒は石油技術者の

書物が好きになったばあい一その生徒は石油技術者に

なりたくなった。船員の物語 りを読むと一この生徒の

それまでの企図は変ってしまう。生徒が職業について

「あちこち飛び移ること」のないように,ク ラス担任

は,生徒の志向を注意深く研究して,生徒の興味をも

った職業の特徴がその生徒個人の素質に適しているか

どうかを,判断しなければならない。

すべてこのことにもとづいて,すでに学校で生徒が

自分の職業の選択を確実なものにしなけれ ば な らな

いc生産,科学と技術の成果にかんする知識の普及書

は,生徒が自己の興味・志向・能力を明らかにするの

に役立つであろうc

5 職業的興味の安定と実際的活動

生徒の興味を明らかにし,安定させるために大きな



意義をもつのは,実際的な活動である。すなわち,サ
ークル内,学習工作室における課業や,社会的作業で

ある。労働的活動によって,生徒は自分自身,自分の

知識・技能・傾向を′点検することができるのである。

6 職業的興味と教師の目的的活動

生徒の職業的興味に及ぼすクラス担任の目的的活動

の影響を明らかにするために,ブ リスク市 8年制第 5

学校と第 2中学校の7～ 8学年においてこの問題の研

究が行なわれた。研究にあたっては,ア ンケートの質

問,作文,生徒・教師 0父兄との懇談などが利用され

た。

第 2中学校の 8学年では,各種職業にかんする生徒

の学習活動が広範に行なわれた。活動は,独特の心理

学的・教育学的実験の実施であった。 8年制第 5学校

の8学年ではこのような活動は,行なわれなかった。

比較観察の結果は,第 1表と第 2表に引用されてい

る。

第 1表
第 2中学校 8学年の生徒の職業の選択

2つの表の分析結果から,ク ラス担任教師の目的指

向的活動が生徒の職業的興味を形成することが,確認

される。各種職業について学んだ第 2中学校 8学年の

生徒34名 中,職業を選択しなかったものは,2名にす

ぎない。職業オリエンテーション活動が行なわれなか

第 2 表

8年制第 5学校 8学年の生徒の職業の選択

った第 5学校 8学年では,同様に職業選択をしなかっ

た生徒は,13名 もいた。これらの生徒は,職業の選択

についてよく考えなかったし,自分自身どんな労働に

従事すべきか,わからない。これらの生徒の 1人はつ

ぎのように書いた。「私は 8年制第 5学校の8学年B
クラスの生徒ですが,7年間の勉強で,自分の職業に

ついて 1度 も考えたことがない。どんな職業を選んで

よいのか,わからない」。

第 2中学校 8学年のクラス担任は,職業オリエンテ

ーション活動を組織するばあい,生産的職業と建築職

に大いに注意を払った。しかもこれは成果をあげた。
28.1%の 生徒は大衆的生産的職業を選択し,9.4%は

建築職を選択した。

このことは,生徒の職業オリンテーションにかんす

る活動が学校の活動の重要な 1環 とならねばならない

ことを,立証している。

職業と専門の選択についての生徒にたいする組織的

援助は,全学校計画ならびにクラス担任の計画の中に

もりこまれねばならない。
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教 具 解 説

エンキットによる電子回路の基礎実験

雄

は じ め に

去る8月 3日 ,4日 , 5日 ,名古屋市で開かれた産

教連の夏季研究大会および8月 19日 ,20日 両日御岳で

行なわれた日教組の夏期教科研究集会において,電気

学習における中間教材として電気回路における抵抗 ,

コンデンサー,コ イルなどの働きを理解させるための

実験装置についての提案をしたところ,全国の実践家

より予想外の反響があり,御意見や御批判をいただい

たので,教材の正しい教育的位置づけをする意味にお

いてその概要を書き,御批判をいただきたいと思う。

1 電気学習における中間教材

従来の電気学習は屋内配線から始まって,電熱器具

螢光灯,電動機,ラ ジオというふうに電気器具がその

中心になっており,各教材間のつながりはあまり考え

られていなかった。しかしこれら各々の教材について

はその教育的意味づけが研究され,最近では正しい方

向での実践が非常に多くあらわれてきている。しかる

にこれらの各教材をいかに教育的に実践しても,も と

もと電気器具が教育のために作られたものではないの

で,子 どもの認識や電気の理論的なすじ道から考える

とどうしてもつながらない面が出てきた。

特にラジオ学習においては抵抗,コ ンデンサー,コ

イルなどの部品が多数使用され,し かもラジオ回路に

は直流分も交流 分 も流れているという複雑な回路で

は,その原理を理解させるためには各部品の働きを十

分に知らなければとうてい理解することはできない。

しかしラジオ以前に学習する螢光灯や電動機がその

ままラジオ学習に発展 で きるかというとそうではな

く,その知識はきわめて断片的で役に立たないことが

多い。そこでこれらの教材と教材との間隙をうめて子

どもたちの頭悩がむりなく発展できるような教材が必

要となってくる。

これはラジオ学習ばかりでなく,電動機にしても原

理の説明と実物のモーターとがどうもかみ合わないと

いう声があり,それをうめるための教材が多くの実践

家によって工夫されていることでも明らかである。

このように教材と教材との間隙をうめ,子 どもたち

が無理なく電気学習ができるという意味で,私は「中

間教材」という言葉を使わせていただいた。さらにこ

のような種類の教材はある一つの現象や技術的事実を

説明するために子どもたちの認識をいちじるしく高め

るという側面を持っていなければならないことはもち

ろんである。

2 実験学習の前提となるハングレス

ラジオの製作に要するはんだづけ作業の時間は相当

なもので,こ のために学習のねらいである部品の働き

や,回路の原理,沢 1定 などの学習が不十分となってた

だラジオを作って放送を聞くだけで終ってしまうとい

う危険性があることがたびたび指摘されている。

ましてやラジオ学習の理解を助けるための目的に用

いられる実験装置が10時間も15時間もかかったのでは

話にならない。そこでこの種の装置は短時間でしかも

たやすく回路が自由に作れるということが第 1の条件

となる。そこで私が利用したのは「エレキット」によ

る回路の製作であった。これは11)図 のようにはんだづ

け作業を必要とせず,接続線の両端についているクリ

ップで部品台のターミナルピンに自由に接続ができ,

しかも取外しも 自由に できるという特徴をもってい

る。

さらに部品の取付けは組立板に部品台をさしこむだ

けでよく,配置変更も自由自在にできるという利点も

ある。

このことは回路図があれば一つの回路を作るのが数

分で可能であるし,部品の直列,並列回路をつくる場

合,電圧や電流の浜I定などの場合,ク リップをはずし

たりつけたりする作業だけで自分の思った回路をつぎ

玉山向
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つぎにおもな回路についての概要を説明してみる。

4 交流と直流の性質を調べる実験

つぎにあげる回路図のような回路をつくる。
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1  図

つぎと作ってゆくことができるとい う実験学習として

は決定的な条件をそなえている。

3 この装置でできるおもな実験の種類

この装置では数多くのおもしろい実験ができるが ,

そのおもなものをあげてなるとつぎのようになる。.

(1)直流と交流の性質を調べる実験

(2)直流と交流に対する抵抗の働らきを調べる実験

(3)直流と交流に対するコンデンサーの働きを調べ

る実験

(4)直流と交流に対するコイルの働らきを調べる実

験

(5)コ イルとコンデンサーの直列回路に交流を流し

た場合に起る電気現象 (直列共振)を調べる実験

(6)ネ オン管を作ったテスター (導通テスト,電圧

テス ト)と して利用する実験

さらにこのような電子回路の基礎的な実験に各回路の

学習を通して ,

① 電圧,電流,抵抗などの基礎概念

② 電圧や電流,抵抗値などの測定法

③ 直列や並列の電気的意味

④ 回路における電流配分や電圧配分の法則

⑤ 電磁誘導作用とコイルのリアクタンス

⑥ 整流作用と平滑作用

⑦ 回路における,ス ィッチとヒュ~ズの役割

③ 回路図の読教かたと書きかた

⑨ コイルやコンデンサーによって作られる位相

など数えあげれば電気に関する基礎的法則や技術的概

念はほとんど入ってきている。

"

セレン1`i充 l津

(al図 のようにスィッチとヒューズを通して100V用

のネオンランプに A C100V電 源に入れるとネオンラ

ンプの両極が光るc

(切 図では回路にセレン整流器を入れ平滑用のFン デ

ンサーをつなぐと交流を直流にかえることができる。

その結果ネオンランプは片倶1だ けが光るので交流の下

半分が消え電流は一 定 方 向に流れることが理解でき

るc400Ω の抵抗は整流器に過大電流が流れた場合安

全を保持するために入れたものである。

なお平滑コンデンサーをはずすと光ってはいけない

半分の極の方にも放電がおこり交流分が含まれ完全に

整流されないことを目で見て理解することができる。

5 交流,直流に対する抵抗の働らき

ラジオ用の固定抵抗 lKΩ lコ , 3KΩ lコ を準備

し,つぎのような回路をつくって抵抗値をいろいろか

えることによって,ネ オンランプまたは 2触光のタン

グステン電球の明るさがかわることを観察する。

(3)図 (ab)の よ うな回路 を作って抵 抗Rの値を

500Ω , lKΩ ,2KΩ , 3KΩ ,5KΩ とつけかえ

ることによってネオンランプまたは 2触光タングステ

ン電球の明るさがどうかわるかをみると,直流の場合

も交流の場合も同じように明るさが暗くなることをみ

ることができる。なおこの時の電圧,電流,抵抗との関

係はオームの法則にしたがって増減するし,抵抗を直

列接続や並列接続にかえることによって電圧や電流が

抵抗値に応じて配分することも沢1定によってたしかめ

ることができる。

なおこの時の指示灯はネオンランプ,タ ングステン

図
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3  図

6 交流,直流に対するコンデンサーの働らき

交流,直流の回路の中にコンデンサーを接続し,そ

の静電容量をかえることによって,ネ オンランプの明

るさを観察させる実験である。

-C       I
NL(∋

一(a)

(b)

4    屋コ

(4)図 (al oの ような回路を作 り,ラ ジオ用コンデン

サー0.5μ F,0.lμ F,0.01μF,0.005μ Fな どを準備し,

回路のCをつけかえると交流回路では,電流がランデ

ンサーを通ることができるので容量が小さくなるにし

たがってNLは暗くなるのがみられるが,直流回路で

はコンデンサーを電流が通れないのでNLは まったく

放電しないことが見られる。

さらにコンデンサーを直ダ1接続,並列接続にしてみ

ることによって,その容量の変化が日でみて理解でき

数学的公式をはっきりと認識させることができる。

また交流に対してはコンデンサーは一種の抵抗と同

じように働 くが,その大きさは
嘉

とい う公式によ

ってあらわされ,容量 リアクタンスの意味も数字と目

の両方から認識させることができる。

なお直流電流はテスターによつて十分沢1定すること

ができるが,交流電流は特別な電流計が必要なので ,

夕れが無い場合にはは)図 の中にある抵抗 (た とえば 1

KΩ )を接続し,その両端に発生する電圧を測定して

それを抵抗値で割れば回路を流れる電流は計算によっ

て求めることができるので,測定と計算と両方で回路

学習の理論を深めることができる。

7 交流,直流に対するコイルの働らき

つぎの図のように交流および直流回路にコイルを接

続し,タ ングステン電球の明るさを見ることによって

コイルがどのようなはたらきをするか理解させる実験

である。

回路図は)

のよ うな交

流回路にま

ず コイル L

(私 はダイ

ナ ミックス

ピーカーの

フ ィール ド

コイルを使

ってみた )

を接続 して

(a)

(b)

5  図

明るさをみると,コ イルを入れない場合よりも暗くな

るが,こ の場合はコイルそのものが持っている抵抗に

よる電圧降下がおもな原因である。つぎにそのままの

回路でコイルの中心の間隙に鉄心を除々に入れてゆく

と,タ ングステン電球はいちじるしく暗くなってゆく

ことをみることができる。これはコイルに鉄心が入る

とコイルの誘導 リアクタンスが非常に大きくなり,逆

起電力によって電流の流れを大きくさまたげるからで

あるc

同じ実験を他)図 のような直流回路で行なうと,交流

と同様に電球を暗くする (抵抗として働らく)こ とが

わかるが,交流の場合はどいちじるしい変化はみられ

ないcま たコイルの中に鉄心を入れたり,出 したりし

ても,電球の明るさは全く変化がみられず,直流では

電磁誘導が起らないので,鉄′いが関係ないことが理解

できる.

8 コイルとコンデンサーの直列回路

つぎの図のようにコイルとコンデンサーを直列につ

ないで,コ イルの中に鉄心を出し入れしたり,コ ンデ

ンサーの容量をかえて,電球の変 化をみる実験であ

るc

この回路では,コ イルの誘導 リアクタンスとコンデ

ンサーの容量 リアクタンスが,お互にどのような働き

をしているかが理解できる。すなわちコンデンサーも

コイルも交流に対しては,一種の抵抗ににた働きを持

電球どち脅

でもよいが

タングステ

ン電球の方

が変fヒがヤま

っきり目で

感じられる

し,電圧や

電流の変動

も少ないよ

うである。 L
タングステン

lE球
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っているので,こ の回路の交流抵抗 (イ ンピーダンス)

は,両者の和になりそ うなものであるが,実際の電球

は思ったほど暗くならない。またコンデンサーの容量

を lμF程度にして, iイ ルの中に鉄心を入れてみる

と,前 よりも一層明るくなることが見られる。

これはコンデンサーとコイルは,交流回路では リア

クタンスとして働らくが,そ の性質は逆になり,コ ン

デンサーでは電流が 90° 進むのに,コ イルは 90° おく

れるので,両者はお互に打ち消し合って,かえってイ

ンピーダンスが減少するためである。

さらにコイルとコンデンサーの両端の電圧を沢1定す

ると,コ イルの両端には92V,コ ンデンサーの両端に

は97Vの電圧があらわれたが,コ イル十コンデンサー

の両端には58Vの電圧しかなく,両者の和はオームの

法則のように単なる算術和にならないことがわかる。

これらはすべて位相によって起る魔術であるが,中学

生に位相をどう説明するかはともかく,ラ ジオの同調

回路でコンデンサーの容量をかえることによって,あ

る特定の周波数の電波だけをえらび出すことを理解さ

せるのに,この実験を用いると 2π f二 =万寿丁になっ
た時,イ ンピーダンスは 0になって,ある周波数の電

流が最大になることを目と測定によってたしかめるこ

とができる。

9 教材を授業の中でどのように利用するか

今まで説明してきた 5つの回路実験は,こ のキット

の中心となるもので全部ではないが,これをどこで利

用するかということについては,私もまだ十分に研究

していない。

だいたい 2つの利用面が考えられる。その第 1は ,

ラジオ学習に入る前 (組立の前)に ,こ のキットによ

ってこれらの実験をし,抵抗,コ ンデンサー,コ イル

などの働きを十分に理解させたうえで,ラ ジオの組立

に入る場合で,第 2は ラジオの組立と併行して組立の

過程で,適当にこれを利用して,生徒の認識を高める場

合である。いずれにしても,こ のような実験を子ども

たちに行なわせることによって,ラ ジオ回路の理解力

をいちじるしく高めることは事実である。たとえばラ

ジオの中では,コ ンデンサーは交流は通すが直流は通

さない。しかも同じ周波数ならば容量が大きいものほ

ど通しやすいという説明をしても,ラ ジオ回路それ自

身の中で電球をつけたり,高周波交流をかんたんに測

定することはできない。しかしこの実験によって生徒

は,日 と数字の両面から,こ のことをはっきりと理解

でき,その上で周波数のちがう交流,(高周波)につ

いて思考してゆけばよいわけである。

さらに現在の電気学習の大きな欠点として,交流の

説明をどこでするかが明らかでなく,交流現象につい

ての技術的知識にきわめて不足している時,こ のよう

な数多くの交流回路の実験をすることによって,その

目的はかなり達成することができる。

なおこの回路を実際に組立てる時間は, 1回路 5分

あれば十分であり,測定を入れても 1時間に 1～ 2回

路を教えることができるので,時間数はほとんど問題

にならないし, 3球 ラジオそのもののはんだづけ作業

をへらすことによって,十分に実験の時間は確保でき

ると考えている。

×   ×   ×

以上「電子回路基礎実験キット」の主な内容とその

教育的意味を解説しましたが,な にぶんにもまだ実践

の日が浅いので不十分の点があると思いますが,全国

の実践家の皆さんの御 意 見をおよせ下されば幸いで

す。

なおこれについての御意見,質問,批判などお寄せ

下さる場合には下記の所にお願い致します。

内容面のこと :東京都葛飾区立堀切中学校

向山玉雄

材料,部品のこと :東京都千代田区神田錦町
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■文献ダイジェスト■

最 近 の教 育誌 か ら

夏休パだというのにどうして反比例的に本を読めな

いだろう。やりたいことは山ほどあるのに,民話のこ

と父の仕事の郷土誌のことやら,机の上には未開封の

雑誌が 3冊,それはそれ整理のつかぬままにページを

めくった。

少々古くさいが「技術 0家庭教育」VO.14 No.7「 社

会史的にみた技術の本質と現実の技術」甘利俊一 (九

大工学部)湯浅欽史 (法大工学部)「近代産業におけ

る技術について」渡辺正 (成嘆大工学部)と ,「理科

教室」 Vo.6 NO.9「 子どもの思考からおとなの思考

へ」―ピアジェの考えをめぐって一細谷純 (国研)諸
氏の文を御紹介しよう。ピアジェの心理学については

この欄で一読をおすすめしたことを記憶していますが

はたしておよ教になる時間的余ゆうがありましたかど

うか (Piaget,J., Inhelden, B., De la 10gique de

lenfant a la 10gique de lad0 1escent 1955)。

まず甘利・湯浅両氏は技術は「電気冷蔵庫が使える

ようになるという立場よりも物を作 り出す立場にとっ

て基本的なものであり,こ の意味で技術の本質は人間

の存在,特にその労働と分ちがたく結びついてきたよ

うに思える」とし,ま た「人の思考さえ実は労働によ

って規定されているといえる。それは人間の知識の根

源が労働以外にないからである。」(p2)「そこで人間は

労働対象 (自 然物)の中にあらかじめ目的とする変化

を道具によってひきおこし,その行為は生産物の中に

解消されてゆく,こ の労働によって物が作り出される

と同時に,労働を行なう人間の技能が向上し,自然へ

の認識が深まる。労働の結果人間の体の外と内に貯え

られたこの両者は次の労働をより高度なものとするの

に役立つ。」(p3)と ぃぅ。渡辺氏は,「技術に必要なも

のは実際に物を作り実験することで,し かも実験の結

果についてはできる限り分析し理論的裏づけをする必

要があり場合によっては理論から出発して実験によっ

て理論の正しいことを実証する場合もあり,実験が先

行して,それに対する裏づけのために理論を考える場

合が起こってくることも当然あり,こ の様に理論と実

験,物を作る場合においては試作とが相まって技術は

進歩し,良い物が作られて行くと考えられます。」(p8)

「技術は過去の経験の積み上げられた結果であるとい

う」とも言う。甘利・湯浅氏は「生産の構造の特徴は

目的意識性にある。すなわち人が労働を行い物を作り

出すときには生産を始める以前に意図する結果を考え

浮かべていてその結果が自然の中にひき起こされるよ

うに行為する」「自然の法則性を人類が意識するのは

まさに生産的な実践労働の中であり,その中で得た経

験や知識を用いて生産を行なっていくわけで,自然の

法則性を意識的に適用することが生産行動の特徴とな

っておりここにこそ「技術」が成 立す る基がある」

(p3)と ぃゎば応用説 (意識的適用説)を主張する。

「そして自然の法則をさぐり出す人 (科学者)やそれ

を集中的に利用して実際に物を作り出せるようにする

人(技術者)が分化して人類文明の急速な開花へと導い

ている」ととく。更に科学の進展なくして技術の飛躍

的進歩は期待できないとのべている。これは現代社会

における技術の特徴であり,た とえば「自然科学者に

よってある物質の諸性質を規定する法則が明らかにさ

れると,工学者はこの法則を足がかりとして全く新ら

しい物質を合成する (合成ゴム,ナ イロン)(ゲルマニ

ゥムや有機材料による電子回路電子)。  また自然科学

が発展していくときに役立った実験装置の原理がその

まま新らしい生産工程にとり入れられる(ウ ラン235,

238の工業的分離),「新らしい技術は社会的経済的要

因によっていろいろな矛盾をはらみながら進展してい

く,すなわち生産の論理に制約されて」(p5)と 現在

生産の論理はいかなるものかを次のようにのべている

「労働者・技術者・管理者の分裂が生じ,技術者内部

での階層分化が進む。現在技術者と呼ばれている人達

は,技術の本質を担い実践するという意味での「技術

する人」という面ばかりではなく,資 本が生産を支配

し利潤を一層増大するために資本家の役割の代行人と

しての面も背負わされて資本が生み出し育て上げてき

た一つの階層である。逆に労働者といわれている人達

の労働からは本来的には人間の労働に必ず伴っている

はずであった技術的な面がぬけ落ちてきている。現代

はすべて資本の効率から技術が取り扱かわれており個
々の生産者が喜びをもって労働し,考え生産上の法則

性を適用しようなどということが意識 されてはいな

い。技術者は直接の生産の場から切りはなされて根を

失い,労働者は技術からひきさかれて8時間の生理的

苦痛のみを生命とひきかえに課せられる。ここに労働

の疎外にもとづいた技術の疎外の現象があり,技術そ

のものもいろいろな歪みを生じる」また「技術者が技

術の発展を願って思いきり活動しようとしても,技術

の発展が資本のその時の意図に合致した場合にしか技
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術は実現しない。自然科学や技術の体系の内面から研

究の必要を感じるテーマであっても,その研究にじゅ

うぶんな金と人が使えるとは限らない。というのは資

本は長期的見通しをもつ余裕がないからである。分業

により専門は細分化され,身分上の問題で,職の流動

性を欠き,現場との接触が思うようにならず,生産上

の緊急な要請を身に感じて,ア イデアを追 うというこ

ともむずかしい。そして『技術する』喜びを見出せな

い多くの技術者はサラリーマン化して情熱と創造性を

失い,資本の意図とは逆の結果さえ招く……」(p5)

「肉体労働と精神労lSIの 分裂が解消し F生活を豊かに

する』ことを目標に生産が行なわれるなら,科学技術

はすばらしい発展をとげるであろう,と いう万人の夢

はまさに現在では『夢」なのである。」(p6)と 結んで

いる。

最後に技術教育のあり方として「技術とは何なのか

という技術の本質に生徒の目を向けさせることが大切

である……エンジンを知識 として認識するのではな

く,実践的なプロセスとして生徒が主体的に受けとめ

ることが可能となる」「現在の技術教育が無意識のう

ちに生徒を機械の部品として,思考しないオペレータ

ーとして生教出そうとしている危険を避けなければな

らない」「理科教育と密接な関係のもとに技術教育が

なされねばならないことは,現代科学技術の性格から

明らかである。しかしそれと共に自然科学の体系とは

異なる技術学の方法その論理が存在することに注目し

なければならない。……。どんなに新式の教材を用いて

も現在では数年を経れば旧式のものになる可能性があ

り,高度で複雑なものは逆に生徒の本質的理解を妨げ

るおそれもある。技術学の方法に目を開かせ,自 分で

学ぶ態度を身につけさせてはじめて,技術の発展の法

則を理解し,技術の進歩に倍して技術者として進みう

るのである」「そして教育における側の思考内容が決

定的重要性をもつこと……むしろ困難は技術する喜び

を求めてではなく,失業の不安から技術を学ぼうとす

る生徒の状態を,ど うやって逆転させるかにあると思

う」そして想像以上の困難があるが,それを成し逐げ

られるのは人間だけである,と 言 う。

渡辺氏は,「技術教育というとすぐ数学とか物理・化

学等の基礎教育からいわゆる工学に至る一連の教育と

いうことを考えますがこれらはもちろん技術教育の基

礎をなすもので技術の基礎知識教育でありますがここ

にもう一つ必要な点は前にのべたように技術者として

の物の見方,考 え方の教育であります。これは日で述べ

たり本を読むことによってはなかなか訓練されない…

…。要はこの問題を解決する事よりもその問題を解決

62

する過程における種々の経験こそ技術教育にとって最

も貴重なものであると考える次第であります」と述べ

ている。理科教育での研究方向として細谷氏は科学研

究という雑誌の江沢洋氏の文を引用して「理解した」と

いうことをそ「の人の想像力が自由自在に活動を始め

うる状態になったこと,と 定義したいと思います。理

解したその瞬間から,その人はたくさんの問題・疑間に

ぶつかることになるというわけですc……≪水は高き

より低きにつく≫ことを教えられた後に毛細管現象や

植物内での水の上昇現象を思いつき,そ こに矛盾を感

じるとしたら教師は確かにわからせることに成功した

といえるだろうというわけです」そして教師はなんと

してもこの生徒の「認識」の成立を支配している法則

を把IF■ しなければならないでしょう (p17)そ して認

識の成立について「たとえば近頃の子どもは,ほおっ

ておいたら自然に F現代っ子」になったのではないは

ずです。おとなが『現代っ子」を造り上げてしまうよ

うな働きかけをしておきながらそれに気づいていない

にすぎません。おとなが意図すると否とにかかわらず,

また気付くと否とにかかわらず,な してしまった一定

の働きかけに対応して子どもの側には一定の F認識』

なり F行動体系」なりが造られてしまうのです。この

対応の存在を自覚して一定の働きかけに気付き意図し

たときに教育という営みが成立するといえましょう。」

(18頁 )「わかる」ということに関する研究は「単に

いわゆる F教授内容」と『教授方法』との2つを知ら

なければならないということではありません……『 何

を」と『 いかに」の問題の要はこの両方に つ いて知

り,一つの教授案を作り上げなければならない点にあ

ると思います。もし別々の形であつかわれているとす

れば,そ こではまだ F教える」『わからせる」という

ことがじゅうぶんに予想されていないのだ,と さえい

えるかもしれません」と。この両者の関係について,

「より質の高い内容をという時それはなにも自然科学

の専門家がみて高級であるというような意味ではなく

て生徒がその内容を理解することによって,い ろいろ

な場合に想像力を自由自在に活動させうるようなそん

なものを意味しているのではないでしょうかJと 述べ

ていますc最後に科学史について「科学史が過去の科

学的発明,発見の歴史的記述ではなくて,そ の成立の

過程とその過程を支配する法則性とを明らかにしてく

れるならば,今後の正しい認識の成立についての示唆

をわれわれに与えてくれるでしょう」と (p20)。
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>本年度新役員決まる

8月 の総会で決定した委員の中から選ぶことになっ

ている各役員が, 8月 30日 の委員会で決められた。委

員長は引き続いて後藤先生にお願いすることになりま

した。先生は大学の方で大変おいそがしく,委員長代

理のような形で誰か仕事を分担したほうがよいだろう

ということになって,規約にはありませんが,事務局

長格に水越先生が推せんされました。その他の顔ぶれ

は次のようになりました。なお,地方委員の方はまだ

確定されてないものがありますので,決まりしだい本

欄でお知らせいたします。

研究部……向山玉雄,村田昭治,中村知子 ,

小林美代子,横山忠太郎

組織部……池田種生,佐藤禎一,池上正道 ,

横山忠太郎,植村千枝

財務部……清原道寿,後藤豊治,水越庸夫 ,

池田種生,佐藤禎一

編集部……清原道寿,後藤豊治,稲本茂 ,

佐藤禎一,向 山玉雄,村田昭治 ,

植村千枝

本部の活動方針も討論されましたが,特に強千ヒされ

なければならないことは,研究部の中の女子部が独自

の活動を活発にできるようにすること,研究部の活動

が組織部の活動と密着すること,財政的なゆとりが全

くないため,財政を援助する形をできるだけとること,

などでした。会員制をどうするか,季刊ニュースの件

地方との連携の具体策など,次の委員会で話し合いを

する予定ですので,会員各位のご意見をお送 り下 さ

い。

>本年度活動方針の提出おくれる

総会席上提案された本連盟の活動方針をめぐっての

意見が活発でありすぎ,ま だ正 式 に決められていな

い。現在の技術教育をめぐる様々な問題′点の共通理解

を徹底したほうがよいから,あわてることはない,じ

っくり討論し合おうということになっている。問題の

一つは,技術教育関係では全国的組織を持つ唯一の民

間教育研究団体であり,4000部 の「技術教育」の編集

者であるわれわれの,現在におけるあり方は如何に ,

ということで,単なる教材研究だけではいけないので

はないか,と いう問題である。技術学論争も一段落し

たところで,改めて技術教育の本質論を現在の日本の

諸政策や経済情勢の中で話し合うことも必要であろう

し,それなしには今後の運動の進め方も進展しないで

あろう。といって,意見の押し売りはできない。その

||||lllllllllllllllllllllll

うち読者諸氏のご批半」をたまわることにな ります の

で,よ ろしく。

>山形県民間教育研究団体合同研究集会のこと

8月 18日 ,19日 と山形県の上山で山形県民間教育研

究団体合同研究集会が開かれた (山形県サークル協議

会,山形県教組主催)。 この技術部会は,「機械学習の

内容検討と指導」というテーマで小松吉雄氏がサーク

ル研究のまとめを発表し,これを検討した。分科会参

加者は10名 だったが,充実した討議をおこなうことが

できた。この集会は産教連地方委員の吉田久次郎氏が

分科会運営責任者となり,常任委員の私が講師という

ことで呼ばれた。この地方の技術科教師のサークルに

大きな期待がかけられている。 (池上正道)

>民間教育団体二つのニューフェイス

先月号で紹介した「全国進路指導研究会」の記事が

9月 2日 の日本教育新聞に出ていたが,「全国各地の

サークル代表,活動家など約二百名が参加した」とな

っていて,実際の10倍になって報道された。しかも9

月4日 の「民間教育団体総まくり」という座談会で

A ことしの研究集会にニューフェースがあったね

D 第一回大会を開いた全日本教育研究会議と全国

進路指導研究会の二つだ。

A 全日本のほうの感想は。

C ズバリいって発表大会に終始した とい え る。

“人つくり"を テーマにした分科会の討議など,ずい

ぶん焦点ぼけしていた。

B 誕生後間もない団体だから仕方ないかな。

A もう一つの進路指導についてはどうかね。

C この団体は全日本とは対照的でアンチ文部省な

んだ。

D 文部省の打ち出す進路指導に真っ向うから対立

するというわけだね。

C そうだc文部省のいう「進路・特性に応ずる教

育」は裏を返せば差別教育だというのがこの団体の基

本的な考え方といえる。

B しかし,参加者は少なくなかったらしいね。

E 二っとも道けわしといったところか。    _
と書いている。教育ジャーナリズムにとっては興味

のある話題らしい。

しかし,実際に200名 あつめる大会を持つ日も,か

ならずくるだろうと関係者ははりきっている。
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、◇燈火親しむ候となりました。秋に入りはじめは,む

しろ夏の疲れが一度に出て,ど うもからだの調子が悪

いものですが,いまごろになると,その疲れもいえ,

また日日の実践にも,油がのってきたことと存じます。

気候もよくなってきたことだし,お互に読書に,実践

活動にどん欲になりたいものです。

◇さて,本号は産教連の今夏研究大会の記録をもとに

して,その成果と課題を整理してみようと思い,それ

を特集テーマといたしました。

大会記録の整理は,開催地名古屋市および愛知県下

の先生 (大会記録者)にお願いいたしました。しかし

これだけでは,あまりおもしろくないと思いましたの

で,各分科会参加者(産教連会員)に お願いして,参加

分科会の研究討議をつうじて,と くに実践面から,今

後どのようなことを課題としてうけとめ,どのような

方向で実践をすすめていったらよいかを,だしていた

だきました。現在の段階から一歩でも二歩でも前進す

るためには,いままで歩んできた道をふりかえり,そ

れを正しく評価していくことがどうしても必要なわけ

です。技術教育という構築物は,そ ういう努力なしに

は,さ らに巨大なものとなりえないでしよう。そのよ

うな努力なしの構築物は,た とえそれが高くみえても

しょせんは砂上の楼閣にすぎないのではないでしよう

か。この研究大会に集まった人たちは,全国の技・家

科教師の数からみれば,わずかなものだといえましよ

う。大会には参加されなかった人たちのなかに,優れ

た実践をやっているかたも少なからずあることと思い

ます。しかし,数は少なくともいちおう全国から集ま

り,日 ごろの実践をもとに討議した内容は,正 しく評

価する価値をもつものと思いますc本号が今後の技術

教育を前進させるためのかてに,少 しでもなればと念

じております。ご意見,ご批判をお寄せください。

`↓ 現在,技術教育において,技術学の体系をどのよう

に学習内容にもちこむかということが,さかんに論じ

られております。そこで本号では,真保先生に「機械

工学の基礎」ということで玉稿をお寄せいただきまし

た。機械学習の実践に役立たせていただくことを期待

します。なお,本号に掲載を予定していました,河野

全一氏「最近の牛乳加工食品(2泊 ,「技術教育の基本間

題(2)」 (技術教育を語る会),それに高校入試問題の座

談会(2)な どは,紙面のつごうで来月号にまわすことに

なってしまいました。執筆者や読者のみなさんに深く

おわびいたします。

◇本誌では,「実践的研究」の投稿を歓迎しています。

採用の分には薄謝を差しあげますcお気軽にご投稿く

ださい。
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実生活においても広 く活用できるように各界の学者・専門家
を動員して編集したものである。
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。

す
掛
せ
ん
　
東
大
教
授

細
谷
俊
夫

★

主

要

目

次

★

第

一
章
　
総

説

Ｉ
　
技
術
革
新
と
中
学
校
の
技
術
教
育

Ⅱ
　
技
術
科
学
習
指
導

第
二
章
　
技
術
科
の
学
習
内
容

Ｉ
　
学
習
内
容
の
分
類
　
　
■
　
製
図

Ⅲ
　
木
材
加
工
　
　
Ⅳ
　
金
属
加
工

Ｖ
　
機
械
　
　
Ⅵ
　
電
気
　
　
Ⅷ
　
工

業
技
術
に
関
す
る
社
会
経
済
的
知
識

Ⅷ
　
栽
培

第
二
章
　
学
習
指
導
案

Ｉ
　
学
習
指
導
案
の
内
容
　
　
Ⅱ
　
製

図
　
　
Ⅲ
　
木
材
加
工
　
　
Ⅳ
　
金
属

加
工
　
　
Ｖ
　
機
械
　
　
Ⅵ
　
電
気

Ⅷ
　
工
業
に
関
す
る
総
合
実
習
　
　
Ⅷ

工
場
見
学

　

Ⅸ
　
栽
培

　

Ｘ
　
農
業

第
四
章
　
米

・
ソ
の
技
術
教
育
の
実
際

付
録
　
農
業

・
商
業

・
分
野
の
学
習
内
容

と
指
導
案桐

原
菫
見

へ「
一／二
一
■
一■
袖
落
響
機
ま
彎
柳、
即
Ⅷ
劇
Ⅷ
職
憧
戯
Ⅷ
恩
職
蠅
劇
刺
硼
測
細
「

技
　
術
　
教
　
育
　
　
第
十

一
巻

，第
十
号
パ
通
巻
第

一
三
五
号
）

）

―

定
価

一
一
一〇
卜

や
一．丁

一
一
一円
）

小・中・高校家庭科指導に関する一切の項目を網羅′

すも`せん 噛 山 政 道 e大 橋

☆ご注文は最寄りの書店に。書店で購入の困難な方は送料をそえて国土社に★

産業教育研究連盟 発行者 長宗泰造

東京都文京区高田豊川町37 国土社堀露所

|‖
F帝 :

,1,|

丼1
1受 l_

,1に .‐ ti::′ 与 :三:  女■■ ■1  ,

広 。山 下 俊 郎・香 川  綾


